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　　　　♡♥♡




　この日、羽生はにゆう真しん次じ郎ろうが請うけ負った『お手伝い』は、

「くそっ！　くそッ！　くそぉぉおっっ！」

　通つう称しよう《アクアの湯》と呼ばれる大浴場のお掃そう除じだ。

「もう腰こしが痛いっ！　腕うでもダルい！　喉のども渇かわいたっ！」

　袖そでと裾すそをまくったジャージ姿にねじりハチマキ。ブラシ一本を片手に汗あせまみれになっている野生児然とした少年は、首をぐるりと巡めぐるごつい首くび輪わのスキマにパタパタと風を送りながら、

「もうここまで来ると単なる『お手伝い』とかじゃなくねぇッ!?　なんだって俺おれがたった一人でここまでやらなきゃなんねーんだよぉぉおっ！」

　叫さけんだ声は『だよーんだよーん……』といい感じにリバーブ。大浴場に虚むなしくコダマする。

「ちくしょぉー……」

　完全にへばった真次郎は風ふ呂ろ椅い子すにだらしなく座り込こむ。なにしろ広い。《清せい流りゆう学がく園えん・七なな不ふ思し議ぎ》の一つにも数えられてしまっている、古くてゴシックで不気味なこの《アクア寮りよう》には、現在四十人ほどの女子高生達たちが暮らしているのだが、ここはそんな年とし頃ごろの少女達がいっぺんにお風呂を満まん喫きつしたとしても、まだまだ余よ裕ゆうでゆったりくつろげてしまう大浴場なのだ。

　そこにぽつんとへたり込んでいる真次郎は、ぼうっとゆらめく湯気を眺ながめながら、

「実際……」

　……ふと、昨日の夜も、今と同じこの湯気の中に、そんな女子生徒達がきゃっきゃうふふとはしゃぐとっても女子寮的な情景があったはずで──と目の前に想像。してみた瞬しゆん間かん、

「ぅウ……ッ！」

　その肌はだ色いろすぎる幻げん影えいにくらりと目め眩まいを覚え、思わず片手で頭あたまを支える。

「く、くそっ！　なんなんだこのわけのわからんダメージはッ！　こうなったら、やつらの使うシャンプーに手作りのお酢すでも混ぜてやろうか……ッ!!」

　真次郎は毅き然ぜんと立ち上あがるが、ふと今度は、それが発覚し、あの小こ悪あく魔まめいた寮生達に囲まれた所を思い浮うかべてしまい、

「ひ、ひぃ……っ！　だ、だめだぁぁっ!!」

　温かい浴室内に膝ひざをついて頭を抱かかえる。

「じゃ、じゃあわかった！　だったらこの風呂場をめちゃくちゃ綺き麗れいにして、あいつらの度ど肝ぎもをぬいてやるぅっ！」

　そして、再び復活した彼がくるくるとブラシを回転させ、ぱしーん！　とポーズを決めてから、致いたし方かたなくごーし、ごーしと地味に清掃業務へと戻もどるのと、




　かららら……っ




「……ん？」

　妙みような音が首くび輪わの少年の耳まで届いたのは、ほぼ同時だった。とっさに彼は周囲を見回す。

　だが、まだ鼓こ膜まくに残っている軽い音は、湯船の水音とも広いバスルームの側面、丸々ガラス張りな南側と西側の向こう側にある露ろ天てん風ぶ呂ろから聞こえてくる風音とも違ちがう気がして……

「ま……まさかッ！」

　半はん拍ぱく遅おくれて真しん次じ郎ろうは気付くと思い出すをいっぺんにこなした。

　だってそれは信じられないコトに、浴室と脱だつ衣い所じよを分ける大きな曇くもりガラス戸──

「……ッ!?」

　──湯気に霞かすむその境界が、見ている側そばからゆっくり開ひらいていくからからという音であり、

「な……なんで今、寮生達あいつらがっ!?　まだ真まっ昼ぴる間まだぞっ!?」

　今や棒立ちの首輪少年は、ばっちり認にん識しきしてしまっている。

「一人……いや、二人ッ!?」

　とっさに目を凝こらせば浴室の入り口。そこには今からお風呂に入る気まんまんの──つまりは小さなタオルでしか身体からだを隠かくしていない人ひと影かげが二つ、こちらに近づいて来ていて……！

「しかも、あのシルエット。……タオルで押さえても覆おおいきれないあの爆ばく乳にゆうの持ち主は絶対確かく実じつに三みつ峰みね白はく亜あ……ッ！　そして隣となりにいるのは、そんな《おっぱい委員》の白亜に勝るとも劣おとらない張り詰つめかたをしたボディライン＆漆しつ黒こくロングな髪かみの持ち主、影かげ森もり牡ぼ丹たんッ！　さ、最悪だぁァ……ッッ!!」

　今は清せい掃そう中ちゆうのはずなのに……ッ!?　真次郎の知る法則を超ちよう越えつして《アクアの湯》に出現したのは、よりによって《風紀委員》と《寮りよう長ちよう》の実にけしらかんコンビ！　幸か不幸か、寮内で一位二位を争う豊かな胸を持つ二人だからこそ、湯気で輪りん郭かくがおぼろなのに見分けがついた真次郎が、

「（は、早くどこかに逃にげ……ッ！　ダメだッ！　出口はあの二人に塞ふさがれて──って、だったら身を隠し──いったいどこにぃぃいいッ!?）」

　その時とっさに真次郎が発見したのは壁かべ際ぎわへ立てかけるように直立している、かなり大きな、

「（このたらい……の中ッ……!?）」

　木製の、ちょっとした小こ舟ぶねの如ごとき丸いたらいの中へと潜もぐり込こむっ！

「（……しか、なかったのかよぉおおォォお……ッ!?）」

　二人の気配からしておそらくはぎりっぎり。なんとか白亜と牡丹が違い和わ感かんを抱いだく寸前で移動を終えることができた真次郎。

「（いやッ！　しかし、これはひょっとして完かん璧ぺきじゃねッ!?）」

　たらいの中で大の字になって手足を突つっ張る彼には、もちろんそのままタイヤのようにコロコロ転がりながら出口まで移動するビジョンが思い浮うかんでいる。これぞ完かん璧ぺきな脱だつ出しゆつ法ほう！

　一方、

「こっちの寮りように来てから、お風ふ呂ろにいっぱい入るようになった気がする。すごく肌はだがつるつる」

　あまり感情の抑よく揚ようが感じられないものの、聞く者の中にやさしくふわっと入り込こんでくるような声の持ち主、《風紀委員》三みつ峰みね白はく亜あは、どうやらちょうど真しん次じ郎ろうが隠かくれているたらいとは湯船を挟はさんで反対側の洗い場、シャワーで汗あせを流しているらしい。

　そしてその隣となりには、

「前にいた《緑りよく泉せん寮》のお風呂は狭せまい上うえに、温泉も引いてはありませんでしたから」

　やや事務的。けれど友人への親したしみを充じゆう分ぶんに込めた物言いで濡ぬれた黒くろ髪かみを絞しぼる《寮長》影かげ森もり牡ぼ丹たん。彼女は「二十四時間いつでも入れるのはありがたいことですね」と、本当に嬉うれしそうに背後──ひいては、真次郎が隠れているたらいの方向へ振ふり向くのだが、

「……少々よろしいでしょうか、白亜さん」

「どうしたの牡丹」

「（……ん？　どうしたんだ？　あの二人……）（ころころと出口へ向かって自分入りのたらいを回転させつつ）」

「あのたらい、あのような場所にあったでしょうか？」

「そういえば、少し動いてる？」

「（そんな、ば、ばかな……ッ!?　どうしてわかるっ!?）（ピタァッ！）」

「ちょっと見てくる」

「（ひ、ひぃぃぃいいィィイっ……ッ！）」

　見えはしないが、これは確かく実じつに白亜が立ち上あがりぺたぺたとこちらに近づいて来る気配！

「（だ、だ、だめぇだぁああッ！　こっち来ちゃったらだめぇええッ!!）」

　しかし、洗い場方面の二人の視し線せんがこのたらいに集中している以上、もう逃にげ場は──

「（ウ、ウソだッ！　こんなの、ウソだろぉッッ！）」

　だが真次郎の祈いのりも虚むなしく白亜の気配はどんどん大きくなり、ついになんのためらいもなく、

「このたらい、最初はもっとこっちに……」

　もこもこの泡あわで身体からだをデコレートしたような三峰白亜と、

「（頼たのむぅぅッ！　お願ねがいだからぁあッ!!）」

　たらいの中に大の字になって手足を突つっ張って収まっていた真次郎の目と目が、

「「……あっ」」

　ばっちり、合った。

「は……白、亜……っ??」

　真次郎をのぞき込むような《おっぱい委員》、三峰白亜の大きな胸を覆おおう泡は今もゆっくりと上うえから下したへと流れ続け、もはや小さなビキニくらいしか残っていなかった。

「（や、やばいって白はく亜あぁぁああ……ッ）」

　だが叫さけぶわけにも指し摘てきするわけにもいかない真しん次じ郎ろう。彼が無防備すぎるビーナスのような白亜の姿に絶句していると、

「どうして、真次ろ──」

「しー！　しぃぃぃっ！」

　はっと我に返った瞬しゆん間かん、首くび輪わの少年は思わず白亜の腕うでを取り、たらいのこっち側へ引き寄せ彼女の口を押さえ込こむ！

「むーむー」と最初こそ声を発した白亜だったが、真次郎がそのまま「しー！　白亜しー！」と懇こん願がんしているのがわかると、

「……こんなところでなにしてるの？」

　首輪の少年の緩ゆるんだ指の間から、きょとんと彼を見つめる。

「なにって、一生懸けん命めい風ふ呂ろ掃そう除じしてたら、いきなりおまえらが入って来たんだよ……ッ！　な、なあ頼たのむっ！　俺おれは黙だまってこのまま出ていくから、ここは見み逃のがしてくれぇ！」

「真次郎は、見逃して欲しいの？」

「あ……う、うんっ！　そうなんだけど……白亜？　なんでおまえ全然この事態に動じてないんだ!?　まさか、こんなにドキドキしてるの俺だけなのッ!?　ま、まあ、その方が俺はありがたいんだが……っ！　た、頼む白亜！　俺、なんでもするからッ！　見逃してぇっ！」

　再度手を合わせて拝み込む。それとほぼ重なるように、

「どうしました？　白亜さん。やっぱり真次郎殿どのが？」

「ぼ、牡ぼ丹たんッ!?　やっぱりあいつ、俺を疑って……ッ!?」

「えーと」

「お願ねがいします白亜ぁぁあぁぁ……っ！」

　真次郎は、たらいの向こう側でこっちを見ているだろう《寮りよう長ちよう》と、こちら側でこくびを傾かしげて人差し指をあごにあてている白亜を必死になって交こう互ごに拝む。

「なんでもないみたい。これ、脱だつ衣い所じよに移動させておく」

「サンキュー白亜ぁぁあ……ッ！　あと、今さらだが泡あわで隠かくれてるとはいえ胸はちゃんと隠せぇぇ……！」

「そのかわりに」

　すると、白亜は相変わらず、ゆっくり流れ落ちる泡に気付く風もなく、こくびを傾かたむけながら、

「また今度、真次郎の部屋にお昼ひる寝ねしに行っていい？」

「わ、わかった！　来て、いいから……っ！」

　真次郎はたまらず、白亜から落っこちようとしている泡を慌あわててそっと元に戻もどしてやりながら頷うなずいた。彼女が真次郎と動物達たちの隠れ家がである屋根裏部屋にやって来ると、どうしてもみんな一いつ緒しよにお昼ひる寝ねをさせられるので真しん次じ郎ろうはどうにもニガテだったのだが、背に腹は代えられない……！

「頼たのむ、早く……やってくれっ！」

「うん。じゃあ真次郎、動くから」

「お、おぉおっ！」

　真次郎が大の形になって中側に手足を伸のばして踏ふん張ったたらいを、白はく亜あはごろごろと出口へ向かって転がし始め、やがて、

「ここでいい？　真次郎」

　無事、バリアフリーな敷しき居いを越こえ、真次郎を内部に収めたまま涼すずしい脱だつ衣い所じよに辿たどり着く。

「すまん、ありがとう白亜……！」

　真次郎は去っていく白亜の尻しりをじろじろ見るわけにもいかず、たらいの内側からちょこっと手を振ふるだけで感かん謝しやの気持ちを恩人へと飛ばす。

「これでもう、大だい丈じよう夫ぶ……」

　そのままぐったりとうつむいて己の無事を嚙かみ締しめる首くび輪わの少年は、額ひたいの汗あせをぐぐいと拭ぬぐい、

「やれやれ、死ぬかと思っ……」

　顔かおを上あげた瞬しゆん間かんだった。




「ひ……ぃっ」




「えっ……？」

　目の前で上がるか細い悲鳴にまたもや硬こう直ちよく。ようやく彼が辿り着くことのできたこの浴室からの脱だつ出しゆつ口ぐちに、亜あ麻ま色いろの髪かみに蒼あおい瞳ひとみという、西せい欧おうの気品を結けつ晶しよう化かさせたような一人の幼い少女が立ち尽つくしている。

　しかもなにを油断したものか、幼女はタオルを手にはしているものの、一糸まとわぬ肌はだのどこも、それで隠かくしておらず、

「「──────ッ！」」

　あまりのことに、互たがいに次の声が出ない。

　そこへ、

「どうしたんですか？　茉愛まちかちゃん」

　姿を現したのは、こちらはきっちり短めのバスタオルを身体からだに巻き、太もものホルスターに一本の小こ太刀だちを収めたふっくらとした胸の寮りよう生せい。

　彼女は幼女の視し線せんの先、たらいの中で微び動どうだにできなくなっていた首輪の少年を発見し、

「あぁっ、奇き遇ぐうですねっ！　真次郎さんもこれからお風ふ呂ろに……、……──」




　瞬しゆん間かん、ゴシックな宝ほう石せき箱ばこの如ごとき《アクア寮りよう》の建物が、伸のびて縮ちぢんでぷるぷるするくらいの悲鳴がとどろいた。




　同時に引き抜ぬかれたのはふっくら少女、上かみ熊くま谷がや凜りんの愛刀『ぴょんぴょん丸』。

「や、やめろ凜んんッ!!」

《アクア寮》の安全を守る使命を帯びた《忍しのび》、小こ太刀だちメイドである凜の白刃──真名『にっかり青江』が鞘さや走ばしり、真しん次じ郎ろうへと振ふるわれるやいなや、とっさに首くび輪わの少年は屈かがみこみ、背後のたらいをかぶるようにして防ぼう御ぎよ！

　カカンッとたらいの底を切り取られながらも、真次郎はバコッと蓋ふたするようにたらい内部へ身を隠かくすことに成功する！

　だがしかし、

「いったいどうされたのですか？　上熊谷さん」

　浴室内でやり過ごしたはずの《寮長》影かげ森もり牡ぼ丹たんと、

「た、た、たらいのっ！　このたらいの中に、真次郎さんがぁあっ！」

「茉愛まちか、本当に？」

《風紀委員》三みつ峰みね白はく亜あが、たらいの周りに揃そろってしまうのだ。

「信じなさいよばかおっぱい！　ほら！　この凜が斬きったスキマからこっち見てるっ！」

　四人のやり取りに動転した真次郎は、そこでついに最後の手段に出る。




『……ニャ、ニャーニャー……（たらいの中から）』




「ネコみたいだけど？」

「ちょっとそれ本気で言ってるのばかおっぱい！　こ、このっ！　へんたいしんじろう！　かんねんして出てきなさい！　あたしのはだかを見たせきにんとりなさいよぉぉッ!!」

　ずぶり。

『ぎゃあ！　たらいのスキマから入って来た茉愛の指が俺おれの目にィィイッ！』

「ほら見なさいっ！　やっぱりしんじろうよこのへんたいぃっっ!!　きっと……きっとまたぱんつなんだからっ！　ねえそうでしょ牡丹っ、しんじろうはここにみんなのぱんつを集めにきたにちがいないわっ！　あんたなんでそんなにあたしたちのぱんつに執しゆう着ちやくするのよーっ！」

「まさか、真次郎殿どの、本当に……？」

『ちがうッ！　ぱんつは違ちがうッ！　執着なんか持ってねぇって前から言ってんだろっ！　誤解なんだって!!　たのむ！　信じてくれ寮長サンンッ！』

　寮生四人に囲まれた真次郎はたらいの中で縮こまったまま、

『……っつうか、そうだよ牡丹ッ！　俺はおまえにここの風ふ呂ろ掃そう除じを頼たのまれたんだぞ!?　それなのにイキナリ入って来るなんて、そっちの方がヒドイ！』

「わたくしは確たしかに真しん次じ郎ろう殿どのに大浴場の掃そう除じを頼たのみましたが、しかし午前十時までには終わらせるようにと、お伝えしたはずです」

『う、うそっ!?　ごめんっ！　つうことは俺おれもう三十分以上オーバーしてないッ!?』

「そんなこと言ってわざとなんでしょっ！　ちょっとしんじろう？　あなた、あたしの彼氏だっていう自覚が本当にあるのっ!?　なのになんでみんなのぱんつにも興きよう味みもってんのよっ！　そ、そういうことが、ないように、あたし、毎朝こっそりあんたのところにちゃんと届けてるじゃないっ！　ばかばかばかーっ！」

『雰ふん囲い気き的てきにその場でしゃがみこんで、真っ赤になって恥はずかしがってるみたいだが茉愛まちか！　なんども繰くり返すようだが俺、お前の彼氏でもなんでもない上うえに、あんなにぱんつばっかり俺ホントにどうすればいいかわからないんだけどッ！　……て、んっ？　……え？　や、やめろ茉愛ぁーッ！　たらいの隙すき間まから、なんかにゅるにゅるしたもんが入って来てんぞーっ！　おまえ怒いかりにまかせてなにをたらいの中に注入し始めてんだぁあ怖こえぇええッ!!　た、たのむ牡ぼ丹たん！　寮りよう長ちようなら茉愛コイツを止めてくれぇぇっ！』

　必死に訴うつたえる真次郎。なにしろこのままだと本当にたらいを囲んだ寮生達たちになにをされ続けてしまうかわからない！　マジで四し面めん楚そ歌か！　浦うら島しま太た郎ろうの亀かめの気持ちが今ならよくわかる！

『……そ、そうだっ！』

　首くび輪わの少年は必死だった。ここを乗り切りさえすれば飽あきっぽいこいつらのことだ。どうにでもなる！　だったら……！

『こ、これをお前らにやるよっ！』

　切り取られたたらいのスキマから真次郎は腕うでを伸のばす。

「あ、あの、真次郎さん……？」

『遠えん慮りよすんな、おまえらにはいつも世話になってるし、これは真次郎の恩返しってやつだ！』

　がしかし、力説する彼の手に乗っていたのは、

「あんた本当に正気なの？　なにかと思えばなにこれ、ただの石っころじゃない！　なんでこれでしんじろうをゆるさなきゃなんないのっ!?」

『た、ただの石っころじゃぁなーいッ！　良く見てみろよ綺き麗れいだろっ!?　こいつぁ俺が拾った「綺麗な小石」コレクションの上物だぞッ!?　ってあああッ！　ま、待て茉愛ぁァァ……ッ!!』

　キラキラと綺麗な小石をひょいっとつまみ上あげる茉愛に、真次郎は思わず悲鳴を漏もらす。

　なにせ亜あ麻ま色いろツインテの少女はそのまま投球モーション。怒りの形相で浴室のどこかへ小石を放り投げようとしていて……ッ！

「お待ちください、茉愛さん」

　それをぱしっと止めたのは、

「ッ!?　ぼ、牡丹……!?」

　意外なことに、《寮りよう長ちよう》の右手。いぶかしい顔かおをしたバスタオル姿の牡ぼ丹たんに、茉愛まちかはたじっと、

「な……なによ牡丹……」

「少々よろしいでしょうか」

　戸と惑まどう茉愛の小さな手から、小石をつまみ上あげる《寮長》は、それを改めて光にかざすように注視する。

　──やがて、

「……なるほど。わたくしも前々から話だけは聞いていましたが……、現物は初めてです」

　溜ため息いきとともに確かく信しん的てきな表情の牡丹の様子に、《忍しのび》の凜りんははっとなり、

「も、もしかして牡丹ちゃん。それって、寮のみんなが、噂うわさしてた……」

「はい。これはおそらく《学園七なな不ふ思し議ぎ》にある、『願望デザイアストーン』かと」

　今や、さっきまでとは全然違ちがう熱い視し線せんが、牡丹の手の平に乗る透とう明めいな水すい晶しよう──まるで晴れ渡わたった透明な空そらのような内部に、青い四枚葉を浮うかばせている小石──に集まっている。

「……このようなものを、真しん次じ郎ろう殿どのはいったいどこで？」

『あ、あ……いや、なに……？　《学園七不思議》？　『願望デザイアストーン』……？』

「それを見つけることができた生徒は、本人が一番叶かなえて欲しい願ねがい事が成就するといわれている不思議な石のことです」

「真次郎さん白状してくださいっ！　これ、どこから持って来ちゃったんですかっ!?」

『も、持ってきちゃったんじゃねえよ！　これは、なんというか、俺おれの趣しゆ味みで……っつうか、近くの小川だよ！　そこで拾ったんだ！　『綺き麗れいな小石拾い』に行けば、こういうの沢たく山さんあるんだぞっ？』

「うそっ！　『願望デザイアストーン』がほいほいそこらへんに落っこちてるわけないじゃないっ！」

『ちっちっち、そこが茉愛、お前はまだまだガキだってんだ。この世の中にはな？　まだまだおまえのようなちびっ子が知らないような──』

「うっさいわよばかしんじろうッ！（ごつぅんッ！　とたらいを踏ふみつけ）」

『（びくぅんッ！）ひぃごめんなさぁい！』

「けれども、学園に伝わる《七不思議》の中でも、最も遭そう遇ぐうすることが難むずかしいと言われるこの

『願望デザイアストーン』が外に沢山落ちているとは、わたくしもにわかには信じられません……。本当に、真次郎殿……？」

『し、信じてくれよ牡丹！　別に本当に盗ぬすんだわけじゃないんだってマジでッ！　なんでお前らは俺の話を信じねーのッ!?　そこはすげーんだよ！　もうキラッキラのサワっサワな小川でな？　こういう石ならいっぱい落ちてるし、なにしろこの森を知り尽つくす俺の秘密の場所なんだぞっ!?』

「秘密の場所？」

『そうだ！　俺おれは明日もそこに行くしっ!!　だって俺明日、久々の自由日だもん！』

　真しん次じ郎ろうは狭せまいたらい空間で日ひ頃ごろの自分の素そ朴ぼくな行おこないを説明するのだが、

『……あ、あれ？　おまえら、聞いてんのか……？』

　どうも外の様子がおかしい。まだ自分は疑い続けられているのか……？

『（い、いや、これは……ッ！）』

　沈ちん黙もくの意味。それを悟さとってしまったたらいの中の真次郎は顔がん面めん蒼そう白はくになりながら、

『……あ、ぁあッ！　困るなぁあー！　たらいの中にゼリーとか、これ以上にゅるにゅるしたもの入れられたら、ど、どーしよー……！』

　慌あわてて『秘密の場所』に関する話わ題だいから別方向に舵かじを切る。だが、

「明日なのですが、真次郎殿どの。わたくしは一日中、スケジュールがあいています」

　時すでに、遅おそし。清すが々すがしいほどナニゴトもなかったかのように語りかけてくるのは《寮りよう長ちよう》影かげ森もり牡ぼ丹たん。

「あたしも！　あたしもだからしんじろう！　ねえ聞いてる？　明日ひまなの！　死んじゃうくらい！」

　そして《亜麻色の子狐フオツクス・フラツクス》、最年少の大おお野の原はら茉愛まちかはぽこぽこたらいを叩たたきながら急せかすように。

「じ、実は、ちょうどわたしも『修行』で滝たきとか、小川とか、そういう所に行かなくちゃなんでした……っ！　そう！　これは『修行』なんです！　だから、その、ついでに……」

　寮に住まう《忍しのび》の上かみ熊くま谷がや凜りんは、恥はずかしそうに、けれど瞳ひとみをきらきらさせて『修行』という言葉を繰くり返し、

「小川って、なに着て行けばいいの？」

《風紀委員》三みつ峰みね白はく亜あにいたっては、もうすでに真次郎の言う『秘密の小川』に行くことは決定事じ項こうらしい。

『や、やっぱりかぁぁぁ……ッ!!　くそっ！　だっ、だめだからなッ!?　明日は俺の週に一度だけの自由日だっつってんだろ!?　なのにおまえらが来ちゃったら全然俺、お休みになんねぇじゃねえかッ！　……いやいやいや違ちがう！　そうじゃねえッ！　俺は決しておまえらが邪じや魔まだとか、もうこの寮にいたくないとか言っているんじゃなくて！　……違う違う！　出ていくなんて言ってない！　俺ずっとここに住むよっ!?　だって俺もうココ以外に行く当ては……ッ！　……ん、んぐぅぅう……ッ！　わ、わかったッ！　おまえら四人は、連れて行く……！　しょうがねえ連れてってやるよッ!!　くそッ！　そんなに喜んでんじゃねえよっ！　だが覚かく悟ごしろよ？　結構大変だからな？　は？「真次郎の願ねがい事がさっそく叶かなってよかったね？」じゃねえよ白亜！　俺別に願ってないから！　ぅぅう、くそぉっ！　俺の……俺の貴重な自由時間がぁぁああ……ッ！』




　──つい先日まで、気の合う森の動物達たちと空の群雲、山の草花（ただし、食べても腹を壊こわさないもの）だけが友とも達だちだった浮ふ浪ろう少年、羽生はにゆう真しん次じ郎ろう。

　彼はこのように、今や全ぜん寮りよう型がた一いつ貫かん制せい女子校《清せい流りゆう学がく園えん》の敷しき地ち内ないにある《アクア寮》、その寮生達が心安らかに日々を過ごせるようにという名目の下もとに特別に存在を許された《第二種リラクゼーション案件》、つまりは、お嬢じよう様さま達の愛玩動物ペツトであった。

　頑がん張ばれ真次郎。負けるな、羽生真次郎。

　男子ペツトを知らぬお嬢様達の気まぐれは、これでもまだまだ、序の口なのだから──










　　　　♡♥♡




　──快晴で迎むかえた翌日。

「ねぇ、しんじろう……？」

「ん？　どうした茉愛まちか」

　時として霊れい峰ほうとすら呼び慣らわされる山やま脈なみ。遙はるか昔より続く原生林の風情を残す《清流学園》の敷地が抱いだく、広大な山さん麓ろくの片かた隅すみで、

「あなた、きのう『キラッキラな小川』に行くって、言ってたわよね……」

「ああ？　だから俺おれは、現にこうして連れて来てやったんじゃねえか」

　昨日、疑ぎ惑わくの脱だつ衣い所じよで真次郎を取り囲んだいつもの寮生四人と、《アクア寮》のペット×三さん匹びきは、《寮長》影かげ森もり牡ぼ丹たんの持つＧＰＳ端たん末まつ上じようでは、今、確たしかにとあるせせらぎの淵ふちにいた。

　がしかし、

「なに言ってんの!?　こんなの、ちっとも『キラッキラな小川』じゃないじゃないっ!!」

　どこから見ても準備万ばん端たん。亜あ麻ま色いろの髪かみに爽さわやかな薄うす手での白ワンピース姿で『貴族の野あそび』的雰ふん囲い気きを振ふりまく大おお野の原はら茉愛は真次郎にまくし立てる。

「んだと!?　だったら茉愛、おまえどんなの想像してたんだよ！」

「そんなの決まってるわよっ！　こう、お日様がいっぱいでぽかぽかあったかくって、水の流れはさらさらで、まわりにはお花畑があってちょうちょがいっぱい飛んでるような、そういうのが『キラッキラな小川』よっ！　……なのに、なんなのこれッ!!」

　寮りよう生せい達たちの前に広がっている景色には、確たしかに上流から下流へと絶えず水が移ろっている。

　のだが、それは、

「だんがいぜっぺきじゃないのよーっ！」

　まるで中国の秘境のような尖とがった垂直の岩の隙すき間まからド・ド・ド・ド……と、白はく煙えんを上あげながら流れ落ちていく水流。その行く末の滝たき壺つぼなんてここから見み下おろしたくもなく、

「こんなの聞いてないっ！　ちょっと、これはどういうことなのよしんじろうっ！」

　深すぎる周囲の自然。その緑は水流の両サイドからトンネルのようにせり出し、陽ひの光を遮さえぎりまくって周囲はしんしんと薄うす暗ぐらい。

「どうもこうも俺おれは頼たのまれたからおまえらを連れて来てやったんだぞっ!?　なのに今さら文句を言われてもだなぁ……！」

　とは言うモノの、寮を出てここに辿たどり着くまでに、真しん次じ郎ろうもウスウス、なんか変だなぁとは思っていたのだ。

《忍しのび》の上かみ熊くま谷がや凜りんはもちろん、《風紀委員》の白はく亜あや、《寮長》の牡ぼ丹たんも《アクア寮》を出発する時はそれぞれ気分良く、あんなに元気だったのに、ここに辿り着くころには極めて言葉少なになり、ついには軽く絶句。声を失っていることに、実は真次郎も気が付いている。

「あ～……。まぁでも、あそこら辺は、まあまあ『小川』じゃね？」

　なので真次郎はフォローのつもりで、そこから下流方向に見えている、ちょっとしたせせらぎを指さす。いつでも感情丸出しの《亜麻色の子狐フオツクス・フラツクス》、大おお野の原はら茉愛まちかのように不ふ機き嫌げんではなかったが、どうしても戸と惑まどいを隠かくせなかった他の寮生達も恐おそる恐る下流域を自然味溢あふれる岩いわ棚だなからのぞき込こめば、

「な？　『小川』だろ？」

　そこには確かに、真次郎が言うように緩ゆるやかな流れの水辺と言ってもいい場所がある。

「で、でも、だって……っ！」

　しかし、なおも最年少の茉愛が真次郎に食って掛かかれば、

「んん……、ったく、だから俺は『結構大変だぞ』って、あんだけ念を押したんだ。それなのによぉ……」

　首くび輪わの少年は、両りよう肩かたの太いベルトを背負い直す。彼はあまりに巨きよ大だいなリュックサックを担いでいた。まるで運動会の大玉転がしを直接背負っているかのごときそのバックパックには、ここにいる四人の寮生が用意した荷物が満まん載さいされているのだ。

　──今朝、目が覚めて玄げん関かんホールに行ってみたら、これがあったのだ。

「真次郎、これ、お願ねがい」

　と出発間際に白はく亜あから言われた時には「でかさの冗じよう談だんはおまえのおっぱいだけにしておけ」と思わず言ってしまったが、今、こうしてイイナリになってリュックを担いで来てしまった現実が、さらに真しん次じ郎ろうの肩かたにドスンと効いてくる。

　さらには、

「おい、平気かオーベロン、パック……」

《アクア寮りよう》の《第二種リラクゼーション案件》、シベリアンハスキーとオウムにまで、専用の小型リュックが装着されている始末。本来ならここで、同じペット同士『なんで俺おれ達たちが……』と共に苦労を分かち合う立場のはずなのに、

「って、なんでおまえらは元気はつらつって顔かおしてんだ？　……は？　お散歩楽しいです？　動物は気楽過ぎんだろッ！」

「では、こういうのはどうでしょう、真次郎殿どの」

「どうしましたか、寮長サン」

　軽くイライラしたまま、《学園》敷しき地ち内ないのピクニックであっても制服をぴっちり着こなす牡ぼ丹たんに真次郎が視し線せんを向ければ、

「今から《アクア寮》に戻もどり、トランプの神しん経けい衰すい弱じやくで一日を過ごすのです」

「そんなにイヤかッ!?　マジで!?　もうなんか本当ゴメンな感じだが……、い、いいや……ッ!?　俺は寮には帰らねぇぞッ!?　俺は今日はここでたくさん綺き麗れいな小石を拾うんだぁぁっ！　おまえらだって『願望デザイアストーン』を手に入れる！　って昨日の夜、あんなに騒さわいでたじゃねえか！　あの時のおまえらはどこに行っちゃったの!?」

「そんなコトを言って、真次郎はみんながいなくなった後あと、そのリュックの中のみんなのぱんつをさっと茹ゆでてポン酢ずでいただく気？」

「いただくってなんだ白亜ッ！　俺はぱんつとか食ったりしねぇよっ!?　なんならおまえらコレ、この大荷物自分達で持って帰れ！　どうにか引きずって持って帰っておくれ!!」

「ま、まあまあ真次郎さん？　せっかくここまで来たんですから、ここは《忍しのび》のわたしの顔を立てて、あそこの『小川』で一休みして、それから考えるっていうのはどうですか？」

「待て！　凜りんはなんで俺をなだめてんの？　っていうか、しかも《忍び》の顔を立てるって!?　凜サンあなた、寮を守る《忍び》なのに冷れい凍とう室しつに閉じ込こめられるとか、忍にん法ぽう失敗してハダカになっちゃうとか人に自じ慢まんできるような過去とかあんまりありませんよね!?　なのにどうしてそれが通ると思ってんの!?　……まあ、みんながいいなら、元より俺はあそこに行くつもりだからいいんだけどっ!?」

　首くび輪わの荷物持ち少年が先せん頭とうで、ぐるっと滝たき上じようから迂う回かいするように下流の『小川ポイント』に移動する一行。

「ふ、ふぅん……、上うえから見たよりは、だいぶましみたいだけど……」

　道慣れた真次郎のおかげで寮生達はこの山道も難なんなくクリア。茉愛まちかの言ったシチュエーションと、さっきよりはだいぶイメージに近い『綺き麗れいな小川』に辿たどり着く。

「確たしかに、景色は素す敵てきですね……」

《寮りよう長ちよう》の牡ぼ丹たんは黒くろ髪かみを搔かき上あげながら周囲を見回すが、まだ目の前の光景、自然の香りを味見──というより毒味をするような表情を崩くずさない。

「でも、なんだか故郷の修行場を思い出しちゃいます……」

　同じく、やはりこれが彼女の正装なのか。かっちりタイプのメイド服姿の《忍しのび》の凜りんも不安げに周囲の景色を見やる。

　小川の流れは透すき通りすぎていて、滑なめらかな水面は木こ陰かげを映して黒々としているし、岸辺は角の取れた丸い石が敷しき詰つめられたような場所以外にも、巨きよ大だいなテーブルが重なりあったような平たい岩場も点在している。

　寮生達たちは、もはや『小川』というよりは、『小さな渓けい谷こく』と言った方が相応ふさわしい環かん境きようを前に、『想像とは違ちがうけど、これはこれでみやびな風景と言っていいかもしれない……』とか、一いつ瞬しゆん思うものの、

「なんだか、河童カツパとか天てん狗ぐでも出てきそうじゃないですか……？」

　という凜のつぶやきに、再び場はしおしおと沈しずんでしまう。

「んだぁ？　つっても《清せい流りゆう学がく園えん》の敷しき地ちはこんなとこばっかだぞ？　おまえら、もっと外へ出て遊べよっ！」

「む、むちゃを言わないでよっ！　あんたみたいな野生児の猿さるみたいなのがおかしいんだから！」

「……んっ？　ウキキーッ！」

「ひひゃぁあっ!?　……な、なによばか猿！　ほんとしんじられない！　ねえ牡丹！　もうかえろう!?　こんなばか猿ほうっておいて！」

「あーあー、もう勝手にしろ」

　しかし、どさりと荷物を岸から離はなれた場所に置いた真しん次じ郎ろうはどこ吹ふく風。

「もしも帰るんなら、オーベロンとパックが道案内してくれるだろうからよぉ」

　首くび輪わの少年としては、これ幸い。こうなれば自分はさっさと──

「んじゃ、さっそく……」

　すぽん、すぽーんと真次郎はジャージの上下を身体からだから振ふり払はらうように脱ぬぎ落とす。

「……真次郎？」

　すぐさまそれに反応できたのは白はく亜あだけ。




「「「ひ、ひゃあんっ」」」




　茉愛まちか、凜、牡丹はとっさに乙女おとめチックな悲鳴をあげると、ぱっと自分の視界を覆おおう。しかしばっちり見てしまっていた。少年の尻しりを。真しん次じ郎ろうの一糸まとわぬ──

「……は？」

「きゅ、きゅうになんのつもりよしんじろう！」

「うううぅ……っ！　やっぱり真次郎さんは変態さんですぅっ！」

「真次郎殿どの、このような屋外で、突とつ然ぜんそのような……。……よろしいでしょう」

「まてまて牡ぼ丹たんっ！　なんでおまえも張り合うように制服脱ぬごうとしてるんだ!?　おまえだけおかしいだろッ！　こ、これは違ちがうんだって!!」

　遅おくればせながら、もはや首くび輪わしか身に着けていないように見える少年も、自分が誤解されていることに気付き、牡丹を止めにかかるが、

「真次郎、それ、なに？」

　瘦やせてはいるが筋きん肉にく質しつな真次郎のシルエットに、唯ゆい一いつまったく動じる様子を見せていない《おっぱい風紀委員》三みつ峰みね白はく亜あは、彼の尻を指さし、

「さすがの白亜も、ふんどしは知らねーか？」

「な、なんなのよそれっ！　布でしばってあるだけで、……お、おしりがまるだしじゃない！　あなたほんとうにへんたいになっちゃったの!?　っていうか、みんなみちゃだめっ！　このおしりはあたしのおしりなんだからーっ！」

「いやまて茉愛まちか！　この尻は誰だれのモノでもねぇっていうか俺おれの尻だ！　っつうか、ほんと、おまえらなぁ……」

　真次郎は、怯おびえるようにみんなで固まっている茉愛達たちに向かって、困ったようにぴたーん！　と自分の尻っぺたを叩たたく。

「「「ひゃ──んっ！」」」

　その様子──実は指と指の隙すき間まから真次郎を観かん察さつしていた彼女達が、さっと自分から目を背ける姿が新しん鮮せん過ぎて、

「ほほーう……？」

　にやりと笑みを浮うかべた少年は、突とつ如じよ「ふんはッ！」とマッスルポーズ。

　すると、

「「「いやぁぁああんっ！」」」

　途と端たんに寮りよう生せい達は、真次郎が追いかけてすらいないのに水辺を逃にげ惑まどい始める。

　そこへ、

「みんな落ち着いて。《下げ界かい》の男子はこれが普ふ通つう。ちっともおかしいことじゃないから、そんなに慌あわてなくても平気」

　混乱する女子寮生達へと《風紀委員》、三峰白亜が新たなる教えを説けば、

「そ、そうなの……っ？」

　ぴくんっ！　と、亜あ麻ま色いろツインテの茉愛は白亜に振ふり向いて立ち止まり、

「い、いやっ!?　これが普ふ通つうって……白はく亜あおまえさっき、ふんどしの正体知らなかったよなッ!?　つうか俺おれはただ、水着とかそういうのを持ってないだけで……ッ！」

　慌あわてたのは真しん次じ郎ろう。これ以上、外の世界の男子を誤解されたら、彼女達たち《鳥とり籠かごの中の少女》が社会に出た時、

「責任なんかとれねーぞッ!?　お、おい違ちがうんだおまえらっ！　う、ぅうッ!?　なんだ？　俺、みんなの視し線せんが急に恥はずかしくなってきたッ!?」

　それが油断だった。思わず真次郎が両手で自分の胸やふんどしを隠かくそうとした、その瞬しゆん間かん、

「し、知ってるわよっ！　な、なによこれくらいっ！」

　いつのまにか背後に駆かけ寄っていた《亜麻色の子狐フオツクス・フラツクス》茉愛まちかは、小さな手の平で真次郎のお尻しりをぴったーん！　と思いっきりひっぱたき、

「いッ痛ってぇえッ!?　や、やめろ尻を叩たたくな茉愛ぁ……ッ！　……へ？　は？　な、なんだおまえら……ッ！　こっち来んなぁああッ」

　ぴっしゃーん！　びたーん！　べしーん！　ばちぃぃん！

「やめろおまえらぁぁッー！　俺の尻は打だ楽がつ器きじゃない！　なにすんだよぉおお！」

　立場逆転!!　《アクア寮りよう》に住まう小こ悪あく魔ま達に尻を追い回され逃にげ惑まどう真次郎！

「くっそ！　オーベロンもパックもあいつらを止めろッ！　一いつ緒しよになって嚙かんだり突つっついたりしてくんじゃねぇええッ！」

　ぷりっとしたお尻を散々にビンタされ、本当の猿さるのようにおけつを真っ赤にした首くび輪わのふんどし少年は、

「くっそぉぉッ！」

　腫はれた患かん部ぶを冷ひやすように小川にじゃぶじゃぶと踏ふみ込こみ、

「おりゃぁあーっ!!」

　ざばーんと全身を川の流れに浸ひたしてしまう。

「ふぅあぁ……っ、……ん？」

　そこでふと、真次郎は冷つめたい水の流れの中、くるりと岸辺を振ふり向き、川底に足をついて立ち上あがる。

「なんだおまえら、こっちには来ねーのか？　例の小石も、こっちの流れのなかにあるんだぞ？」

　寮生達四人はそれこそ、川に流れて行ってしまったおもちゃを河岸に並んでただ眺ながめている子供のように、こちらをじっと見つめているのだ。

「あ、危なくないんですか……？　真次郎さん」

「川底、ぬるぬるしてない？」

「やだっ！　この水すごく冷たいじゃないっ！」

「なに言ってんだ。すげえ気持ちいいぞ？　つうか……ん？　そういやおまえら、寮に帰るんじゃなかったかぁ？」

「う、うるさいわねっ！」

　裸足はだしの爪つま先さきで水面をぱしゃぱしゃやっていた亜あ麻ま色いろツインテの茉愛まちかがぷいっと顔かおを背けると、

「真しん次じ郎ろう、ちょっと来て」

「は？　な、なんだよ……」

　真次郎はいぶかしく思うものの、岸辺で手招きしている白はく亜あの元まで、ふらふらじゃぶじゃぶ、なんとなく近づいてみる。

　すると、今日も薄うすいブラウスの首もとだけリボンで結び、ボタンなど一つたりとも留める気もなさそうな《おっぱい委員》は、

「こっちに背中向けて」

「ま、また俺おれの尻しりを叩たたく気か!?　もういい加減にしろよッ!?」

「違ちがうから、いいから背中を見せて。でないと今度は撫なでる。真次郎のかわいいおしりを」

「ッ!?　……ったく、おまえってヤツは……」

　しぶしぶ白亜へと背中を向けるふんどし少年。

「じっとしててね？」

「ん？」

　ふいに両りよう肩かたを、彼女の手が摑つかんだかと思った次の瞬しゆん間かん、

「……は、はぅぐぁあッ!?」

　とっさに持ちこたえた真次郎は立派！　初めはいきなり白亜に背後から抱だきつかれたのかと思ったが甘あまかった。《風紀委員》の少女は、当然のように真次郎に支えてもらう気満々で背中に飛びつき、両手を首くび輪わ少年の首に回してきたのだ。

「な、な……っ!?　白亜っ!?」

　急きゆう激げきなバランスの変化にふらふらする真次郎。

「んっしょ……」

　そこへ白亜はさらなる安定を求め、そのおおきなおっぱいを背中へ押し付けるようにしがみついて来るから、

「おぉおおっ!?」

　真次郎はとっさに彼女が腰こしに回してこようとする太ももを抱かかえるようにホールド！　すると、

「進め、真次郎」

「進めじゃねえよ!!　自分で入って行けよ水の中にはよぉッ！　『いやいや』じゃねえ！　心しん臓ぞう麻ま痺ひになってもしらねえぞっ!?　って、だからって俺に心臓を押し付けたまま身じろぎすんなぁあッ!!　おまえの心臓の手前はほんとすごいことになってんだぞ……ッ!?」

「ちょっと白亜!?　あんたばかおっぱいっ！　しんじろうに、なに勝手してるのよっ！」

「やめろ茉愛ぁぁ！　そこはひっぱっちゃだめぇぇっ!!」

「しんじろうはあたしの彼氏なのよっ!?　ね、しんじろう！　……このまま進んで」

「だからって正面から登ってくんな！　なにおまえらセミなの!?　なんで前と後うしろに俺おれはお嬢じようさんをくっつけてなきゃいけねーの!?」

「いいから真しん次じ郎ろう、お水の中に入って」

「そうっとよ？　そうっとだから！　きゅうにつけたらゆるさないからっ！」

「くそっ！　心しん臓ぞう麻ま痺ひっても知らねーぞッ！　んぐおぉッ！　二人で一いつ緒しよに力を込こめてくんなくるしぃ！　つうかダブルで色々押し付けてくんなぁあ！」

　訴うつたえながらも一歩一歩、ぱしゃ……ぱしゃ……と小こ股またで小川のせせらぎに踏ふみ込もうとしていたその時、

「……ん？」

　おんぶしている《おっぱい委員》、だっこ状態の《亜麻色の子狐フオツクス・フラツクス》だけでいっぱいいっぱいだった真次郎のふんどしボディに、さらにレーダー反応あり。

「はぁあッ!?」

　右の肩かたに寄り添そうようにくっついて、一緒になっておっかなびっくり小川を見つめていたのは、

「な、なにやってんだ凜りんッ!!　おまえは一人で行けるだろ！　……は？　ウソだ！　こんな《忍しのび》の修行あるわけないだろッ!!　やめろしがみつくな！　だっこは無理だってッ！」

　そして左肩にはもちろん、

「牡ぼ丹たんもぉぉおッ!?　やめろ変なとこひっぱんな！　例によっておまえなにやってんだ！　どさくさに紛まぎれてふんどしの前布をそうやったらダメだぁ!!」

　気付けば、真次郎は四人の寮りよう生せいに群がられているのだ。

「う、動くな凜ッ！　あぶないからッ！　ちょ、ちょっと！　バランスがッ！　こら茉愛まちか！　俺の上うえで白はく亜あと喧けん嘩かすんなぁッ！」

　それでもよろよろと、寮生達たちに悲鳴を上あげさせながらも、ついに腰こしの辺りまで小川に侵しん攻こうを果たした真次郎。

　すると、次第に冷つめたい水に浸つかり始める小こ悪あく魔ま達と真次郎のテンションは、さらにヒートアップし、

「あ、うお、うおおあああッ!?」「きゃっ！」「ひゃぁあっ」「つ、冷たいですっ!?」「ちょ、ちょっとしんじろうッ！」「あ……っ」

　ついに、水流と不安定な足あし下もとに体勢を崩くずし、




「「「「ひ　ぃ　や　あ　あ　んっ！！！」」」」

　ざッぶぅぅん！　ごぼぽぽぽ……




　真しん次じ郎ろうを中心にしたグラグラタワーは崩ほう壊かい。首くび輪わのふんどし少年にしがみついていた少女達たちはもちろん、彼と共に小川へ水すい没ぼつっ!!

「ぷはぁッ！　お、おい、おまえら平気かッ!?」

　真次郎は水の中からとっさに立ち上あがって、うつぶせのまま下流に流されていく寮りよう生せい達にじゃばじゃば近寄るが、

「……え？」

　四人ともぴくりともせず、顔かおも上げないのだ。騒そう々ぞうしかった小川に突とつ如じよ、しぃん……とした静せい寂じやくが通り抜ぬけていく。

「えぇッ!?　ちょ、ちょっと、おいッ！　まさか本当に、心しん臓ぞう麻ま痺ひで……ッ!?　お、俺おれのせい!?　これ、俺のせいなのかッ!?」

　慌あわてた真次郎が、とっさに亜あ麻ま色いろの髪かみを水面に広げてしまっている茉愛まちかの肩かたを摑つかんで水面に引き起こそうとした瞬しゆん間かん、




「「「「ぷはぁあああ！」」」」




「は、はぁぁッ!?」

　まるで大地に春が訪れ一いつ斉せいに種が芽め吹ぶいたように、全員が勢いよく水面に顔を上げ、

「なんなのこれっ！」「水の中、すごいきらきらしてます！　まるで映画みたいです！」「い、今の、ご覧らんになりましたか？」「魚がいた」「ですよねっ!?　あれ、お魚ですよねっ！」「うそっ！　そんなのどこにいたの!?」「カニもいた」「ずるい！　どこ!?　どこにいたのーっ!?」

　そのテンションに真次郎は「あ……」「う……っ？」と声が掛かけられない。

　しかも、きゃいきゃいと瞳ひとみを輝かがやかせ、服や髪かみをびしょ濡ぬれにさせたまま水の流れにはしゃいでいた四人は、呆ぼう然ぜんとしている首くび輪わの少年の目の前で、

「ど、どうしますか……？（もじもじの凜りん）」

「まあ、べつにいいんじゃない？（肩をすくめる茉愛）」

「うん、かまわないと思う（ぽーっとしたままの白はく亜あ）」

「ここまで来てしまったのですから（艶えん然ぜんたる牡ぼ丹たん）」

　などと囁ささやきあってからコクコクと頷うなずきあい、着ていた服の裾すそに手をかけたかと思うと、

「ッ!?　お、おい、おまえら……っ!?」

　それに気が付いた真次郎が止める暇ひまなど、あればこそ、

「「「「え──いっ！」」」」

　寮生達は、一斉に着ていた服を脱ぬぎ始める！

「なァッ!?　お、おまえらなにを考えて……ッ!!　……って、」

　だが真次郎は横よこ目めでそれを見てしまう。彼女達は、きちんと服の下したに、

「スク水……ッ!?」

　水着を、紺こん色いろに白いラインの入ったおそろいのスクール水着を着ていたのだ。

「お、おまえら……さっきまでやれ『薄うす気き味み悪い』だの『こんなの小川じゃない』だの『瘦やせ形がたマッチョ素す敵てき！』とか言っておいて……！」

「最後のはだれも言ってはいませんが？」

「うおっ！　牡ぼ丹たん!?」

　真しん次じ郎ろうはこちらに近づいてくる黒くろ髪かみの《寮りよう長ちよう》影かげ森もり牡丹のスク水姿に思わずたじろぐ。

　なにしろ、その胸もとや腰こしの張り詰つめ具合は、強引ともいえる力で真次郎の視し線せんを無理矢理吸い寄せてしまう規格外にわがままなボディラインを形作っており、

「どうしたのですか？　真次郎殿どの」

「い、いやっ！　なんでもねぇ……ッ」

　とっさに視線を逸そらす彼の微かすかな記き憶おくによれば、スクール水着というのは今の牡丹のように艶えん然ぜんとしたオーラを放つ逸いつ品ぴんではなく、むしろ封ふうじ込こめるはずのものなのだが、制服にしろスク水にしろ、なぜこの《寮長》は制服的なものが持つ本来の役目を裏目に出してしまうのか……。

「さては真次郎殿……、この状じよう況きようを眼福だと思っていらっしゃるのでは？」

「は、は……っ？　なっ、なに言ってんだ牡丹ッ！　俺おれは別に、おまえのそういうのは──」

「わかっているのですよ？　真次郎殿の視線が、さきほどからずっと白はく亜あさんの胸に向けられていることは」

「うっ!?」

　実際そうであった。牡丹から視線を逸らしたものの、確たしかに自分の視線は、小川で寮のみんなと水かけっこしている白亜に流れていて──

「スクール水着なのに、すばらしいですよね」

　認めざるを得なかった。牡丹のおっぱいもスク水内部で大変なことになっていたが、白亜のそれは、もはやスク水の内側に封印できていないのだ。まるで溢あふれるように、胸の谷が胸元から見えている。

　そんな岸辺の真次郎と牡丹の熱あつい視線に気が付いたのか、

「……？」

　白亜がこちらを向けば、たゆんたゆんと弾はずんでいた彼女の豊かな胸は、まるで白亜と一いつ緒しよにこちらに振ふり向くようにぽよんと揺ゆれ動く。

「どうしたの？　二人とも」

「い、いやっ！　なんでもない白亜っ！　つうか、そっちの先は急に水深が深くなったりするから、気を付けろよーっ！」

　手を振ふって返事をする白亜から、真次郎は引きはがすように視線を戻もどそうとするが、

「んぅ……っ!!」

　牡ぼ丹たんを見ようにも、ぎこちなく、

「くっ！」

　どこに向けてよいかわからなくなり、天を仰あおいでしまうのだ。

「んぐぅっ……！　お、俺おれの秘密の、聖域が……ッ！」

「ちなみに、実は真しん次じ郎ろう殿どのの水着も用意してあったのですが……」

「え？　マジで!?　なんかいつも悪ぃな……って、ん？　な……なんだよそれ！　おまえらが着てるのと同じスク水じゃんか！　やだよ俺！　それは着ないよ!?」

「せっかく、寮りよう生せいのひとりである《織り姫オーダーメイド》、曳ひき舟ふねぬいめさんが作ってくれたのですよ？」

「くれたのですよじゃねえよ！　つぅか、《織り姫オーダーメイド》……？」

「はい。彼女達たちも、一いつ緒しよに来られれば良かったのですが……」




　　　　♥




　──同時刻、《アクア寮》一階。

「やっぱり戻もどってこないのかしら、牡丹さん達……」

《西側談だん話わ室しつ》のソファに深く身を預けながら、曳舟ぬいめはあたかもすっかりぬるくなってしまったクリームティーをそっと搔かき混ぜるような、もの悲しく、憂うれいを帯びた瞳ひとみで窓の外を眺ながめていた。

「もしも真次郎くんがウソをついていたら、すぐに引き返すって言ってたけど」

《忍しのび》の凜りんが身に着けているメイド服と色いろ違ちがい──カフェオレ色でロングタイプのメイド服に身を包み、膝ひざの上うえの老ろう猫びようを撫なでていた《織り姫オーダーメイド》曳舟ぬいめは、そのまま室内をいったりきたりしている和装の少女に首を向ける。

「結ゆい、聞いてる？」

「ああもう……っ！」

　すると声をかけられた、見るからに大和やまと撫なでし子こ然とした女子生徒はくるりとぬいめに振ふり返り、

「だから僕ぼくは言ったじゃないか！　心配した通りになってしまったよ！　白はく亜あ達四人は、あのケダモノのような男に騙だまされているに決まっている……っ！」

「だったら結も一緒に行って、監かん視ししてればよかったんじゃない？」

「ふ、ふざけないでくれっ！　なんで僕が、そんな誰だれとも素性のわからない人間の案内で寮の外をうろつかなくちゃならないんだ!?」

　アップに結ゆい上あげられた薄うす墨ずみ色いろの髪かみに、紅色の蝶ちよう々ちようがついたかんざし型の髪飾かざり。キリリとした東洋的な眼まな差ざしを持つ竹たけノの塚つか結は、ソファに座るぬいめに閉じた扇せん子すを突つきつけるが、

「にゃはは、心配性なんだから、結ちゃんはっ」

　さっきまで《談だん話わ室しつ》の床ゆかに直じか座ずわりで、この寮りようの《第二種リラクゼーション案件》である『お洒落しやれな子こ豚ぶた四姉妹』と戯たわむれていたショートカットの少女が、そんな結ゆいをがばっと背後から抱だきしめる。

「こ、こらっ、やめろ美み叶かっ！」

「結ちゃんはいつも難むずかしく考え過ぎなんだよーっ？　あの四人にまんがいちがあるわけないじゃんっ！　牡ぼ丹たんちゃんも凜りんちゃんもいるのに。ねー！　ぬいめちゃんっ！」

「キミがそういうことを言うのか？　この《おふざけ莵バニー・トラツプ》が！　美叶もぬいめも、いつもポジティブ過ぎるんだ！　あ、相手は、あの、『男』……なんだぞッ!?　きちんと警けい戒かい、できればずっと隔かく離りしておくのが望ましいというのに……!!」

　寮内での他称レツテル《おふざけ莵バニー・トラツプ》世せ良ら田だ美叶に向かって、結が説教を始めようとすると、

「けれど結さん、コレに限っては自分も大だい丈じよう夫ぶだと思いますっていうかー、あの助手くん、そうとう意気地なしっていいますかー……、ぶっちゃけヘタレじゃないですかー？」

　言葉を選えらべば選ぶほど、真しん次じ郎ろうの評価を下さげてしまっているのは、銀ぎん縁ぶちメガネに白衣っぽいパーカーを羽は織おった《保健委員》、またの他称レツテルを《爆発は芸術だアルケミスト》、神じん保ぼ原はら純じゆん銀ぎん。

「それに、自分見ちゃったっていいますか、知ってますよー？　そんなことを言いながら、結ちゃんも、『きっと、いっぱい食べるだろうから……』って、小川に行くみんなのためのお弁当っていいますかー、食材の用意を──」

「ち、違ちがうっ！　なにを言っているんだ純銀！　ぼ、僕ぼくはただ、五人もいるから食料がいっぱい必要だろうと思っただけで、あ、あの羽生はにゆうとかいう男のために用意したわけじゃないっ！」

「だれも真次郎くんのためだなんて、言ってないけど……？」

「ッ!?」

　ぬいめのひと言に結の顔かおが上気する。

　寮内にある《お料理クツキング部》に所属し、《暁の晩餐デイナー・ブレイク》という他称レツテルを持つ和装の少女、竹たけノの塚つか結の料理の腕うでを知らぬモノはこの《アクア寮》に、もはやいない。がしかし、周囲の寮生のニヤニヤ笑いに包囲されてしまった紅かんざしの少女は、

「と、とにかく油断しすぎだぬいめっ！　僕の予想が正しければ、あの羽生真次郎とかいう男子は、そろそろ本性を現すはずなんだっ！」

「ほらほら！　とか言っちゃって！　結ちゃんが一番興きよう味みしんしんなんだよねー」

「ば、バカを言うなっ！　なんで、この僕が……っ！」

「にゃはは、そうなの？　でも美叶はすっごく真しんちゃんには興味あるんだけどなぁ。にひひひ……。ね、ぬいめちゃん」

「うん……。美叶ちゃんに言われて、わたしも真次郎くん見てたら、インスピレーション湧わいちゃって……」

「そういえばぬいめ。キミは牡丹に頼たのまれて水着を作ったそうじゃないか！　……ま、まさか、なにかやったのか!?　だ、大だい丈じよう夫ぶなんだろうなっ！」

「さすが《織り姫オーダーメイド》のぬいめちゃんですね。どんな仕し掛かけをしたんですかっていうかー、自分、興きよう味みあります」

　曳ひき舟ふねぬいめは、もの悲しい瞳ひとみに少しだけ好こう奇き心しんによる明るい色を浮うかべて、

「実はね、スクール水着の、ここの所から伸のびている紐ひもを、勢いよく引っ張ると……──」




　　　　♥




　しゅぱんっ！




「へっ？」

　真しん次じ郎ろうは、今し方ぐいっと引っ張った紐を摑つかんだまま呆ぼう然ぜんとしていた。

　なにしろその瞬しゆん間かん、小川の上うえで大きな丸い草ぞう履りのようなものを履はいて水面を歩く忍にん法ぽう『みずぐも』を満まん喫きつしていた《忍しのび》、上かみ熊くま谷がや凜りんのスク水が、音を立てて弾はじけ飛んだのだ。

[image: ]

「……き、きゃあああッ!!　なんなんですかこれぇえっ！」

　そのまま自分自身を抱だきしめるように水面でしゃがみ込こむ凜。しかしふっくら忍びメイドは完全な素すっ裸ぱだかになったわけではなく、スク水はすごく際どい部分を残し、スクールでは絶対に認められないような危ない水着へと変へん貌ぼうし、少女を覆おおっているようで、

「まちがって上かみ熊くま谷がやさんの紐ひもを渡わたしてしまいました。白はく亜あさんの紐はこちらのようです」

「ど、どういうコトッ!?　牡ぼ丹たんは俺おれになにをさせたんだッ!?　というか、全員の水着にあの仕し掛かけが施ほどこしてあるのッ!?　やめろ牡丹ッ！　なんで自分のを自分で引っ張ろうとしてんだッ!!　おまえの場合、きっと破片も残らず弾はじけ飛ぶぞ！」

「真しん次じ郎ろう殿どの、ぬいめさんの願ねがいなのです。男の子の視点からもたらされる様々なインスピレーションを、これからも学んでいきたいと。ですからまずは、今からでも真次郎殿はこのスク水を……（くいっくいっ）」

「俺が着た瞬しゆん間かんに紐を引っ張る気まんまんじゃねえかぁああッ！　だめだからッ！　俺はそういう趣しゆ味みは一切ないからぁあッ！」

　たまらずに首くび輪わのふんどし少年は、よくわからないままひょいと引っ張ってしまった紐を牡丹に押し返すように放り投げると、蜘蛛くもの巣から逃のがれるバッタのように身を翻ひるがえし、文字通り跳はねるように大きな岩いわ陰かげまで逃にげ走った。

「ふ、ふぅ……っ。ったく、この寮りようで暮らしてるヤツらは、なんでちょっとおかしいヤツばっかりなんだぁ……？　ったく、信じられねぇぜ……」

　いつのまにか真次郎の足あし下もとにオーベロン。そして頭ず上じようの岩にパタパタと止まったパックが、なにか言いたげな視し線せんを友人である人間に向けている。

「なにが言いたいんだ？　おまえらっ！」

　と《愉ゆ快かいな森の仲間達たち》が仲間割れをおっぱじめようとした、その時、

「ねえ真次郎、ちょっといい？」

「ふぉおッ!?　な、なんだ白亜。おまえかよ……」

《第二種リラクゼーション案件》の三匹が揃そろい踏ぶみしていた岩陰にひょいっと現れたのは、

「って、待て！　なんで白亜！　おまえのスク水も穴だらけなんだ？　俺、紐とかもう引っ張ってねえぞ!?」

「これは胸元から出てる紐を自分でひっぱったら、こうなった。もしかして、真次郎も？」

「俺のコレはふんどしだっつってんだろ！　元からだ！　本当に災さい難なんだな！」

　しかし、テクニカルな破れ目から白い肌はだをのぞかせるスク水に身を包んだ女生徒は、そんな状じよう況きようを気にする風も無く、

「ねえ真次郎。ここに来てから私、ずっと気になっていたものがあるの。真次郎ならわかる？」

「な、なんだよ……」

「あれって、なに？」

　真次郎は、白亜の指し示す小川の上流を確かく認にん。

「ああ、あれか？　あれなら『天てん狗ぐ岩いわ』っつう、なんつうか、自然の驚きよう異いってやつだ」

　そこにあったのは、ひと言で言えば奇き岩がん。

　小さな滝たきの横よこに、まるで岩でできた巨きよ大だいな天てん狗ぐの顔がん面めん、長い鼻っ柱のごとき石柱が真横に突き出ている天然の勝景だった。

「『天狗岩』……？」

　特にその、飛び込こみ台のごとく、物理的な法則を無視した石柱の真横への伸のび具合に、白はく亜あもなにか感じるものがあるらしく、なおも首を傾かしげていて。

「真しん次じ郎ろう……？」

　白亜はしゃがみ込んでしまった首くび輪わの少年、すりよってきたオーベロンの首元をわしゃわしゃ撫なでている真次郎に視し線せんを移す。すると、「忘れてねぇよ。本当に今から行くところだったんだって」と、シベリアンハスキーと小声で言い合いしていた首輪の少年は、

「そうだ、暇ひまなら白亜も一いつ緒しよに来るか？　あの『天狗岩』の鼻の上うえ」




　　　　♥




「よーし、これでＯＫだ」

　オーベロンが背負っていたリュックから取り出した諸もろ々もろの品を、『天狗岩』のまさしく鼻の先せん端たんに並べ、ぱんぱんっ！　と柏かしわ手でを打つ首輪ふんどしの少年。

「真次郎、それは？」

　白亜がその奇き妙みようなふるまいに首を傾げ、しゃがみ込み、指さし確かく認にんの要領で一つずつ、

「お酒と、お米と、お砂さ糖とう」

「塩だ塩！　お砂糖じゃねえよ白亜っ！　ほら舐なめてみろ！　しょっぺえだろ？」

　言われた通り白いつぶつぶを口にして、真次郎に助けを求める表情になる白亜。

「……いや、これにどんな意味がとか言われても、実は俺おれもよくわかんねーんだけどよ。……でも、ここで石を拾って持って帰る時はこうしとけって、師し匠しようにいつも言われてて……」

「ししょう……？」

「ああ、俺やオーベロンをここまで引き上あげてくれた……って、ちょい待った！　い、いや、ちがうッ！　なんでもねえ！　すまん今の無しッ！　忘れてくれ白亜ッ！　そ、それより、さっきの……塩な！　これ、やっぱ白亜の言う通り、砂糖でもいいんじゃねーかなーっ！　次回から！　砂糖の方が塩より甘いし！　は、ははははは……っ」

　と首輪の少年がアワアワの極きよく致ちでシドロになっていると、

「ちょっと、こんなところにいたの？　しんじろうっ！」

「ひィッ[image: !!?]　な、なんだ、茉愛まちかかよッ！　お、驚おどろかせやがって……」

　小川から『天狗岩』の上の真次郎を見つけたのだろう。てくてくと首輪の少年の所にやってきた亜あ麻ま色いろツインテの少女は、

「しんじろうこそ、なににびびってんのよ、まったく。そういう変なあそびなんかしてないで、いいからこれ！　この浮うき輪わをはやくふくらませて！」

「はぁ？　浮き輪だぁーあ……？　ガキくせぇーなぁ」

「な、なんですってぇえっ!?」

　かぁあっと赤くなる茉愛まちかの頭あたまを、真しん次じ郎ろうはなだめるようにぐりぐりし、

「ふっふっふ……なあ茉愛。今からおまえに、大人の遊びってやつを、教えてやるよ……」

「な、なによ、おとなのあそびって──」

　頭あたまの上うえに乗せられた手を気き丈じように振ふり払はらった茉愛が、ゆっくり歩き出す真次郎に食って掛かかろうとしたその刹せつ那な、

「ていゃっ！」

　かけ声と共に、茉愛の目の前から首くび輪わの少年が消えた。

「ちょっ！　しんじろうっ!?」

　茉愛も白はく亜あも、小川で遊んでいた凜りんも牡ぼ丹たんも、それを見た。

　水のせせらぎの音が消え去り、無音が時まで止めたかのような光景。そこにあったのは、『天てん狗ぐ岩いわ』の上から川かわ面もに向かってスカイダイブするふんどし姿の真次郎……！




　ざっぶぅぅんん!!




　まっ白い水柱と飛ひ沫まつをあげて着水した真次郎は、ばしゃっと顔かおを上あげると、

「ふはははは！　びびったか！　あー、きもちいー。ふふふ……、こんなの、おまえらにはできないだろーっ！　うははははっ！」

「そ、そんなわけないじゃないっ！　あたしだってできるわよそれくらいっ！　いい？　見てなさいよ？」

「お、おいっ！　無理すんなっ!?」

「あ、う、うん……やっぱり、むりしなくて、いい……？　しんじろう……」

　一いつ瞬しゆんで怖おじ気けづいていた。真次郎が軽々と飛び降りるから簡かん単たんかと思った茉愛だが、この高さから小川の水流の中に飛び込こむなんて、

「あっ、ぁあっ！　こ、こわいっ！　こわいからっ！　ちょっと白亜！　後うしろからおっぱいで押さないで！　ここすごく高いのよっ!?」

「押してない」

「あんたいるだけでじゃまなのよばかおっぱいっ！　飛び降りたいなら、あんたが先にいきなさいよっ！（ぐいぐい）」

「……っ！　……ッ!?　……!!」

「やめてやれ茉愛ッ！　白亜が今までに見せたコト無い怯おびえ方かたをしてるッ!!　だから二人とも無理すんなっ！　そして──」

　下したから『天てん狗ぐ岩いわ』の白はく亜あと茉愛まちかを見み上あげ、ここぞとばかりに、

「──これからは二人とも、もう少し俺おれを崇あがめることだなっ！　ふははははは!!」

「（むかっ……！）こ……こうなったら白亜、いっしょに飛びこむわよ！　あいつをぎゃふんといわせるんだからっ！」

「（こくこく）」

「……へ？」

　天狗岩から飛び降りようとしていた二人の寮りよう生せいから、怯おびえのようなものが消えたのを、真しん次じ郎ろうが感じ取ってしまった、次の瞬しゆん間かん。

「「えーいっ！」」

「ば、ばかーっ！　だからって、なんで俺に向かって……ッ!?」

　同時に飛んだ二人の軌き道どうの先にいたのは、首くび輪わのふんどし少年であり、




　ずどむ！




　つづいて三本の水柱が立ち、ぱっしゃぁあんという、さわやかな音が流域に響ひびいた。

　そして、

「二人の蹴けり──というかお尻しりが、真次郎さんの顔がん面めんにクリティカルヒットしました……」

《忍しのび》上かみ熊くま谷がや凜りんは、うつぶせでゆっくりと下流に流れていく少年を確かく認にんした。

「だ、だれかっ！　だれか来てくださいっ！」

　そんなふんどし少年を岸に引っ張り上げた《忍び》、乱れスク水姿の上熊谷凜は声を荒あららげる。

「真次郎さんの呼吸が、止まってます！」

「！」「!?」「ッ!!」「……？」

　その時、寮生とペット達たちに衝しよう撃げき奔はしる。

「それは、ありていに言えば『人工呼吸』が必要……ということですね……？」

　真次郎の周囲に集まったペット二に匹ひきと寮生達は、《寮長》影かげ森もり牡ぼ丹たんのひと言に、ごくりと息を吞のむ。

「い、いやよなに考えてるのよ牡丹っ！　それって、あ……あれってこと、でしょっ!?　い、いくらしんじろうが彼氏だからって、あたし、そんな、急に……っ！　だ、だめよそんなぁっ！」

「ですが、一刻を争います。しかたがありません、ここは《寮長》のわたくしが」

「い、いえっ！　わたし、《忍び》なので心得がありますっ！　みなさんがもし、あれでしたら、わ、わたしが──」

「じゃあ、ちびっこの茉愛以外で、じゃんけんを──」

「だ、だれがちびっこよ！　このばかおっぱいっ！　ま、待ちなさいよあなたたちっ！　あ、あたしだって、人工呼吸くらい、できるんだからっ！　そんなの、淑しゆく女じよのたしなみなんだからぁっ！　……って、ま、まってぇぇっ！　なんで突とつ然ぜんみんなで『どうぞどうぞ』ってあたしに権けん利りをゆずってくるのっ!?　……え？　早くしないと手おくれになる？　わ、わかってるわよそんなことっ！　で、でもこれ、あたしの、初めての、キ、キス……なのよ!?　でも、でもでもだけどっ、こ、このままだとしんじろうが……。……し、しかたないっ！　じゃ、じゃあ、やるわよしかたなくっ！　しかたなくだからねしんじろう！」

「お、おう！　なんだかよくわからんが、そこまで言うならたのむ！」

「わ、わかったからじっとしてなさいっ！　じ、じゃあ、いくわよ……？　ぅぅ、ぅぅう……（ぷるぷるぷる……っ）ッて、なんであんた目を覚ましてんのよぉぉぉぉおおおッ！」

「ぎぃやぁあああああッ！」

　勢いよく茉愛まちかのおでこで鼻っ柱を頭ず突つきされた首くび輪わの少年は、そのまま数バウンドして小川の水際に再度倒たおれ伏ふし、

「なんで……ただ単に……小川に小石を拾いに来ただけの俺おれが、こんな目ばかりに……」

「そ、そんなこと言って、『綺き麗れいな小石』も『願望デザイアストーン』も、ど……どこにもないじゃないっ！」

　天てん狗ぐ岩いわから飛び降りたり、人工呼吸の覚かく悟ごを決めたり、真しん次じ郎ろうを頭突きではじき飛ばしたりと目まぐるしい活かつ躍やくを見せた《亜麻色の子狐フオツクス・フラツクス》大おお野の原はら茉愛が、へろへろと水辺に尻しり餅もちをついたまま訴うつたえれば、

「は？　お前の手の下したにあるだろ！」

「手のした……？」

　ぱしゃっと片手を上あげて水面を見つめる茉愛。周囲に集まってきていた寮りよう生せい達たちも首を傾かしげて真次郎を見つめている。

「いいか……？」

　首輪のふんどし少年はしかたなく体勢を変え、茉愛の見つめる水面の中に手を突っ込こみ、じゃらじゃらと丸い小石をすくい取ってから、

「ほれっ」

　手て頃ごろな、半はん透とう明めいな乳白色に赤いライン状の細い石層が走った小石を選えらんで茉愛に放ってやる。

「……あ、あああっ！　なにこれ、すごい綺麗……っ！」

　自分達の足あし下もとにそのような宝石水すい晶しようめいた小石が積つもっていたなんて想像もしていなかった少女達は、

「あ、ありましたっ！　こっちにも、きらきらの、素す敵てきな小石ですっ！」

　と思い思いにハシャギ始める。

「いやあ……、そんなに喜んでもらえて……。つか、みんな同じ趣しゆ味みを持ってくれて、俺も嬉うれしいというか……」

　真しん次じ郎ろうはそんな途と端たんに可か愛わいらしい寮りよう生せい達たちを見て、まんざらでもないという表情。

「ふっふっふ、しかたねーなー。だが初心者のおまえらには、この小川から『願望デザイアストーン』はそう簡かん単たんに拾えまい……？　そこでだ！　今日は特別に、俺おれがいい感じの小石が拾える秘ひ訣けつを──」

「見つけましたっ！　この四つ葉のクローバーを閉じ込こめたような水すい晶しよう！　これこそまさに、あの『願望デザイアストーン』に間ま違ちがいありませんっ！　い……いつか！　いつか《上じよう忍にん》になれますように！　なれますように……っ！」

「あたしも！　あたしもみつけたっ！　やったっ！　ねえ見て見て牡ぼ丹たんっ！」

「綺き麗れいですね茉愛まちかさん。わたくしも、この通り見つけることができました」

「すごいね真次郎。ここ、沢たく山さん綺麗な石がある」

「え……？　あ、あれっ？　なんで、おまえら、そんなに……。俺が、日が暮れるまで、探し回った綺麗な石を、いとも簡単に……」

「……真次郎？」

「……はっ？　あ、あああ!!　うんっ！　なっ？　す、すげえだろっ!?　い、いやっ！　俺、嬉うれしいよ……っ!?　俺の趣しゆ味みを、みんな理解してくれたみたいで……!!　よ、よおし、俺も負けてらんねーッ！　久々に、俺だって本気を……ッ！」

　意を決して真次郎がざばっと立ち上あがった、その時。

「では、そろそろ、バーベキューの用意をしましょうか」

「「はぁいっ！」」

　ばしゃばしゃばしゃ……と、手に目的の『願望デザイアストーン』を掲かかげた寮生達は、

「……え？」

《寮長》の放った次のイベントを告げる言葉に次々と大移動を開始。

　その場には、勢いそのままな真次郎だけが取り残され、

「真次郎、元気出して。これあげるから」

　ただ一人。野生児を気き遣づかうように寄ってくる《おっぱい風紀委員》白はく亜あが差し出してくるものを、呆ぼう然ぜんとした真次郎が受け取れば、

「……あ、うん……白亜。俺、平気だから……。気を遣ってくれて、ありがとうな……。……って、ん……？　う、うお、おおおおッ!?　……な、なにこの小石っ！　すごい綺麗！　素す敵てきッ！　お、俺……こんなの見たこと無ねぇッ!!　ま、待て白亜！　これ、どこで拾ったの？　どこに落ちてたのこれッ！　なんでこんなの拾えたの??　ねえ白亜ぁぁ……っ！」










　　　　♡♥♡




「すげえなぁ……。いいなぁ、この石……」

　真しん次じ郎ろうはバーベキューで饗きようされたお皿の中身と、お弁当のおむすびをむしゃむしゃ食べながら、白はく亜あがくれた小石を空そらに透すかしてうっとり眺ながめている。

　──あれからすっかり小川遊びは休きゆう憩けいに入り、いつものメンバー達たちはお昼タイムを迎むかえていた。

　彼女達はきちんとそこまで考え、いろいろ用意をしてここまで来ており、それゆえの大荷物だったのだが、

「くそぉ、俺おれの方が絶対に小石歴、あいつらより長いのに……」

　真次郎の心は、今やそんなところにはない。なにしろ白亜がくれたこの小石、透き通った薄うす桃もも色いろの中に白い花びらが星のように散っているこの小宇宙的素す敵てき小石は、自分の持っているコレクションの上位。もしかしたら最高位に君くん臨りんするかもしれなく、

「くっ……、どうやら俺はまだまだ修行が足りなかったようだ……」

　みんなとここに来て良かったかもしれない。真次郎は身の程を知った。この世には常に上うえがいる。……だがしかし、

「白亜め……こうなったら俺ももっといい石を拾って、あいつをぎゃふんと言わせてやる！」

　真次郎の中で熱ねつ中ちゆうの火が消える事は無い。そうして新たな目もく標ひようを胸に、真次郎が身体からだを起こして拳こぶしを握にぎりしめた時だった。

「はい、真次郎。おかわり」

「あっ、おおおッ！　サ、サンキュー白亜っ！」

　ちょっとだけ離はなれた真次郎のところまでやって来てくれた《おっぱい委員》がお皿を取り替かえてくれる。

　どうやら昼食のバーベキューは、まめまめしく立ち働くふっくら小こ太刀だちメイドの凜りんを中心に盛せい況きようのようだった。

　寮りよう生せい達は真次郎がしっかりと設置したバーベキューコンロやテーブルセットを囲んで楽しんでいる。

　なのに、なんだかそこに混ざるのをためらってしまう真次郎は、岩の上うえに座ったまま、箸はしでもぐもぐとあつあつのキノコやキャベツをおかずにして、三つ目のおむすびに手を伸のばす。

「ふぅ……、うん。うまい。やっぱ外で食うメシは格別だな。……つうか、マジで美味うめぇな。このおにぎりも、よくみりゃ凝こってるじゃねぇか」

　隣となりに体育座りで腰こし掛かけてくる白亜に、真次郎がほれほれと野沢菜で巻かれたおにぎりを見せると、

「寮りよう生せいに、そういうのが好きな子がいるの。結ゆいちゃんていう和服の子。真しん次じ郎ろう、知らない？」

「あー、すまん、よくわからんが……（上うわの空そらでバーベキューを食べ進めながら）つうか、これ、野菜ばっかりじゃね？」

「お肉はこれから」

　彼女が指さすのはバーベキューコンロの網あみの上うえ。

　そこには今まさに、遠目で見ても上等なのがわかる、ともすれば「生なまでも充じゆう分ぶんうまいだろ！」的なステーキ状の高級お肉が並べられたところで、

「うおおおおおッ！　お、おいッ！　すげぇなッ！　い、行くぞ白はく亜あッ！」

　よだれを垂らさんばかりの勢いで駆かけ出す真次郎。

「お肉！　お……お肉ぅ……っ！」

　白亜に渡わたされた皿を空からにした真次郎は、そのままコンロの前でトングを振ふるうお肉焼き係を買って出たらしい牡ぼ丹たんの前に差し出す。

「はいどうぞ、真次郎殿どの」

　すると、したたる肉にく汁じゆう、じゅうじゅうと油ゆ煙えんに炙あぶられた肉にく塊かいがさっと真次郎の皿に取り分けられる。

「う、うめぇえええっ……！」

　首くび輪わの少年はそれを、手づかみにも見えるような勢いで食いちぎる。途と端たんに口の中に広がるのはジューシーで熱あつい肉汁。柔やわらかく、それでいて弾だん力りよくに富む嚙かみごたえが喜びを加速させると同時に、えも言われぬ芳ほう醇じゆんなうま味が脳内にスパーク。鼻に抜ぬけていく炭火の香りと共にパーフェクトな味覚が少年の全身を貫つらぬいていく。

「お、おかわりあるかっ!?」

　夢中で食らいつき、あっというまに盛られた肉塊を平らげた首輪のふんどし少年は、ふたたび《寮長》にお皿を突つき出す。すると、

「もうしわけありません真次郎殿。このお肉は一人一枚ずつで、もう真次郎殿のぶんは無いのです」

「う、うそつけ！　網の上にまだあるじゃねえか！」

　真次郎は食い下さがる。じゅうじゅうと美味おいしそうにじっくり焼かれているステーキ肉をお箸はしで指し示しながら訴うつたえれば、

「はい、ですから残りは三枚だけでして」

「だ、だから三枚もあるんだろッ！　くれよそれ、一枚でいいからっ!!　まじでこの肉めちゃくちゃ美味うまいんだって！　……つうか思い出してくれ！　俺おれがどんだけ頑がん張ばっておまえらをここに連れて来たと思ってんだ!?　ご、ご褒ほう美びをおくれよーっ!!」

　早くも涙なみだ目めになってきた真次郎の肩かたに、その時、ぽんと手を置いて現れたのは、

「牡丹、真次郎に一枚わけてあげて？」

「は、白はく亜あっ!?　やっぱり、おまえ……っ」

「でないと、なにをしでかすかわからない」

「真しん次じ郎ろう殿どの……？」

「ちがうちがう！　俺おれはなにもしでかさねーよッ！　ただ、俺には、そのお肉を貰もらう権けん利りが……ッ！」

「あ、でしたらわたしも……、いただいていいですか……？」

「でたな!?　この、食いしん坊ぼうくのいち！」

　おずおずと、けれどイの一番にお皿を持ってやってきたのはふっくら小こ太刀だちメイドの上かみ熊くま谷がや凜りん。

「く、食いしん坊なんかじゃありませんっ！　もう……いやなこと言わないでください真次郎さんっ」

「ちょっとこれ、あたしの家から差し入れしてもらったお肉を、あたしがあの《お料理クツキング部》の結ゆいにたのんで彼女特製のハーブマリネに漬つけ込こんでもらったものなのよっ!?　少しはえんりょしなさいよみんなっ！」

「つまりおまえも食べたいんだな茉愛まちかッ！　よし！　肉は三枚、立候補も三人で成立だ！　これで文句はないだろ牡ぼ丹たん！　……どうした牡丹。……え？　まさか、おまえも？」

「わたくしも、お肉がどうしても食べたいと言ったら、なにか不都合が？」

「ないです！　ないですけどでもちょっと待て！　それだと足りなくなるじゃねえか！　……ま、まておまえら！　なんだその『あんたが我が慢まんすればいい』みたいな視し線せんは！　それは絶対おかしいからなっ！」

　真次郎がたじろぎつつも強気に出た瞬しゆん間かんだった。

「ただ……いまより……」

「ん？　どうした牡丹」

「……ただいまより、第一回、お肉争そう奪だつ、『牛乳はやのみ選せん手しゆ権けん』を開かい催さいいたしますっ！」

「ぬぅあっ!?　な、なに!?　どういうコトッ!?　牡丹、おまえどうかしたの？」

「みなさん、お肉は食べたいですか？　食べたいです！　最下位だけがお肉を得られぬこの勝負。ここに用意した牛乳、誰だれが一番早く飲めるか、お肉をかけて、いざ、勝負を」

「ちょ、ちょっとまて！　なんでみんな大喜びでビン牛乳用意してんだ!?　つうかこんなに牛乳ばっか持って来ないでそもそもお肉をもっと持って来いよ!!　食材のバランス悪すぎんだろ！　成長期か！」

　しかし内心！　真次郎はこの展開にほくそ笑んでいたッ!!

「（よっしゃああ！　実は俺、牛乳早飲み大得意!!　この勝負、もらったぁぁああ!!）」

「あ、ハンデとして男子は三本となっています」

「えええッ!?　ま、待てよ牡丹！　それはハンデつけすぎじゃねえ!?　せめて二本！　じゃなきゃ勝負になんねえだろッ！　頼たのむからッ！」

「しかたありません。では真しん次じ郎ろう殿どのは二本で」

「（くっくっく！　実はそれでも余よ裕ゆうだぜぇっ!!　肉ッ！　お肉ぅぅううッ!!）」

　真次郎は渡わたされた二本のビン牛乳を両手に持ち、ぐびりと喉のどを鳴らす。

「準備はよろしいですかみなさん？　それでは白はく亜あさん、号令を」

「それでは、位置について」

　号令役の《風紀委員》三みつ峰みね白亜の声に、真次郎は一本ずつ牛乳を持つ他の選手、①《忍しのび》の凜りん、②亜あ麻ま色いろツインテの茉愛まちか、③《寮りよう長ちよう》牡ぼ丹たんを横よこ目めで確かく認にんし、

「よーい……、スタート！」

　合図と同時、真次郎はビン牛乳にまさしく食らい付く！

「きゅ……きゅごっ！　ご、ごくっ、ごくっごくっ！　……ぷはぁっ！」

　一いつ瞬しゆん、キンキンに冷ひえた牛乳にびっくりはしたが、首くび輪わふんどしはそれを一気に胃へと流し込こんだ！

「（どうだ見たかぁぁッ！　この速さッ！　あいつらはまだ半分も飲めてないはず！　もう一本こうやって飲み干せば、俺おれが一いち抜ぬけ！　お肉確定だぁあッ！）」

　そうやって二本目に口を付けながら、真次郎がちらりと他の三人を確認した、

「ん？」

　瞬間だった。

「んぶッ！　ぶふほぉお──ッッ!?　ご、ごほっ、ごほっ！　く……うっ！　な、なんで!?　なんでもうおまえらお肉を食ってんのーッ!?」

　牛乳などには見向きもせず、凜も茉愛も牡丹も、楽しそうにお肉をぱくぱくしていて、

「は、謀はかったなぁッ！　謀ったな牡丹んんッ！　最初から……最初からおまえらは、俺と勝負するつもりなんて、これっぽっちも……っッ!!　つうか無効だろこんな勝負ーッ！　ぁああもう食っちゃだめぇぇっ！」

　と真次郎が涙なみだを流しながら抗こう議ぎした、その時。

「ねえ、真次郎……？」

　声を掛かけたのは、《おっぱい委員》三峰白亜。

「ん？　な、なんだ白亜、あとにしてくれ。ちょっと今大事なところなんだ！　今日こそこいつらにきちんとわからせないと……って、ん？　なんでおまえ、全身牛乳まみれになって……っおわあああああああごごごゴゴゴごごめぇぇえん白亜ぁーッ！」

　三人を見て思わず噴ふき出してしまった牛乳。それは全てこの《おっぱい風紀委員》へと──

「すまん白亜ッ！　ぁああもうッ！　ごめんッ、今！　今拭ふくからッ！　俺なんかサイテーだねッ!?　ゆるしてくれ白亜ぁぁあッ！」

　スク水姿の白亜にぶっかかってしまった牛乳。それをティッシュで拭いていこうとしている真しん次じ郎ろうに向かって、

「うぅん、いいの真次郎。こうやって、味わって飲みたかったんだよね？　牛乳を」

　白はく亜あは寄せる。スク水の胸元からあふれるようにしてはみだしているおっぱい。その谷間に溜たまった牛乳を。
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「う、ぅうううッ!?　……ち、ちがぁああうう!!　どうやって勘かん違ちがいしたらそうなるんだよぉぉおおッ!!」

「も、もうせきにんとって、白亜のこれ、きちんとぜんぶ飲みほしなさいよしんじろうっ！」

「茉愛まちかおまえ、自分がなにを言い出してるのか、そして自分が涙なみだを流しながら白亜のおっぱいを指さしているのがわかっているのかッ!?　それはヤバイだろ！　しかも一度噴ふき出したヤツだぞ!?」

「じゃあ、これで？」

　白亜はまだ手をつけていない牛乳ビンから、じぶんの深い谷間に白い液体を追加する。

「はやく、こぼれる、しんじろう」

「そういう意味じゃねええよぉぉおおおッ！　なんなの白亜もうやめろ！　そんなの飲めるわけねぇじゃねえかっ！　みんなもこいつを止めてくれえええっ！」

　真次郎が頭あたまを抱かかえてうずくまって訴うつたえたその時、

「へくしっ」

「白はく亜あ？」

　小さなくしゃみに首くび輪わふんどしの少年は顔かおを上あげて、胸に牛乳を溜ためたまま震ふるえる《おっぱい委員》の、ずっと飼い主を待ち続けている忠犬のような表情を確かく認にんする。

「ったく！　冷つめたい牛乳浴びたまんまでいっからだ！　ほら、こっちこい！」

　そして彼女の手をひっぱって小川まで行き、身体からだ中じゆうの牛乳に向かってぱしゃぱしゃ水をかけていると、

「は？　よけいに冷ひえて寒くなってきた……？　そうか、よし……待ってろ！　今、上うえに羽は織おるモノもっと持って来てやるから！　すぐ戻もどって来るからッ！」

　真しん次じ郎ろうは白亜達たちを残して、水辺からちょっと離はなれた場所に置いた巨きよ大だいなリュックまで取って返す。

「しっかし、マジでなんでも持って来てんだな……」

　これを帰りも担ぐと思うと多少げんなりしてしまうが、今は白亜の上うわ着ぎを探すのが先だ。

「くそ、どこだぁ？」

　リュックをよじ登るようにして、真次郎は外側についたジッパーやポケットをのぞき込こんで目的のものを探し回る。

「ん？」

　その中にふと、頭ず上じよう付近にうさぎマークとともに『ここ[image: →]』と書かれた紙が貼はり付けられたポケットを見つけ、

「ここか!?」

　手を伸のばして開あけた瞬しゆん間かん、

「ぐああああ！　な、なんだこれぇッ！　は、はちみつだぁぁ!!　なんでぇぇえっ!?　なんなのこのトラップぅぅっ！」

　どろーっと流れ落ちてきた金色の甘あまい粘ねん液えきを頭あたまからかぶってしまう。

「べとべとじゃねえかぁッ！　なんなんだこれぇッ！　……くそッ！　こんなコトしてる場合じゃねぇってぇのに……ッ!!　──んっ!?　おおッ！　こんどは『こっち[image: →]』って書いてあるポケットが！」

　身体中べっとべとのふんどし少年は、さらにリュックをよじ登り、新たなチャックをつまみ、

「よし！　ここかぁああッ！」

　びびーっと開け放つ！

「うっ!?」

　その途と端たん、中からもこもこーっと……！

「うわぁああッ!?」

　溢あふれ出た布の塊かたまりに巻き込まれ、真次郎は地面に落下！

「もう、ぐずぐずなにやってんのしんじろうっ！」

「うぅぅ……？　茉愛まちかか？　くそっ……」

　真しん次じ郎ろうは頭あたまを振ふって膝ひざを起こし、じれるような亜あ麻ま色いろツインテを見み上あげる。

　すると、

「し、しんじろう……？」

「ん？　どうした茉愛」

「なんであんた、からだにハチミツ塗ぬって、みんなのぱんつをからだにくっつけてんの……？」

「は、はぁあッ!?」

　真次郎は愕がく然ぜんと己を見た。茉愛の言う通り、全身のハチミツに、さっきリュックサックからこぼれ落ちてきた布々──寮りよう生せい達たちの着き替がえのぱんつが──まるでそういうスイーツのようにたくさん張り付いていて……ッ！

「な、なんだこりゃあっ!?」

　ふんどし一丁の少年は、とっさにぱんつを肌はだから剝はがそうとするが、べとべとしていてなかなか取れず、

「ち、違ちがうんだ茉愛ッ！　こ、これは、なんていうか、その──」

「なにしてるの？　真次郎」

「なにもしてない……ッ！　頼たのむッ！　白はく亜あも見てないで手伝ってくれ……!!　つうかなんでおまえらこんなにぱんつの着替えを大量に……ッ！　こんな恰かつ好こう、他のやつらに、というか、《寮りよう長ちよう》の牡ぼ丹たんに見られたらッ!!」

「どうなさったのですか？　真次郎殿どの」

「ひッ！　ぼ、牡丹ァァンッ!?」

　あわあわしてしまう真次郎。するとそんな彼を、そっとフォローするように。

「あのね牡丹。真次郎がみんなのぱんつに蜂はち蜜みつを塗って食べようとしてるの。お肉の代わりに」

「違ちげぇええよおおおおおッッ！　白亜ッ!?　今のおまえには俺おれがそうやってるように見えるの!?　誤解だよッ！　俺はそんなぱんつになにかを塗って栄えい養よう補給とかしないよっ!?　ぱんつはお肉の代わりになんかならないッ！　って言ってるのに、もうすでに身体からだが動かないッ!?　やめろ凜りんッ！　この忍にん法ぽうを解いてくれ！　話せばわかる！　話せばわかるからッ！　ぁああッ！　だめっ！　そんな大きなたらいの中に俺をくくりつけて小川に放流しちゃだめ！　おいッ！　この先には滝たきがあるんだよぉおおッ！　ぁああッ！　だめッ！　違うんだってばぁぁああ……っ！　（ゴゴゴゴゴゴゴ──……）」







[image: 第２話　最年少、大野原茉愛の最後から二番目のお願い②]










　　　　♥♡♥




　清らかで、穢けがれを知らぬ乙女おとめ達たちが集う一いつ貫かん制せい女子校《清せい流りゆう学がく園えん》。

　その深しん奥おうに位置する女子寮りように、《学園》側にも内ない緒しよで寮生達から定住を許されている首輪ペツトの少年、羽生はにゆう真しん次じ郎ろうはその日、

「いやいやいや……、そうは言ってもよぉ……」

　屋根裏にあるガラクタばかりの自室にて。

「だってここにお昼ひる寝ねしに来ていいって、しんじろう前に言ったじゃなーいっ！」

　おんぼろソファーの上うえで駄だ々だをこねる最年少、亜あ麻ま色いろ髪がみのツインテを振ふり回すパジャマ姿の大おお野の原はら茉愛まちかへと、

「言ったは言ったが昼寝っつうのは昼間にするもんだろッ！　夕飯が終わってもう何時間経たったと思ってんだぁあッ！」

　振り向き様に突つっ込こんだ。

　──《清流学園》を包み込む山と森が生うみ出す自然の夜は、暗い。

　特に、その学園領域の果てに位置すると言ってもいい不ふ遇ぐうの寮であるここ、《アクア寮》は、伝説的なまでの館やかたの古さ、年季のいった佇たたずまいが、さらに迷宮めいた漆しつ黒こくを生み出している。

　いくら空気を入れ換かえてもカビ臭くさい廊ろう下かや、よだれのような壁かべの染み……古くて意味不明な調ちよう度ど品ひんなどから一いつ滴てき一滴染み出してくるかのような重い闇やみは、トロリと濁にごったスープのように、そこで暮らす寮生達の背後に忍しのび寄ってくる。

　しかも今宵こよいの夜風は、




　ごびゅおぉぉおおおォォオオン……ッ！




「ひゃあぅうう……っ」

　さらにドラゴンの咆ほう哮こうのように渦うず巻まく突とつ風ぷうと、ガタガタぴしぴしと寮の窓まど枠わくの軋きしむ音という伴ばん奏そうをともなっている。

　いつもは眠ねむりに落ちる直前まで元気な《亜麻色の子狐フオツクス・フラツクス》、女子高生の中にあって、異例の十じゆつ歳さいというツインテの少女も、苦く悶もんを訴うつたえるような風のうなりが届く度に、毛布にくるまってもぞもぞもぞ。

「しかし今日は一段と風がひどいな。こりゃ明日は朝から、ちらかった庭の掃そう除じをさせられるかもしれん……」

　一方、ジャージ姿の真次郎は、ドライバーや糸いと鋸のこなどが散らばる低い作業机の前にあぐらを搔かいたまま、カーテンもない丸窓から真っ暗な屋外を覗うかがう。

　ぐぅおおおおおおおんおおんおんおんん……。がたがたびしびしびし……。

　びゅうおォォオッ……！　ぱたぱたぱた……かたかたかたかたか……。

　四方八方から喚わめくように強風が立てる異音怪かい音おんが響ひびくたびに、真しん次じ郎ろうの部屋にやって来た茉愛まちかはびくっ！　びびくっ！　と小さな肩かたを震ふるわせ、一いつ緒しよに毛布の中に引きずりこんだウトウト顔がおのシベリアンハスキー、オーベロンの首に抱だきついている。

「ねぇ、しんじろう……。このへや、とけいは……？」

「時計……？」

　屋根裏部屋の主ヌシである首くび輪わの少年は作業していた手を止め、ハタから見たらなんのために作動し続けているのかまったく理解できないカラクリだらけのごちゃごちゃした室内を見回し、

「いや、置いてねぇけど……もうとっくに十時は回ってんだろ普ふ通つうに。なぁ、だからよ、明日も朝から早はぇえんだから、おまえももう自分の部屋に戻もどれよ、な？」

「いやよ子供扱あつかいしないで！　あたしはここにいたいのっ！」

　パジャマ姿の亜あ麻ま色いろツインテは、身体からだに巻き付けた毛布をぎゅっと摑つかみながらいやいやをする。

「風の音が怖こわくってここに逃にげ込こんで来るっつー時点で充じゆう分ぶんガキだっつうの！」

「だ、だれがガキよっ！　あたしはこんなの、そもそもちっともこわくなんかないわよっ！　あたしがここに来たのはね？　ほら、なんていうの？　大人のよゆうってやつ……？　そう！　あたしはしんじろうがきっとヒマしてると思って──」

　びゅびゅううう……っ！　ガタガタぴしーッ！

「ひゃぃぃぃ……っ！」

　とっさに頭あたままで毛布をかぶった茉愛はソファーの上うえで柔やわらかい塊かたまりになったまま、くぐもった声で、

『もうなんなのよぉぉ……っ！　おんぼろっ！　おんぼろ寮りようッ！　悪いのは全部この《アクア寮》なんだからーっ！』

　叫さけんで息苦しくなってしまったのか、もぞもぞとうごめき、顔だけを出して、

「ねえ、しんじろう？　もう寝ねよう？　こっちに来てよほらっ！　ほうしゅうのぱんつも、さっきちゃんとあげたでしょ？　……もしかして、たりないの……？（もじもじ）」

「いいよ足りてるよッ!?　だからそこで新たに脱ぬごうとすんなぁッ!!」

「じゃ、じゃあいいのねっ!?　足りたのね!?　やっぱりしましまぱんつがいいって白はく亜あが言ってたのはまちがいじゃなかったんだわっ！　やったー！　ほらしんじろうはやくっ！　はぁやぁくぅぅぅっ！」

「ああ違ちがう！　言葉を間違えたっ！　足りてるとかじゃねえっ！　俺おれは最初からぱんつだのはいらねぇんだって!!」

「そんなのウソよっ！　あなたはいつだってぱんつぱんつぱんつじゃないっ！」

「そりゃおまえらのせいだっつってんだろッ!!　風評被ひ害がいが著しすぎんだよ！　つうかもういいから寝ねろよ、明日は休みじゃねぇんだろ？」

「うるさいわねー……。あんた、さっきからなにさまのつもりなの？　それよりあたしの彼氏ならこっちでいっしょに寝てって言ってるでしょ？　ほら、ぐずぐずしないの」

「だから、いつまでおまえはそんなコト言ってんだよ。俺おれがおまえの彼氏とか……、いったいいくつ歳としが離はなれてると思ってんだ？」

「あー……なるほど。しんじろうったら……っ」

　ここまでキチンと言えば少しは大人しくなると期待していた真しん次じ郎ろうは、

「な、なんだよ茉愛まちか……」

　言わばそれとは正反対、うっとりとした面持ちで毛布から脱だつ出しゆつ、ソファーからこちらに身を乗り出してくる青い瞳ひとみの少女に少しだけたじろぐ。

「気付いちゃったんでしょ……。だからそうやって照れているのね？　うふふふ……」

「は、はぁ……？」

「まったくめざといんだから。この、へ・ん・た・い……っ」

　ゆったりとしたパジャマの少女はその一いつ瞬しゆん、妙みようになまめかしく。

「そのとおりよしんじろう。でも、聞いておどろかないでね……？　あたし、じつは……」

　きらきらきら……っと、瞳の中と周囲に小さな星ほし屑くずでも散らしたかのような笑みを浮うかべて、

「このあいだ測ったら、見て見て？　バストが二センチも大きくなってたんだからっ！　……ね？　ね？　すごい!?　すごいでしょ！　さすがあたし！　これでもう他の寮りよう生せいにも大きい顔かおはさせないわっ！」

「はぁ？　ほんとーかぁ？」

　亜あ麻ま色いろツインテの少女が胸を張り、真次郎へ喜びに充みち満ちた報告を行おこなった次の瞬間だった。

「はんん……っっ」

　茉愛は喉のどから微かすかに声を漏もらす。なにしろ、

「んんっ？　これ、大きくなったか？」

　真次郎の両の手の平が、微かな違ちがいを調しらべるかのように丁てい寧ねいに優やさしく、それでいて執しつ拗ようにパジャマで覆おおわれた胸をぺたぺたと触さわっていて、

「二センチっつうと、片方一センチずつってことだろ？　んー……」

「ん……っ、ぁ……、な……なにを……──」

「前の状態を確かく認にんしてたんならともかく、こう、別段変化は──」

「なにさわってんのよへんたいぃぃいいいッッ!!」

「ぎぃやぁあぁああアアッ……ッッ!!」

《亜麻色の子狐フオツクス・フラツクス》大おお野の原はら茉愛の振ふるったモンキーレンチが、首くび輪わの少年、羽生はにゆう真次郎の脳天に炸さく裂れつしていた。

「な、なにすんだ茉愛まちかぁぁぁぁぁァァァ……っ」

　真しん次じ郎ろうはゆっくり後うしろに倒たおれながら訴うつたえ、

「それはこっちのセリフよばかしんじろうッ!!　こ……ころすからッ!?　だってしんじろうっ！　いま、なにをしたの？　このあたしにィ……っ！」

　茉愛のさらなる追い打ち！　少年に馬乗りになった亜あ麻ま色いろツインテは、《寮りよう長ちよう》が真次郎に贈おくったごつい首くび輪わをメキメキパキパキと粉ふん砕さいする勢いのままモンキーレンチで圧あつ迫ぱく！

「おごごご……！　やめろ、茉愛ぁぁっ！　悪かった……！　俺おれが、悪かったから……ッ！　ギブギブギブぅッ……ッ!!」

「いきなりおっぱいさわって……ごめんなさい……は？」

「い、いきなりおっぱいさわって、ごべんなざぃぃっ！」

「二センチ大きくなってます……は？」

「二センチ大きくなってます……！　なってました……っ！　確たしかに！　確かにぃッ！」

「やっぱり彼女のおっぱいが一番です……は？」

「そ……それは言えねえって、言ってんだろぉぉおっ！　どっせいやぁぁっ！」

「ひゃ……っ！」

　むがーっと、ついに作業台の上うえに押し付けられていた真次郎が茉愛を押し返せば、勢い余ってパジャマ少女はぽーんとさっきまで腰こし掛かけていたソファーまでふっ飛んで、ぼよんぼよんとスプリングで弾はずむ。宙を舞まい、今もなにが起こったのかわからず呆あつ気けにとられている少女にむかって、

「元気になったんなら帰って寝ねろっ！　いいか？　俺の部屋に来ていいのは昼間のうちだけだっ！」

　首輪の浮ふ浪ろう少年は追い散らすようにまくし立てる。

「ぜ……ぜんぜん眠ねむくなくなっちゃったわよばかーっ！　なによっ！　このまま追い返したら、牡ぼ丹たんにしんじろうがあたしのおっぱいさわったって言いつけてやるんだからっ！」

「ま、まてッ！　それは待て!!　……だったら、茉愛おまえはどうして欲しいんだ!?　俺はどうしたらいいんだよっ！」

「そうね……。あたしがすこしでも落ち着けるように、お茶でもだしたら？」

「……茶を飲んだら、自分の部屋に戻もどって眠れよな……？」




　トクトクトク……




　真次郎は巨きよ大だいなヤカン型の装置の先せん端たんからマグへと湯気の立つ湯を注ぎ、牡丹から分けてもらったティーバッグをちゃぷちゃぷと浸ひたして、茉愛の前にあるテーブルへと置く。

「おっきいマグカップね……」

「文句ばっかりだな」

　温かいマグを両手で包むように持って、そわそわもじもじと身体からだを揺ゆらしながら口をつける茉愛まちかへ、同型のマグの中身を飲み干す真しん次じ郎ろうは口をとがらす。

「ふん……」

　ちびちびと紅茶を飲みながら、亜あ麻ま色いろツインテの少女は深くソファーに沈しずみ込こみ、

「それにしても……」

　満足そうにゆったりとした息を漏もらす。

「まったく、やっぱり男の子って、結局はおっきいおっぱいなのね……（もじもじ……）」

　そして、すこしだけとろんとしていた両の瞳ひとみをぱちっと開ひらいて、

「や、やっぱりすべてはおっきいおっぱいなのねっ!?　ねえちょっとしんじろう!?　あ、あの白はく亜あとか、牡ぼ丹たんとかの……っ!!」

「お、おいどうした茉愛、眠ねむくなったのか!?」

　散らかってしまった作業台の上うえを整せい理りしようとしていた真次郎が、今度はこの亜麻色ツインテ少女がなにを言い出すのかと身構えると、

「ねえしんじろう、あなた、あの白亜のばかおっぱいに、なにかされてたりしない!?　さいきんちゃんと眠れてるっ!?」

「落ち着け茉愛！　白亜のおっぱいにうなされてるのはおまえだ！」

「待っててねしんじろう。あたし、ぜったいにあんなおっぱいに負けないから……！」

　決意を表す茉愛であったが、真次郎には彼女の様子がなぜかさっきからもじもじそわそわと、どうにも上うわの空そらっぽく見え、

「ん……、ひょっとして、茉愛？」

「ど、どうかした……？　しんじろう」

　視し線せんを改めてこちらに向けてくる茉愛。

「おまえ、まさか……」

「な、なによ……っ」

　ふいに首くび輪わの少年に真正面から見つめられ、さらにもじもじとソファーに沈み込むように上目づかいで彼を見つめ返す少女に、真次郎は、

「トイレに、行きたいのか……？」

「へ、へ……？」

「なんかさっきからおまえ、落ち着かないなと思ってたんだ。おまえ、トイレに行きたいんだろ！　俺おれはてっきりなにか言いたいコトとかあってもじもじしてると思ってたんだぞ!?」

「ち、ちがうわよばかっ！　なにいってんのこのへんたいぃぃっ！」

「いいや違ちがわねぇだろっ！　じゃあなんで両手を股またに挟はさみ込んでさらにもじくりしてんだッ！」

「こ、これは、しんじろうが大きいマグカップで紅茶を飲ませて、そ、そういう変なこと意い識しきさせたから急にトイレに行きたくなっただけなの！　それまでぜんぜんちっとももじもじなんてしてなかったんだから！　というかそもそも、あたしは、トイレになんかいかないのっ！」

「だめだろ行けよトイレには！　行きたいんだろッ!?　ここまで来てトイレに行かない宣言はただの試合放ほう棄きだろッ！　おまえここでなにをする気だ!!」

「そ、そんなことより……っ！」

　茉愛まちかはびしっと、突とつ然ぜん静せい粛しゆくな表情になり、

「……ここ、おまるとか、ないの？」

「なにさっそく切羽詰つまってんだよぉぉッ！　ねえよそんなもん！　この寮りようはなんでもありってわけじゃねぇんだぞッ!?」

「じゃあしんじろうはさっきから変なものばっか作ってないで、今すぐトイレをつくりなさいよ！」

「変なもんじゃねえだろッ！　これは茉愛！　おまえがこの前小川で見つけた『願望デザイアストーン』をペンダントに改造してやってるんじゃねえか！　おまえの頼たのみだぞ!?　それにおまえ、もう俺おれが今からトイレを作り始めたって絶対間に合わない雰ふん囲い気き醸かもし出してんだろ！」

「じゃあしんじろう一いつ緒しよにトイレについてきておねがいだからっ！　オーベロンだけじゃなくて、あんたも来てよーっ！」

「子供じゃないなら一人でいけって！　あとオーベロンは寝ねかせてやれ！　もうコイツ完全に白目剝むいて寝てんだろ！」

「ねえ、しんじろう……？」

「……お、おい、どうした。まさか……！」

「あたしもう、おしっこしたすぎて動けないんだけど、どうしたらいい……？」

「知らねえよ！　どうすんのおまえ！　なんでこんなギリギリなんだよ！　……く、くそっ、しかたねーなっ！　いくぞっ」

「きゃっ！　な、なにっ！」

　ソファーの上うえで『じ……っ』と動けなくなってしまった茉愛を、真しん次じ郎ろうはやおら担ぎ上あげ、

「やっ、やぁっ！　ちょ、ちょっと、しんじろうっ!?」

「首に手を回せ！　安定すっから！」

　その体勢はいわゆる『お姫ひめ様さま抱だっこ』。とたんに茉愛はさらに顔かおを赤く染め、

「ひゃーっっ。やだっ、やだやだっ！　こんなロマンチックなのに、な、なんであたし……っ！　ちょ、ちょっと揺ゆらさないで！　おしっこでちゃう！　おしっこが……ッ」

「ったく！　今さらなにもじもじしてんだよっ！　あんまり動くなっつうの！」

「だ、だからこのもじもじはべつに照れてるとかじゃなくて、ただおしっこが……って、あんたいったいあたしにどんだけおしっこって言わせるのよ！　もうしらないっ！　さいてーっ！　そんなことより早くいそいでっ！」

「どうでもいいけど漏もらすなよ!?　漏らすのだけは絶対無しだからなッ!?」

　我に返ったように慌あわてて階下への梯はし子ごを下くだり始める真しん次じ郎ろうの部屋に、

「ゆっくり！　ゆっくりおりて！　ゆらさないで！　あんまり衝しよう撃げきをあたえないでーっ！」

《アクア寮りよう》に、《亜麻色の子狐フオツクス・フラツクス》大おお野の原はら茉愛まちかの悲痛な訴うつたえがコダマする──




　──ついこの間まで、気の合う森の動物達たちと空の群雲、山の草花（ただし、食べても腹を壊こわさないもの）だけが友達だった浮ふ浪ろう少年、羽生はにゆう真次郎。

　彼はこのように、今や全ぜん寮りよう型がた一いつ貫かん制せい女子校《清せい流りゆう学がく園えん》の敷しき地ち内ないにある《アクア寮》、その寮生達が心安らかに日々を過ごせるようにという名目の下もとに特別に存在を許された《第二種リラクゼーション案件》、つまりは、お嬢じよう様さま達の愛玩動物ペツトであった。

　頑がん張ばれ真次郎。負けるな、羽生真次郎。

　男子ペツトを知らぬお嬢様達の気まぐれは、これでもまだまだ、序の口なのだから──










　　　　♡♥♡




「ねえ、ちょっと、なんでライトとかもって来てないのよ、ばかしんじろう……っ！」

　深夜の寮内に響ひびく小声は、横よこ向むきに抱だっこされた少女、大野原茉愛と、

「しかたねえだろ、急いで出て来たんだからっ！」

　首くび輪わの少年である羽生真次郎、両名のもの。

　──折しも夜空に浮うかぶのは、丸い鏡かがみのような満月。

　ごうごうびゅうびゅうと吠ほえ猛たける強風にちぎれ飛ぶ雲が明るい月下を通り過ぎるたびに、廊ろう下かの窓から射し込こむ白い光は漆しつ黒こくの闇やみと不規則に入れ替かわり、寮の廊下に幻げん惑わく的てきな斑まだらを描えがく。

「や、やだしんじろうっ！　なんだか、あそこ、人の顔かお……っ！　ひとのかおが、浮かんで……っ」

「人の顔というかあれは普ふ通つうにそういう銅像だからっ！　落ち着け茉愛！」

　少女が怯おびえるのも無理はなかった。

　彼女達の暮らすこのゴシックな《アクア寮》は、内外の要所要所にガーゴイルや恐おそろしげなモンスター、不気味なフェアリーめいた装そう飾しよくや彫ちよう刻こくの陰いん影えいを浮かび上あがらせる洋よう館かんであり、そのおどろおどろしさから時に《アクマ寮》とさえ呼ばれる《清流学園》の肝きも試だめしスポットでもあるのだから──

　茉愛まちかを抱だっこした真しん次じ郎ろうでさえ、少しドキドキしてしまう深い闇やみ。

　まして十じゆつ歳さいの少女は自分の足では、この闇の中には一歩も踏ふみ出せないだろう。

　真次郎はだからこそ、そんなホラーな雰ふん囲い気き満点な廊ろう下かを、おしっこしたくなったという当の少女を抱いて、トイレへと向かっているのだが……

「あ、あっ！　そっちだめ！　そっちだめ！」

「はぁ!?　でも、トイレはこっちに──」

　差し掛かかった十字路を右に進もうとしていた首くび輪わの少年に、さらにすがりついてくる亜あ麻ま色いろツインテの少女。

「そ、そっちは壁かべに、すっごくこわい絵が、かざってあるのっ！　いやなの行かないでぇーっ（むぎゅぅぅ）」

「し、しかたねぇなぁ……、じゃあ、とりあえず真っ直すぐ行ってから──」

「そっちもだめぇぇ！」

「ええええッ!?」

「あそこの角に、変な鹿しかみたいな剝はく製せいがあるでしょ!?　あれにこのあいだ、まちがってぱんちしちゃったの！　夜になって怒おこってるかもっ！　だからおねがいっ、そっちもいやなのっ！」

「つっても、こっち方面に行かなきゃ目的地のトイレにはかなり遠回りになるんだって！　それじゃおまえ、間に合わねえだろッ!?」

「だ、だいじょうぶだからっ！　あたし、がまんするからっ！　はやくっ！　お願ねがいぃっ！」

「だめだ無理だッ！　おまえもうものすごいもじもじしてんじゃねえかッ！　そんなにイヤなら目を瞑つぶってろ茉愛！　ここ、通るかんな!?」

「いやぁあっ！　いやっ！　そっちはだめっ！　ばかっ！　ばかしんじろうううう！」

　自分が一番嫌いやがった右の廊下をスタスタ進み始めてしまう首輪の少年に少しでも抵てい抗こうしようというのか、

「うぐぅうううっ！　ううううっ！」

「な、なにやってんだ茉愛！　動き……づらいだろ！」

　亜麻色ツインテの少女は、真次郎に抱きついたまま背後に隠かくれるように移動し、

「いやだって、いってるのにぃぃ……」

　ぎゅううっと目をつぶったまま、できるだけ遠くに逃にげるように真次郎へよじ登り、ついには首輪の少年に肩かた車ぐるましてもらう状態になり、さらには彼の後こう頭とう部ぶにぎゅうっと抱きついてしまう。

「おまえ怖こわすぎてわけわかんなくなりすぎだろッ！　……んぐッ！　くるしいぃぃ！　鼻と口を塞ふさぐなぁ……っ！」

　真次郎は肩車した少女を安定させるように彼女の両足をがっしり摑つかみながらも、茉愛に頭あたまの操そう縦じゆう桿かんをにぎられたロボのように操あやつられ、よろめきながら、寮りよう生せい達たちにも『すごく怖こわい。なんでこんなのがここに』と評判の絵画、フランシスコ・デ・ゴヤ作『我が子を食らうサトゥルヌス』の前を通過。

「ひぃぃ……あ、あいつ、こっち見てない？　こっち見てないっ!?」

「あれはもともとこっちをめっちゃガン見してる絵だから！　おちつけってば茉愛まちかぁぁっ！　……ぐ、……んっ？」

　両の瞳ひとみをぎゅーっとつぶったまま、なおも暴あばれて頭あたまにしがみついて来る肩上の茉愛をなだめるようにフラフラしていた少年の足がぴたりと止まったのは、

「なんだ？　あの明かり……」

　自分達がやってきた方向。背後の廊ろう下かに、月明かりと質しつの違ちがう光源を見つけてしまったからだ。

「ど、どうしたの？」

「こっちに、なんかぼやーっとした明かりが、近づいて来るんだが……」

　とやや前まえ屈かがみ気味になって目を凝こらそうとした真しん次じ郎ろうの髪かみの毛を摑つかみ、

「か、かくれてしんじろうっ！」

「な？　なっ!?　どうした!?」

　髪の毛を頭とう皮ひごと引っ張られ、顔がん面めんまで引きつらせた首くび輪わの少年が仰のけ反りながら尋たずねる。

「き、きっと、おばけだからっ！　だめ、はやく、かくれてぇっ！」

「おっ、おおあっ！　ま、待て茉愛ぁぁ～ッ……！　頭皮が頭骨から浮うきそうになってる！」

　真次郎はパジャマの亜あ麻ま色いろツインテから巧たくみな手た綱づな使いで導みちびかれ、廊下の隅すみ、大きな銅像と彫ちよう刻こくの隙すき間まへと辿たどり着き、

「ううぅ～……っ！」

　がくがくと怯おびえる茉愛を肩かた車ぐるましたまま、息を潜ひそめる。

　やがて、

「ッッ!?」

　ずる……ずる……ッと、二人の後あとを追うように現れたのは、

「ゾ……ゾンビィッ!?」

　溶とけ崩くずれたような頭部。「アー……、アー……」とうめきながら虚うつろに歩み寄る、かっちりぎみなメイド服に身を包んだ、

「って、おまえふっくら小こ太刀だちメイドの凜りんじゃねえかぁぁッ……っ!!」

「ふあああっ!?」

　真次郎にぱっとゾンビマスクをはぎ取られたのは《忍しのび》、上かみ熊くま谷がや凜。

「ひゃっ、ひ……し、真次郎さんっ!?　ど、どうしたんですか!?　こんなところで……っ！」

　びっくりとあたふたで瞳に涙なみだを浮かべ、小太刀メイドは持っていた提灯ちようちんを取り落としそうになりながらも、おたおたと廊ろう下かの壁かべにもたれ掛かかる。

「お、おまえがどうしたんだよ凜りんッ！　こんな夜中に、こんなモンかぶってウロウロしやがって……ッ！　おいしっかりしろ茉愛まちか！　こいつ《忍しのび》の凜だ！　まだ間に合うか！」

「まだ、はなしかけないで……！　あと、そんなに足をひっぱって、しげきしないで……っ」

「あ、あの、わたし、こ、こわくてっ！　もし寮りよう内ないで、お化けにあっても、こ、このマスクをかぶってたら、おばけもわたしを仲間だと思って、見み逃のがしてくれると思って……！」

「途と中ちゆうで無関係なヤツに出くわす可能性を考えろ凜ッ!!　こっちは危うく大だい惨さん事じになるところだったんだぞーッ!!」

[image: ]

「も、もしかして、真しん次じ郎ろうさんと茉愛ちゃんも、これからトイレに行くんですか？　わたしも一いつ緒しよに行って、いいですか!?」

「しんじろう、いそいで……」

「お、おうッ！　じゃあゆっくり急ぐぞ！　凜もついてこいっ！」

　ふっくら小こ太刀だちメイドの凜と合流した真次郎と茉愛は、じっと身を固くして衝しよう動どうを堪こらえる少女が耐たえられるぎりぎりの速度で、入り組んだ夜の寮内を進む。

「知ってますか？　真次郎さん……」

「どうした凜……」

　それは、とある昇のぼり階段に差し掛かかった時だった。背後からついてくる《忍び》に首くび輪わの少年が反応すれば、

「この階段、上うえからとある女子高生が落っこちてきて……その拍ひよう子しに一いつ匹ぴきの動物が下した敷じきになって、周囲は、ち、血の海に……っ！」

「知ってるもなにもそれ俺おれだから！　ちょっと前に白はく亜あが俺を押し潰つぶした階段なこれ!!　別にそれホラーでもなんでもないから！」

「そしてその動物の魂たましいは、いまだこの寮りように捕とらわれているそうなんです……」

「だからそれ俺じゃねえか！　人の話を聞け凜りん！　おちつけ！」

　やがて一階、玄げん関かんホールにほど近い一角。

「ここまで、来れば……」

　ようやく真しん次じ郎ろうは、目的地である女子トイレに辿たどり着く。

「でも真次郎さん、このトイレ、……出るっていう噂うわさですよ……？」

「ちょっと静かにしてろ凜！　おまえのそういう情報はもう信用できない！」

「あれ？　ここ電気が、つきません」

　ぱちぱちぱちと、入り口にあるスイッチをいじくる《忍しのび》の凜。いくらそれを作動させようとしても、トイレ内部は真っ暗なままで、

「あ、俺、今日牡ぼ丹たんにここの電球取り替かえるように言われてたんだった……」

「し、真次郎さんっ!?」

「しん……じろう……っ！」

「す、すまん茉愛まちかッ！　だがもう着いたからッ!?　おまえはこの中に、凜の提灯ちようちんで連れてってもらえ！　い、今降ろしてやるからな!?」

「だめ……中まで……来て……！　それで、ゆっくりあたしを、便座に降ろして……」

「そこまでッ!?　そこまでやるの俺が!?」

「彼氏……でしょ？」

「彼氏というよりもはやそれは介かい護ごする人だぞ！　ど、どうすんだよっ！」

　真次郎の頭あたまの中を、目まぐるしく色々な選せん択たく肢しが駆かけ巡めぐり、

「この場合、一番ヤバイのは茉愛が俺の上でバッドエンディングを迎むかえることだッ！　しかたねぇッ！」

　ごくりと唾つばを飲み下くだし、いざ、

「い、行くぞ？　これは非常事態だからなッ！」

　女子トイレに足を踏ふみ入れようとした、その時。

「ん……？」

　鋭えい敏びんになってしまっていた真次郎の感覚に、




　かた……っ




　なにかが、入力される。

「お……おい、中に、だれかいないか……？」

「こ、この暗いままの、トイレにですか!?」

「いいから、はやく、しんじろう……！」

「よ、よし……っ！　たぶん、気のせいだ……っ」

　様々な不安に駆かられながらも、首くび輪わの少年はバッドエンドを避さけるためにその領域──女子トイレに足を踏ふみ入れる……！

「（いや待てッ！）」

　少年はとっさの小声と片かた腕うでで、隣となりの凜りんを制し、

「（い、いるぞ!?　やっぱり、白いのが……ッ！）」

「（ひっぃいいい！）」

　トイレの高所にある窓は、塞ふさがっているかのように暗く、闇やみしか投げかけてこない。

　重い夜や陰いんと濃こい暗がりが重なり合い、塗ぬりつぶされたような漆しつ黒こく空間となっているトイレという場所に、

「「「な……っ」」」

　ぼんやりと白い、人の形。

「ちょ、う、うぉおおおおおッ……ッ!?」

　すぅっと迫せまり来る白い人ヒト形ガタからとっさに後あとずさりながら真しん次じ郎ろうは叫さけんでいた。

　凜を背後に、そして茉愛まちかを肩かた車ぐるまさせたまま、その白くぼうっと浮うかびあがる人ひと影かげを追い払はらうかのように、真次郎はとっさに片腕を伸のばし、

「く、くるなぁああっ！」




　んむにゅぅっ




「ッ!?」

　手の平が、なにかとても柔やわらかくてあったかい、そして弾だん力りよくに満ちたものに埋うまり込こむような感かん触しよくに包まれる。

　その瞬しゆん間かん、




「真次郎？」




　さぁっと高窓から月光が降り注ぎ、

「は……白はく亜あ……ッ？」

　そこにいたのは、今宵こよいもボタンを留める気配すら窺うかがえない白いシャツに小さなぱんつという出いで立ちの《風紀委員》、三みつ峰みね白はく亜あ。

　いつも通り眠ねむたげな表情に、少しだけ『？』的な色を浮うかべ、こくびを傾かしげている彼女は、その大きすぎる胸に真しん次じ郎ろうの手の平を埋うずめたまま、

「うまく眠れないの？　真次郎」

「今はそこじゃないだろこの状じよう況きようでッ!!　ったくマジでびびらせんなよなぁぁ……ッ!?　……つうか、おまえなんでこんな真っ暗なトイレにいるんだよ！　……は？　電球を取り替かえに来たけど、その電球を忘れちゃった？　頼たのむよそこは！　つうかこの暗くら闇やみで寮りようをウロウロできるとかガッツあり過ぎんだろッ！」

　ぶつくさ言いながら《おっぱい風紀委員》から腕うでを戻もどす真次郎の頭ず上じようで、

「も、もうっ！　ほんとうのユーレイかとおもったじゃない！　この、ばかおっぱい……！」

　泣き出す寸前の極まった表情で、亜あ麻ま色いろツインテの茉愛まちかは《風紀委員》を糾きゆう弾だんする。

「そ、それよりしんじろうはやくっ！　いまのでもう、あたし、自分でもこうしていられるのが不ふ思し議ぎなくらいぎりぎりなのっ!!」

「お、おうッ！　しかしよかった、間に合って……ッ！」

　もはやもじもじすらしなくなってしまった茉愛を、首から降ろそうとしたその時、

「茉愛は、幽ゆう霊れいに会いたかったの？」

「「「……へ？」」」

　真次郎と隣となりの凜りん、そして少年に肩かた車ぐるまされたままの《亜麻色の子狐フオツクス・フラツクス》、大おお野の原はら茉愛は見る。

「じゃあ、紹しよう介かいするね」

　白亜の背後、その上方。

　まずは、すぅぅっと霧きりを巻くように空間がけぶって、

「幽霊のゆうこさん」




『コ、コンバンワ……。あの、ただいま紹介にあずかった、ゆうこデス……』




　霧が結集するようにして出現したのは、あまりにもこの洋よう館かんにマッチした修道礼服の少女。

　ただし、修道頭巾ウインプルからこぼれる前まえ髪がみで両の瞳ひとみを隠かくし、修道礼服の下半身はそのまま筆先のように尖とがって消え、背後に青白い火の玉を二つほど背負った、もう絶対に見み間ま違ちがえようのない、

「「「ゆ、ゆ、ゆ……ッ!?」」」

　女子トイレに侵しん入にゆうした真次郎と茉愛、そして《忍しのび》の凜は、お互たがいをガクガクと抱だきしめ合いながら壁かべ際ぎわでへたり込こみ、




『ウ、……ウラメシヤ……？』




　その無言空間に耐たえかねたように発せられた『ゆうこさん』の言葉に、

「ぁあ──っ」

　真しん次じ郎ろうが肩かた車ぐるましていた少女は気絶。

「……ん？　まさか、茉愛まちかぁ……っ？」

　と同時に、ある種の衝しよう動どうをこらえにこらえつづけていた《亜麻色の子狐フオツクス・フラツクス》、大おお野の原はら茉愛のささやかな我が慢まんは、しめやかに臨りん界かいを迎むかえていた。




　　　　♡♥♡




「真次郎、今夜トイレで起こったことは、ここだけの秘密」

　──寮りようの屋根裏、真次郎のガラクタ部屋へ気を失ってしまった亜あ麻ま色いろツインテの少女を運び込こみ、おんぼろソファーに彼女を横よこたえてから、《風紀委員》三みつ峰みね白はく亜あは真次郎に告げた。

「わかった？　誰だれにも言っちゃだめ」

「もっ、もちろん……だ……っ！」

　真次郎はハッとなって、茉愛の開放感に満ち溢あふれた安らかな寝ね顔がおから視し線せんを白亜へと戻もどす。

「茉愛が、失禁、してしまったのは、絶対に……、誰、にも……っっ」

「お、おちつけ白亜、緊きん張ちようしすぎだ！　おまえが一番テンパってぷるぷる震ふるえてんぞ！　おっぱいまで！」

　同じくさっきトイレで起こった突とつ発ぱつ的てきなアクシデントに心の整せい理りができておらず、今日はこのまま眠ねむれるかどうかもわからない真次郎であったが、

「つうか白亜、おまえいつもポーカーフェイスのわりにはほんと逆境に弱いのな！　さっき暗くら闇やみのトイレにいた胆たん力りよくはどこにいったんだ？　まあ、確たしかに今夜起こったことは普ふ通つうじゃねえ……。現に、こいつを肩車してた俺おれは後こう頭とう部ぶに直ちよく撃げきを浴びたしな……ッ！　だがよ、」

　ふるふると興こう奮ふん、ふぁーっとしっぱなしの白亜に言い聞かせるように首くび輪わの少年は語を和らげる。

「たぶん、一番ショックを受けてるのは茉愛だし、俺達たちは、自分一人で今夜のこの衝しよう撃げきを受け止めなきゃだめだぞ？　迂う闊かつに誰かに相談とかすんな？　そんなことしたら、本人である茉愛がだめになっちゃうからな？」

　顔を赤らめたままの白亜はこくこくと頷うなずく。その様子を確かく認にんして、

「まあ、白亜は自分からここだけの秘密って言いだしたんだし、平気だろうけどよぉ……」

　──ちなみに、白亜が紹しよう介かいしてくれた『幽ゆう霊れいのゆうこさん』は、あの顚てん末まつ、自分が引き起こしてしまったあられもない事故を目の前にして、罪悪感から『や、やっぱり出て来ちゃだめなんデスネェェ……っ!?』と姿を消し、

「つうか、なんで凜りんまで……」

　さらに、動転したままの《忍しのび》上かみ熊くま谷がや凜は、

『そ、そういえば確たしか、ヰい露ろ刃は州す流には、ぼ……膀ぼう胱こうを大きくする忍にん法ぽうが、あったはずです……ッ！』

　と茉愛まちかをここまで運んで着き替がえさせた後あと、飛ぶように自室へと逃にげ帰ってしまっている。

「ったく、どいつもこいつも……」

　真しん次じ郎ろうはちょっと眠ねむたくなってきた目を擦こすり、視し線せんをソファーに横よこたわっている茉愛へと戻もどす。

「……ん、んんっ……」

「おっ、茉愛？」

　すると、満足げな寝ね顔がおを晒さらしていた少女は身じろぎし、その青い瞳ひとみをぱちりと開あけ、

「……はっ」

　がばっと上半身を起こして、きょろきょろと周囲を見回した。

「な、なによっ！　ここは……どこっ？　しんじろうの部屋？」

「そ、そうだが……茉愛？」

　声をかける真次郎に亜あ麻ま色いろツインテの少女は瞳をぱっと輝かがやかせるのだが、次の瞬しゆん間かん、

「って、白はく亜あ!?　……な、なんであんたがここにいるのよばかおっぱいっ！　いつの間にしんじろうの部屋にきたのよっ？」

「お、おい……っ」

「だめなんだからっ！　今夜しんじろうと一いつ緒しよにねるのは、このあたしなのよっ？」

「茉愛おまえ、……あ、あれ……っ??」

「な、なによしんじろう。あんたちょっと、さっきから……なんなの？」

　そして逆にこちらを心配してくるような《亜麻色の子狐フオツクス・フラツクス》、最年少の茉愛に、

「ま……まさか、おまえ記き憶おくを……？　あの時の記憶を、失って……ッ!?」

　それなら、このあっけらかんとした茉愛の態度にも、全て説明がつく──

「はぁ？　なに言ってんのよしんじろう。まさかあんた、あたしがさきに一人で寝ちゃったこと、根にもってるの？」

「しかも改変までしてッ!?　そうか、おまえ……あれがよっぽど……ッ！　だよなぁっ！　おまえこれでも、お嬢じよう様さまだもんなぁっ！　受け入れられない現実だってあるよ……っ！」

「し、しんじろう……？」

「しかたがない……ッ！　しかたがないよ！　平気だ茉愛！　俺おれはおまえさえ幸せならそれでいいんだから……ッ！」

　なぜか一生懸けん命めいに励はげましてくる首くび輪わの少年に、茉愛はぱっと顔を赤らめ、うかがうように、

「そ、それって、しんじろうが、ついにちゃんとあたしの彼氏に、なってくれるって、こと……？」

「そうじゃねーけどとりあえずッ！　一安心というか、なんというか……ッ」

「ひとあんしんとか、なにわけのわかんないこと言ってるのよ……。んぅ……でも、なんかおかしいわね。あたし、いつの間に寝ねちゃったんだろう……。ううっ……なんだか、すごく開放感のある、しあわせな感じっていうか、達成感みたいなものが残ってるんだけど……」

「ま、茉愛まちか、それ以上思い出したらッ──」

　と真しん次じ郎ろうが言い淀よどんだ隣となりで、

「茉愛はさっきトイレで、真次郎に肩かた車ぐるまされたまま──」

「白はく亜あぁぁああ！　なにナチュラルに切り出してんだぁああッ!?　それは茉愛にも秘密にしなきゃだめなんじゃねえかなぁぁあ？」

　真次郎はとっさに白亜の口を手で塞ふさぎ、羽交い締じめのように戒いましめる。しかし、

「な、なによしんじろう！　あたしに秘密って！」

「そ、それは……だなっ！　……っておい白亜ッ！　俺おれの指をあむあむ嚙かんでんじゃねえ！　遊んでやってるわけじゃねえんだぞッ!!　おい茉愛もやめろッ！　対たい抗こう意い識しき燃もやして俺と白亜の間に割って入ってこようとすんじゃねぇぞッ!!」

「それよりなによしんじろう！　あたしに隠かくし事なんて、あんたなにさまのつもりよーっ！」

「んぐぅっ！　そ、それは、だなっ！　ええと、ほれ、たしか……」

　鼻先、真正面から亜あ麻ま色いろツインテに問い詰つめられ、切羽詰まった真次郎は、とっさに、




「お、おまえ、たしか胸が二センチも大きくなったそうじゃねえか……っ！」




　瞬しゆん間かん、ぱぁぁあっと光り輝かがやくように笑え顔がおを溢あふれさせたのは亜麻色ツインテの少女。

「そう！　そうなのよしんじろうっ！　なんで知ってるの!?　見てわかるっ？　ねえねえ、しんじろうもうれしい!?」

「お、おうっ！　それは、とてもめでたいことであるなー!!」

「もう、へ・ん・た・いっ！」

　押しのけるようにして白亜をソファーへと押しやった茉愛は、

「やっぱり男の子って、おっきいおっぱいなのね……」

　地面に降り立ち、踊おどるようにくるくる回りながらすとんと《亜麻色の子狐フオツクス・フラツクス》を見つめ続ける《おっぱい委員》の隣に腰こし掛かけ、

「やっぱり男の子っておっきいおっぱいなのねっ!?」

　すぐに立ち上あがり、真次郎へと詰め寄った。

「そ、そこから繰くり返すのかっ!?　だめだろ！　おまえもう自分の部屋に帰って寝ろよ！　もう調ちよう子しもだいぶいいみたいじゃねえか。そうだ、なあ白亜！　今日は茉愛と一いつ緒しよに寝てやってくれよ！」

「い、いやよ白はく亜あとだなんてっ！　なんであたしがこんなばかおっぱいと一いつ緒しよにねなきゃいけないの!?　あんた、あたしのこの急成長が目に入らないの？　このあたしを今までと一緒にしないで！　あたしはもう、子供じゃ……ないのよ？」

「だ、だったら一人で、眠ねむれるな？」

「そっ！　それとこれとは話がちがうのっ！　今日はあたしここで寝ねるのっ！　ね、いいでしょ？　しんじろう……？　なんだか今日は、ほんとうにそうしてほしいの」

「い、いや、でもだな茉愛まちかっ……！」

　どうやって、この、本当は心に傷を負ってしまっている《亜麻色の子狐フオツクス・フラツクス》を説得しようかと真しん次じ郎ろうは言葉に詰つまる。そこへ、

「茉愛は怖こわくて一人で眠れないの？」

　横よこから問いかけてきたのは三みつ峰みね白亜。あいかわらず白いシャツをボタンも留めずに、リボンで留めて羽は織おっただけの、そんな《おっぱい風紀委員》に、

「ね、眠れるにきまってるじゃないっ！　ただ、今日は、なんていうか……。……ねえ、白亜？」

「どうしたの？　茉愛」

「なんであんたは、こんなおんぼろの寮りようでも一人でも眠れるの？」

　逆にこくびを傾かしげる亜あ麻ま色いろツインテ少女。

「もう、大人だから」

「あ、あんただってまだ十じゆう六ろく歳さいじゃないのよっ！　あたしと六歳しかちがわないのよっ!?　あんたが大人だったらあたしだってもう大人よっ！」

「いやっ！　それはいくらなんでも無理があんだろっ!?」

　がしかし、いきりたつ茉愛は真次郎なんておかまいなしに白亜に食ってかかり、そこでふと、

「……もしかして、そのおっぱい？」

「は？　ど、どうした茉愛！」

「しんじろうは黙だまってて！　ようやくわかったわ。原因は、それねっ！　だってちょっとどう見たっておかしいものその大きさ！　ちょっとなによ、おっぱいが大きいと、いいことだらけじゃないっ！　ねえしんじろう！　あたしのもどうにかしてよっ！　あたしだってそれさえあればもう、かんぺきなんだからっ!?　ね、どうやったら白亜みたいに大きくなるの??」

「そ、そういうのは白亜に聞けよっ！」

「それも、そうね……。じゃあ、しんじろう……？」

　きらりと光ったように見えた、茉愛の青い瞳ひとみに、

「え……？」

　真次郎はどうも、とっても嫌いやな予感がしたのだ。




　　　　♥




「さて、あのじゃまものがいなくなったところで……」

　亜あ麻ま色いろツインテの茉愛まちかはぱんぱんと手を払はらう。

　なにしろ彼女は嫌いやがって抵てい抗こうした真しん次じ郎ろうに、『たしかランドリールームにみんなのぱんつがたくさん干してあったはず！』という情報を渡わたし、『なんだそれは！　別にどうでもいい！』と照れる彼を部屋から追い出し、彼の屋根裏部屋を占せん拠きよ。

　それからおもむろに、

「白はく亜あっ！　きょうこそ、はくじょうしてもらうんだから」

　奇き妙みようなガラクタ装置に囲まれた主あるじなき屋根裏部屋で、《おっぱい風紀委員》に──というより、彼女の爆ばく乳にゆうに指を突つきつけ、問い詰つめる。

「なんであんた、そんなにおっぱいが大きいのっ!?」

　だが、きょとんというか、ぽやんとした表情のまま、白亜は小さく首を振ふり、

「なんで大きくなったか、わからない」

「わ、わかんないですってっ!?　……そ、そんなのうそよっ！　ぜったいなにかやってるでしょ??　ね？　やってるんでしょ？　た、たとえばだけど──」

　亜麻色ツインテの少女は必死に、そしてついには、なぜか懇こん願がんするように、

「──白亜は、……牛乳とか、飲んでる？」

　白亜の顔かお色いろを、うかがった。すると、

「いつも飲んでる」

「や、やっぱり!!　やったっ！　それってまちがいじゃなかったんだっ！」

　茉愛は思わずうつむき加減で激はげしくガッツポーズ。

　──この行動の意味を、傍かたわらで見ていたシベリアンハスキーの《第二種リラクゼーション案件》オーベロンは知っている。前に彼女──オーベロンはヅカ系のメスである──は、真次郎と一いつ緒しよに見てしまっているのだ。この少女が、こっそりと厨ちゆう房ぼうの片かた隅すみでミルクをかぷかぷ飲んでいる所を。そして──

「他には？　ねえ、ほかにはどうやったらおおきくなるのそのおっぱい！」

「あと、揉もむと大きく、なる……？」

「は、白亜も揉んだりしてるの!?」

「（首をふるふる）揉んだりは、してない」

「……ッ!?」

　うろたえる茉愛。そう、オーベロンは、牛乳を飲み干した亜麻色ツインテの少女が、がんばって自分で胸を揉んでいるところも、真次郎と一緒に……

「茉愛まちか、あなた、もしかして……」

「も、もんでるわけないじゃないへんたいっ！　……あ、あんたこそ、自分でもんでないのに、なんでそんなおっぱいなのよっ！　……ま、まさか、」

《アクア寮りよう》最年少の少女は白はく亜あの指し摘てきを顔かおをピンク色に染めながら必死に完全否定。しながら話を逸そらそうと選えらんだその想像に、茉愛は自分自身で愕がく然ぜんとしてしまう。

「まさか、真しん次じ郎ろうに揉もまれたり、して……？」

「そういうのは、よくあるかも？」

「ほ、本当……？　し、しんじろう……の、へんたいぃぃいいっ！」

　ここに真次郎本人がいたら盛大に否定したはずである。

『ち、ちがうだろ白亜ッ!?　それはおまえが勝手に押し付けてくるのを、俺おれは押しのけようとしてるのであって……ッ！』

「茉愛も、揉んでもらう？」

　が、ここにはあの、頑がん迷めいな首くび輪わの少年はおらず、

「た、たのめば、しんじろうはあたしにそういうことしてくれるに決まってる……っ！　だって、あたし、あいつの彼女だもんっ！　……でも、そ、そんなこと頼たのめるわけないじゃないっ！　そんな、……だって、それだとへんたいみたいじゃないのよ……っ！　……ねえ、で、でも、じゃあ、どうすればいいの……っ？」

「真次郎に頼まなくても、茉愛のちいさなおっぱいを揉んでもらえる、いい方法がある」

　この《寮》は、どうやら亜あ麻ま色いろツインテの少女を、どこまでもあさっての方向へ導みちびいてしまうらしい。




　　　　♥




　一方そのころ、屋根裏のカラクリ部屋の中ではとんでもない提案が実現しようとしていることなんて想像すらできていない真次郎。

「くそ……あいつらなにやってんだ……？」

　彼はふて腐くされたように、自室に通じる梯はし子ごの下した。倉庫の床ゆかにあぐらを搔かいて、茉愛と白亜のお呼びを待っている。

「勝手にいろいろ、部屋の装置をいじくり回してんじゃねぇだろうなぁ……」

　それだけは勘かん弁べんしてくれよ……？　とソワソワ気味に天てん井じようを見み上あげていると、




『……あ、あのォ……』




「ひぃおおッ!?」

　突とつ如じよ背後から細い声を掛かけられ、振ふり向いた先にいたのは、

「あ、ゆ、ゆうこさん……ッ？」

　トイレで出くわした幽ゆう霊れいの少女だった。修道女姿の幽霊という、ありがたいのだか罰ばち当あたりなんだかよくわからないゴースト少女は、茉愛まちかのしでかした失態の後あと、あまりのいたたまれなさに搔かき消えてしまっていたハズなのだが──

「あの時、成仏したんじゃ、ないのか……？」

『な、なんでアレで成仏できるんデスカ？　いえ、それよりモ……』

「ん？」

『あの、あなた、もしかして、「お坊ぼつちゃま」デスカ……？』

「……は？」

　突然放たれたその言葉に、真しん次じ郎ろうの胸の中の一番重い扉とびらが、ばくんと内側から揺ゆれ動き、




「あ、ひょっとして、あ、あっ！　ルリか!?　おまえ、ルリアーナなのかッ!?」




『やっぱりデスカ！　お、おひさしぶりデス……っ！』

　ぎゅっぎゅと二人は再会の握あく手しゆを交わす。

「『ゆうこさん』とか言うからとっさに思い出せなかったじゃねえか……って、なんでおまえ、そんな名前に？」

『あの白はく亜あサンが、とっさに自分の名前を思い出せなかったワタシに、つけてくだサッテ……』

「名前を思い出せなかった？　まあ、無理も無いかもしれねぇけど……」

『ハイ、住人の方もだいぶかわってイマスし……。そうだお坊ちゃま、お兄様達たちハ??』

「い、いやっ、実は俺おれも最初混乱したんだが、この屋や敷しき、なんだかとんでもねーところに移い築ちくされてんだよ！　で、俺がここにいるのは、なんていうか……すげー偶ぐう然ぜん？」

『い……移築デスカ!?　じゃあここ、今はハニュー家の敷地じゃないんデスカ？』

「ああ、ここ実はすげー山やま奥おくで……。……俺も、最初はなにかの冗じよう談だんかと思ったんだけど……。くそっ、そこんとこを改めて考えると、どうもイヤな予感だけしかしねぇ……。結局俺は、あそこからぜんぜん逃にげ切れてねぇんじゃねえかって……」

『なにが、あったんデスカ……？』

　修道服の幽霊が真次郎の隣となりにすぅっと移動してくる。と同時に、




「真次郎、用意できた」




　がたんと梯はし子ごの上うえ、屋根裏部屋に通じるフタが開ひらいて白亜が姿を見せる。

「ま、まあそれはおいおい話そう!?　今は、あいつらと仲良くやってくれ！」

『ハ、ハイ……っ！』

　返事と共にゴースト少女は首くび輪わの少年の前から姿を消し、

「早く上うえに上あがってきて？」

「お、おうっ！」

　真しん次じ郎ろうはとっさに姿を隠かくした『ゆうこさん』の方向に向かって手を上げ、ゆっくりと梯はし子ごを登って自分の部屋に戻もどってくる。

「そ……そういや、白はく亜あと茉愛まちかは二人でここで、なにしてたんだ……？」

　彼が、スタスタと部屋の中央へ歩む白亜の背中に問いかければ、




「真次郎、今夜はとてもいい『マシュマロ摑つかみ取り大会』びよりね」




「……は？　まて白亜、なんだ突とつ然ぜん。マ、『マシュマロ摑み取り大会』……？」

　真次郎は思わず《おっぱい委員》の爆ばく乳にゆう的てきふくらみを見つめて、そう言ってしまう。

「さあ、真次郎も拍はく手しゆ」

　ぱちぱちぱち……と手を打ち合わせる白亜の様子に、「あ、え……？」と戸と惑まどう首輪の少年も、ぱち、ぱち、ぱち……とつられて手を打てば、

「真次郎選せん手しゆ、意気込ごみの程は？」

「も、もう少し……！　もう少し説明してもらっていいか!?」

「『マシュマロ摑み取り大会』」

　ボタンを一つも締しめていないのに、首元のリボンだけは綺き麗れいに整ととのえられた白いブラウスを羽は織おる《風紀委員》は、改めて真次郎に向き直る。

「お、おお……頼たのむ！　説明していただかないと全然ついていけねぇので……。ついでに、ソファーの前のテーブルに置かれた、その中ちゆう途と半はん端ぱな大きさの凸とつ型がたの箱はこについても教えてもらっていいか？」

　こくり。うなずいた白亜は、両手でなにかを描かくように動かし、

「マシュマロを──」

「……う、うん」

「つかみ取り──」

「なるほど……？」

「大会」

「………終わりかッ!?　説明じゃないだろそれは!!　マシュマロを俺おれにつかみ取りさせたいのはわかったよ！　おまえには俺にそれをさせたい強い意志があるんだな!?　……で、このよくわからん凸型の箱の中にマシュマロが入っているわけだ……！」

　こくり。

「なにその『伝わった』みたいな満足顔がお！　伝わってないから！　俺おれが頑がん張ばったんだよ今のは！」

　言いながら凸とつ型がたの箱はこに近寄れば、凸型の上面、一番高い部分に丸い穴が開あいているのが見てとれ、

「ここから手を入れて、マシュマロを摑つかめばいいっぽいのは、なんとなくわかるんだが……」

　真しん次じ郎ろうはふと、自分のカラクリ部屋を見回してみる。

「ところで、茉愛まちかはどこいった？」

　がたんっ！

「茉愛なら、眠ねむくなったから自分の部屋に戻もどるって、さっき出ていった」

「いや待て！　おまえも見たよな！　今この変な箱が確たしかに『がたんっ！』って一いつ瞬しゆんちょっと浮うくぐらい動いたの！　……おい、この中に入ってんの、本当にマシュマロだけなんだろうな!?」




　間。




「おい、なんで固まってるんだ白はく亜あ!?　おいオーベロン！　おまえは知ってるはずだよな！　え？　なに？　『はやくマシュマロ食べたいワン！』って！　なんだよその語ご尾び！　おまえ今まで一度も『なんとかだワン』みたいなイヌっぽいコト言ったことないよなッ!?」

「この中にはマシュマロだけしか、入ってない」

「ウソつけ白亜ッ！　これ、絶対なにかドッキリ的なヤツだろ！　だってこの箱そもそも形がおかしくないか！　おまえら結けつ託たくして俺になにかマシュマロとかいいつつ別のなにかを触さわらせるつもりだろ！　つうかこの状じよう況きよう！　絶対こん中には……ッ！」




　ごくり……っ！




「ザリガニかッ!?　ザリガニとか入れただろ甲こう殻かく類るいッ!!　絶対中に入れた俺の手を挟はさむつもりだやめろぉ白亜ぁぁあッ！　俺を羽交い締じめにするなッ！　どうしておまえ、ほっとしたような、それでいて俺をばかにしたような、そしてこれでもう大だい丈じよう夫ぶ的な表情で俺に取り付いてくるんだーッ！　いくらおまえがいつもポーカーフェイスだからってわかっちゃうんだからなそういうのっ！　つうかそれより俺にくっつくな！　おまえは羽交い締めとかしちゃだめだからッ！　ち、力が……抜ぬける……っ！」

　ついに真次郎はそのまま床ゆかに膝ひざをつき、

「わかったから！　従うからやめろ……！　くッ！　いいこいいこをするなぁ！」

「『マシュマロ摑つかみ取り大会』」

「わかったから……ッ！　おまえさっきからソレしかセリフなくていいな！　もうそういうことでいいから俺おれがマシュマロをつかんだら、おまえも部屋に帰れよ？」

　ザリガニに指を挟はさまれて「痛いてててーっ！」的なハプニングの方が、もはや何倍も平和だと悟さとりはじめてしまった真しん次じ郎ろうは、それでもちょっとドキドキしながら、どうにも不自然な凸とつ型がた箱ばこの中にそろそろと手を入れ始める。

「ん……？　予想に反して……なにも、無くないか……？　ザリガニか……もしくは本当にマシュマロが中にたっぷり入ってると思ったんだが……」

　ついに首くび輪わの少年の腕うでは肩かたのあたりまで箱の中に入っている。そして、

「ん？　これか？」

　底の方。真次郎がそこにあったなにかに、ぺたりと触ふれた瞬しゆん間かん、




　がたたんッ！




「うおおおあああッ!?　……な、なんだ!?　いまのなんだ!?　マシュマロっぽくはあったが！　って、えええッ!?　おい白はく亜あッ！　なんで、俺を部屋から、追い出すんだよぉぉおおッ！」

　用済みとばかりに、真次郎は梯はし子ごの入り口から階下にどがががッっとずり落とされ、ばたん、がちゃりと落とし蓋ぶたが閉められると、

「茉愛まちか、どう？」

　振ふり返った白亜は、凸型の箱の中から出て来た少女──

「ううぅう……ほんとうにこれでいいの……？」

　裸はだかの上半身の胸を抱だきしめた亜あ麻ま色いろツインテの茉愛に尋たずねる。

「測ってみる？」

「う、うんっ」と頷うなずく茉愛の背後にまわり、白亜は、真次郎がいつもなにかしている作業台から、彼がメジャーの代わりに使っていたとおぼしき刻み目の書き込こまれたヒモを手に取り、少女の胸囲を測ってみる。

「どうなの？　白亜……」

「育ってる」

　自分のしでかしたことになかば後こう悔かい、自じ己こ嫌けん悪おぎみに肩を落としていた亜麻色ツインテの少女は、その瞬間、

「う、うそ！」

「さっき同じように測った時より、三センチ、大きくなってる」

　ぱぁあっと神々しいくらいに青い瞳ひとみと全身を輝かがやかせ、

「ほ、本当……？　ここ？　このメモリのところ？　や、やだ……ほ、ほんとうに、さんせんち……そんなにも、そんなにも、育ったって……、はぁぁぁああ……んっっ！」

　頰ほおを染めて大だい興こう奮ふん！　茉愛まちかはくねくねぺたりと床ゆかに腰こしを下おろしてしまう。

「茉愛……？」

「も、もう一回……」

　それはアクマの囁ささやきか。少女の異変にこくびを傾かしげ、腰を屈かがめるようにして茉愛をのぞき込こんできた《おっぱい風紀委員》に、

「もう一回、しんじろう連れてきてっ！」

《亜麻色の子狐フオツクス・フラツクス》大おお野の原はら茉愛は歓かん喜きの追加注文リクエスト。その瞳ひとみは果てない未来しか見ていない。

「わかった。真しん次じ郎ろう、お願ねがいできる？（落とし蓋ぶたを開あけて、階下をのぞき込みながら）」

「はやいーっ！　白はく亜あまって！　まだあたし隠かくれてない！　いま箱はこの中に入るから！　まって！　まって……っ！　きゃぁぁぁ……っ！」

「ん？　どうした白亜」

　間かん一いつ髪ぱつ、もぞもぞと茉愛が凸とつ型がた箱に再び潜もぐり込むのと入れ違ちがうように、真次郎が屋根裏部屋に上あがってくる。

「真次郎、もう一回」

「もう一回ぃっ!?　や、やだよもう俺おれ！　未知に対するストレス半はん端ぱねぇんだぞコレッ!?　第一、本当にこれ、触さわっても平気なものなんだろうな……？」

　再チャレンジを求めてくる白亜に、真次郎がびくびくしながら尋たずねると、

「大だい丈じよう夫ぶ、罪には問われないと思う」

「罪ってなに!?　え？　俺が？　問われるの？　罪に？　なんでだよッ!!　俺は今んとこよくわかんないけど被ひ害がい者しやなんだぞ!?」

「いいから、はやく」

「無理無理無理！　実際怖こわいッ！　おまえもやってみろ！」

　全身で背中を押してくる白亜から逃のがれるように身体からだを反らしながら真次郎が訴うつたえれば、

「私がやったら、真次郎もする？」

「そ、それとこれとは……ッ！　……って、……ん？　んんっ？　ま……まあ、でも、白亜がやってなんともなかったら、俺もやっていいのか……？」

「わかった」

　頭あたまを捻ひねって状じよう況きようを吞のみ込もうとする真次郎を横よこ目めに、《おっぱい委員》白亜は着ているブラウスの袖そでをまくって、凸型箱のてっぺんの穴から腕うでを入れ、もぞもぞ……もぞ、……もぞもぞ、もぞもぞもぞ……

「お、おい、時間、長くないか……？」

　もぞもぞ『……んっ』もぞっ『んんんっ……！』もぞり、もぞり『んはっ……んんっ！』

「おいなんか変な声みたいなの聞こえて来てんだけどッ！　おい、もうやめろ白亜！　手を抜ぬけ！　よくわからんがやめてやれっ!!」

　真しん次じ郎ろうはがばっと白はく亜あの肩かたに取り付くようにして、ぐいぐいと《おっぱい風紀委員》の腕うでを箱はこの中から引き抜ぬく。そして一仕事を終えたように「ふぅ」と息をついた白亜は、

「さあ、真次郎」

「マジでぇ!?　……ま、まぁ、危険は、ねぇんだろうけど……！」

　首くび輪わの少年を促うながし、背中をぐいぐいと色々なもので押された真次郎は、しかたなく再び凸とつ型がたの箱の中に腕を挿そう入にゆうする。

「し、しかし……、これはいったい、なんなんだ……？　……お、やっぱり、この、なにか、むにゅむにゅしたものが……お、おい！　箱ががたがた揺ゆれてないか？」

「そんなことない」

「いや！　ぜったい揺れてる！　おい、ほんとにこれなにが入ってんだっ!?　俺おれの手の動きに、合わせるように……ッ！　って、もうなんか、俺も限界でいいかっ!?　なんかすごい罪悪感が、コズミック的な罪悪感が……ッ!!」

[image: ]

「じゃ、外に出てて」

「だからなんで、一回一回部屋から外にぃぃぃッ!?　ここ俺の部屋なんだぞッ！　そ、それを──ッ！」

　ごがどどどどッ！　とずり落ちていくような轟ごう音おんを立てて階下に消えて行く真次郎を確かく認にんし、

「どうだった？」

　白はく亜あはさっそく、箱はこの中から這はい出してきた茉愛まちかに尋たずねるのだが、

「い、いいから白亜っ、はやく測りなさいよぉぉぉぉおおおっ……！」

　血走った目で、今はそれだけを求める亜あ麻ま色いろツインテの少女にうなずき、《風紀委員》が素早く測る少女の胸囲は、

「さあ、今回はどのくらい育ってるのっ!?」

「プラス、三センチ」

「ほ、本当に、また……っ!?　……す、すごい……っ！　ちょっと、それ自分でもはかってみる！　かしてかして！」

　茉愛まちかは白亜からはかりヒモを受け取ると《おっぱい委員》に背を向け、メモリが刻まれたそれを自分の胸に巻き付けながら、

「こ、これで……あたしもみんなとおんなじように夜だって怖こわくないし、しんじろうだって、あたしを、もう子供あつかいなんて、しなくなるはずっ！」

　そしてきゅむっと身体からだにヒモを巻き付け、そのままじっと胸元を見つめている亜麻色ツインテの少女に白亜が、

「どう？　茉愛」

　声をかければ、




「……ね、ねえ……白亜……？　これ、どうやって、測ったの……？」




　少女の瞳ひとみは、なぜか妙みように平板な色しき彩さいを帯びていた。

　その元げん凶きようは茉愛の手元にあるようだった。どうやら、その指先に絡からまったメジャー代わりのヒモが、みょんみょんと引っ張ったら引っ張っただけ、伸のび縮ちぢみしていて──

「普ふ通つうにぎゅって、巻き付けて」

「ぎゅって……って、じゃあ、しんじろうが部屋にくるまえに、測ったときは……？」

「こういう風」

　その、いわゆる目盛りの刻まれたゴムヒモを茉愛から受け取った白亜は、少女の胸にむにゅーっと、伸ばし気味にそれを巻き付け、

「一回目の、あとは……？」

「こんな感じ」

　茉愛の問いに、今度は手加減したように、緩ゆるめにゴムメジャーを茉愛へと巻き付ける。

「は、測れてなぁいっ!!　あんた二回目もそうやってふわっと巻き付けたじゃないッ!!　それだと最初はぎゅーって引っ張って測ったから小さくて、だんだん緩めたから大きくなったようにみえただけじゃないのよばかおっぱいっ！　……じゃ、じゃあこれ、あたしの胸、ひょっとして育ってなんか……、だって、そんな……、あたし……あ、あんなに、されたのに……っ!?」

「茉愛まちか、もう一度、測りなおす？」

「だっ、だめぇぇーッ！　だめよ！　そんなのぜったいだめッ！　そ……育ったのっ！　あたしの胸は育ったからっ！　そ、そういうことでいいじゃないっ！　こんなの見た目じゃわからないんだもんっ！　だって……そうじゃないと、あたしがもたないっ!!　ね？　だから育ったってことでいいじゃない！　だってあたしは満足してるもんっ！　お願ねがいだからもう放っておいてーっ！」

《おっぱい風紀委員》が伸のばしてくる手から飛び退のき、ソファーの上うえで威い嚇かくするように《亜麻色の子狐フオツクス・フラツクス》、茉愛が白はく亜あと対たい峙じした、その時、




「お、おい、どうしたーッ！」




　がたーん！　と落とし蓋ぶたを跳はね上あげて姿を現したのは首くび輪わの少年、

「し、しんじろうっ!?　あんた、なんで入って……！　か、鍵かぎはッ!?」

「閉めなかったのはおまえらだろっ！　つうか、下したで待ってたらぎゃあぎゃあ騒さわいでっから、なにしてるかと思えば……、……なに、やってんだ？」

「な、なんだっていいじゃないっ！　向こうむいててっ！」

　どこから現れたのか茉愛が再び部屋に姿を現しているかと思えば、胸を手で隠かくしただけの半はん裸らだわ、白亜はそんな亜あ麻ま色いろツインテに向けて両手を構えているだわで、

「へいへい、わかったよ……」

　めんどくさくなった真しん次じ郎ろうは両手を挙げ、素直に二人へ背中を向ける。

　そして「ふぅ～っ」と溜ため息いきを吐ついて、

「ん？　なんだこのヒモ」

　ふと、所在なげにうつむいた真次郎は足あし下もとにしゃがみ込こみ、一本のヒモを拾い上げる。

「あ、そ、それは……っ！　なんでっ!?　……あ、さっき白亜から逃にげたときに、そっちにっ！」

「なんでこんなところにコレがあるんだ……？」

　真次郎はしげしげと、さっきまで茉愛が胸に巻いていたヒモを眺ながめ、

「これ、本物が手に入らなかったから自分で作ったなんちゃってメジャーなんだよなぁ……。ははは、でもこれ、実はゴムヒモで、びよんびよん伸のび縮ちぢみしちゃってちゃんと測れなくてさー、役に立たないでやんの。……はぁ、やれやれしかたねえ、これは今度、俺おれのぱんつのゴムヒモにでもリサイクルするってことで……、んっ？（妙みような気配に背後を振ふり向き）おいおいどうした茉愛。だめだぞ？　そんなモンキーレンチなんかを振りかぶったりしたら、危ないぞ？」

　次の瞬しゆん間かん、茉愛まちかの姿が首くび輪わの少年の前から、フッと消える。

「うぉおおおおッ！　なんだってんだぁぁあおおおおおッ！」

　羽生はにゆう真しん次じ郎ろうの防ぼう御ぎよ装備、この時、ゴムヒモ一本……ッ!!
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「しくしく泣いてるの？　真しん次じ郎ろう」

「そ、そんなわけ、ないだろぉぉ……っ!?」

　けれど首くび輪わの少年は目元をとっさに袖そでで拭ぬぐって叫さけんだのだった。正直、白はく亜あの言う通り本当は涙なみだがちょちょぎれていたのだけれども。

　真次郎の視界に映る《アクア寮りよう》の玄げん関かんホールがセピア色に見えているのは、その古さが原因ばかりではなかった。

　鼻の奥おくの方だって、今もまだちょっとちゅんちゅんしている。

　彼の心はその時、まだ孤こ独どくの荒こう野やにあったのだ。

「なぜ？　なぜなんだ……??」

　──真の寂さびしさはひとりぼっちの時に来るのではない。

　今、まさに玄関に立ち尽つくしている自分が置かれているような、白亜や茉愛まちか、その他周囲に数多くの寮生がいるにもかかわらず、みんなが腫はれ物に触ふれるようにこちらを遠くから見つめている時に、真の孤独とはやって来るものなのだ……！

「なんで俺おれだけ、じゃんけんに勝てない……ッ!!」

　しかも少女たちは顔がん面めん蒼そう白はくに近い真次郎を見てはクスクスと、まるで嘲あざけるかのように嗜し虐ぎやく的てきな笑みを浮うかべこちらをみている……！

　四十九戦して全敗。

　急きゆう遽きよ開かい催さい、玄関ホール半周を競きよう技ぎ場じように見立てた『じゃんけんぽん！　ぱいなつぷる！』『じゃんけんぽん！　ちよこれいと！』でおなじみの、なぜか始まった『ぐりこのおまけ』大会において、

「こんなの……悲ひ惨さん過ぎんだろ……っ！」

　既すでにゴールしている寮生が大半である中、真次郎はいまだ、スタート地点の玄関前から一歩も動けていなかった。これはむごい！　クスクスクスクスクスーっっ！

「おいなんか言えよおまえらぁっ！　さっきからクスクス遠巻きに笑いやがって！」

「そんなの、あんたがじゃんけん弱っちいだけなんじゃない？」

「容よう赦しや無いなおまえェッ!?」

　玄関ホールの奥、『ぐりこのおまけ』ゴール地点である壁かべ際ぎわの暖だん炉ろの前で悠ゆう然ぜんとソファーに座り、ゆっくり紅茶まで嗜たしなむ亜あ麻ま色いろツインテの少女、大おお野の原はら茉愛のこの言いぐさ！

　真次郎は思わず、

「まさかおまえら、これがあの『願望デザイアストーン』で手に入れた力なのか!?」

「はぁ？　なに言ってんのしんじろう？」

「まったくですー。どうしてせっかく手に入れた『願望デザイアストーン』を、こんなことに使わなくちゃならないんですかー？」

　そう言って、呆あきれた瞳ひとみでこちらを見つめる茉愛まちかの隣となりで、ペンダントの先に付いている綺き麗れいな石をぷらぷらさせているのは寮りよう生せいの一人、《爆発は芸術だアルケミスト》の他称レツテルを持つ神じん保ぼ原はら純じゆん銀ぎんだった。

　銀ぎん縁ぶちメガネに白衣っぽいパーカーの少女は、まるで無意味な化学反応を観かん察さつするような瞳で真しん次じ郎ろうを眺めつつ、

「っていいますかー、助手君はこの宝石をなんだと思っているんです？」

「俺おれが苦労しておまえらを案内して採って来た石だと思ってるよ！」

　当初、寮生の中の四人だけが持っていた『願望デザイアストーン』は、あれよあれよという間に寮内にその噂うわさが広がり、その後、真次郎は何度も他の寮生も小川に連れて行っては小石を拾うはめになっていたのだ。その苦労、推して知るべし！

「でもだって、じゃあこれをどう説明するんだよ……っ！　こんなに連敗するなんて、いくら運うん頼だよりのじゃんけんだって確かく率りつ的てきにも有り得ないだろッ！　五十回近くはやってんだぞ!?　それなのに俺がチョキを出してもグーを出しても、なぜおまえらに一度も勝てない……ッ!?　一度も……一度もだ……ッ！　俺だって、少しはここから動きたいのにッ……！」

「見苦しいぞ羽生はにゆうのっ！　キミのような女々しいやつはそこにずっと立っていればいいんだ！　なんなら後あとずさることは許してやろう。そのまま後うしろ歩きで玄げん関かんから外に出て行ってコンドルのような大きな鳥に攫さらわれて行方不明にでもなんでもなってしまえ！」

「ちょ……ひ、酷ひどすぎんだろ結ゆい！　これ以上敗者に鞭むちをうつんじゃない……っ！」

「な、馴なれ馴れしく僕ぼくの名前を口にするなっ！」

　びしりと真次郎に閉じた鉄てつ扇せんを向けるのは、大和やまと撫なでし子こ然とした和装の寮生、竹たけノの塚つか結。

「そもそもキミのようなケダモノじみた男子が屋根裏部屋から寮内に出てくること自体、僕は許可してないんだからな！　そんな汚い恰かつ好こうでキッチンに近づくなんて以もつての外だ！」

「こらこら結ちゃん、真次郎くんをそんなにいじめちゃだめじゃない」

　ヒートアップする和装のかんざし娘むすめは、物もの憂うげな雰ふん囲い気きを持つモカ色ロングメイド服の寮生に寄り添そうようにして取りなされ、

「ね、真次郎くん？　お洋服のことでなにかあったら、いつでも相そう談だんしてね。用意してあげるから」

「い、いやっ！　服のコトは俺はなにも言ってない！　俺はジャージで満足してる！　だってぬいめが作ってくれるのって全部女物か、着た瞬しゆん間かん弾はじけ飛ぶ服とかしかねーじゃねーかっ！　俺にはそういう趣しゆ味みないっつってるのに……っ！」

　真次郎は《織り姫オーダーメイド》の他称レツテルを持つメイド服の寮生、曳ひき舟ふねぬいめの憂うれいを帯びた笑え顔がおにたじろぎながらも、それを振ふり切るように訴うつたえる。

「つうか、もういいだろ『ぐりこのおまけ』は！　俺の一人負けなんだからおしまいにしようぜッ!?　なっ……？」

　ほとほと勘かん弁べんしてくれ面ヅラの真しん次じ郎ろうは、たくらみ顔がおでこちらを見つめ続けてくる周囲の寮りよう生せい達たちに視し線せんを巡めぐらせる。しかし、それを待っていたかのように、

「ええええーっ！　最後までやろうよ真しんちゃんっ！　美み叶かもまだゴールしてないんだしっ！　にひひひひ……、もーほんとに楽しいねーっ！」

「いやだから楽しくねーよッ！　美叶おまえ、まだまだ俺おれをネコみてーにいたぶるつもりだろ！　なんのイタズラなんだよこれは……！」

　ショートカットでたくらみ笑顔をキラキラさせている寮生、世せ良ら田だ美叶の言葉に自分の置かれた立場を再び思い知らされてしまう真次郎。《おふざけ莵バニートラツプ》の他称レツテルを持つ彼女は、わざと真次郎とあいこになるような手を出し、勝ちを延ばしておちょくっているようにしか思えない。

「なあおまえら、もうこんなコトより真面目にお掃そう除じの続きをしよう??　中断して一いつ緒しよに遊んじゃった俺も悪かったけど、これでサボりを見つかって《寮長》の牡ぼ丹たんに怒おこられたら俺もう立ち直れない……！」

「はぁぁ……、ねえ白はく亜あ。そろそろあんた、しんじろうに種を明かしたほうがいいんじゃない？」

　ここに来て《最年少》の茉愛まちかも、涙なみだ目めになっている少年の様子がそろそろヤバイんじゃないかと察し始めたのか、それともだんだん飽あきてきてしまったのか、ともかくホールの奥おく──そこに控ひかえていた三みつ峰みね白亜に場を譲ゆずるような視線を送る。

　冒ぼう頭とう──みんなが言い出せなかった真次郎の涙目状態を「しくしく泣いてるの？」と堂々と指し摘てきしてきた《風紀委員》三峰白亜は、けれども、

「？」

　本日もブラウス一枚という出いで立ちのまま、きょとーんと相変わらず茉愛を見つめるばかりで。

「だから、あんたがじゃんけん強いってことを、しんじろうに教えてあげてっていってるの！」

「すればいいの？　真次郎とじゃんけん」

「えっと……そうね。それがはやいんじゃない？」

「真次郎、じゃんけん」

「は？　ま、待て！　なに？　なんで俺がここで更さらに白亜とじゃんけんしなきゃなんだよ！」

　要領を得ない白亜と茉愛の会話と、その矛ほこ先さきが向いてくる不安感、そして突とつ然ぜんのじゃんけん要よう請せいに大いに戸と惑まどう真次郎。だが、白亜はためらいなく、

「じゃん、けん」

「おおお容よう赦しやなしかッ!?　……っぽん！　……ぽんッ！　ぽんッ!!　……、すまん白亜、もう一回頼たのむ。……じゃんけん、……ぽん！　ぽん！　ぽんッ！　おおおい！　なんだこれ！　なにやっても勝てないぞ……ッ!?」

　ムキになって勝負を挑いどみ続ける真しん次じ郎ろうは、その結果に啞あ然ぜんが止まらない。

「ぽん！　ぽん！　ぽぉぉぉおんッ!!　なにこれシュール過ぎる!!」

　真次郎が続けて何度もグーを出そうが、と思わせてチョキからまたグー、それからパーを出したとしても、フェイントもなにも関係なく、的てき確かくな勝利を収め続ける三みつ峰みね白はく亜あ！

「なんだ!?　なにが起こってるッ!?」

　さすがの真次郎もだんだん怖こわくなり始め、

「まさか白亜、俺おれが次になにを出すのか、わかるのか……？」

　こくり。頷うなずいた白亜は、

「相手の目を見れば、だいたいわかる」

「な……なんだそりゃッ！」

　瞬しゆん間かん、真次郎の背筋が総毛立つ。

「いや、そういえばおまえ、出した俺の手じゃなくて、ずっと俺の目を見てる……ッ!?　じゃん、けん……ぽんッ！　ぽん！　うああああッ！　なにこれこえええッ！　……って、そういうことなのかッ!?　おまえら……白亜のこれを知ってて、俺に『ぐりこのおまけ』を仕し掛かけて来たのか!?　だからおまえら白亜の方をチラチラ見ながらじゃんけんしてたのかッッ！　あいつに俺の次の手を教えてもらいながら……！」

　と真次郎が寮りよう生せいを問い詰つめようと一歩、どさくさにまぎれてちゃっかり踏ふみ出そうとしたその時、




「ただいま戻もどりました」




「んん……っ!?」

　急ブレーキを掛けた真次郎は背後を振ふり向く。微かすかな風の流れは扉とびらから流れ込こむ気流。開ひらいた玄げん関かんから姿を現したのは、

「あ、牡ぼ丹たんっ！　凜りんっ！　おかえりッ!?」

《寮長》と、その隣となり、彼女のお供をしていた《忍しのび》であった。

「聴きいてくれよ二人ともっ！　こ、こいつら酷ひどいんだ！　白亜がじゃんけん強いっつうか、俺の心をもてあそびやがるんだよぉ……っ！」

　真次郎はまるで先生に言いつけるように帰宅したばかりの二人にすがる。

　──ここでいつもの牡丹ならば、

『わかりました真次郎殿どの。勝負はそのまま野球拳けんにして続行させましょう』

　そして凜なら、

『なんでわたし達たちが帰ってくるまで待っててくれなかったんですかぁっ！』

　とでも返ってきそうなもの。だというのに実際、真しん次じ郎ろうへの牡ぼ丹たんと凜りんの反応はといえば、




『『………………────』』




「……ど、どうしたんだ？　二人とも……」

　真次郎は制服姿の牡丹と、ふっくらメイドの凜の様子がおかしいことに、そこでようやく気付く。

　二人はまるで氷水でもかぶったかのように硬こう直ちよく、押し黙だまったままうつむき、その場に立ち尽つくしている。首くび輪わの少年が、そんな少女の気配を訝いぶかしんだ、次の瞬しゆん間かん、

「し、真次郎さぁぁああん……っ！」

「ぅううっ!?　凜ンッ!?」

　ふっくら小こ太刀だちメイドの大きな瞳ひとみから溢あふれる涙なみだは、堅かたい結び目が緩ゆるみ、ほどけて溢れてくる雪解け水のようだった。ぷくーっと目め尻じりに水すい晶しよう玉だまのような膨ふくらみが生うまれ、次々に決けつ壊かいしていく涙の理由。それがまったくわからないことに真次郎は心しん臓ぞうを摑つかまれたように硬こう直ちよく。全身にどっと汗あせが噴ふき出てしまう。だというのに、なおかつふっくら小太刀メイドは、

「うぅう……くぶぶぅ、ひぃい～ん」

「あ、あ、あう……っ？　お、おい、しっかりしろぉ……！」

　目元から滲にじみだし続ける水分でしなしなになってしまったかのように、ゆっくりと真次郎に崩くずれかかってくるのだ。

「どうした、なんだってんだよ凜っ！　おい牡丹！　《寮りよう長ちよう》！　いったいなにがあったんだ？　おまえらどうしちゃったんだよ！」

　前後不覚の泣きべそ小太刀メイドを支えつつ、真次郎は沈ちん黙もくを守ったままの制服寮長にヘルプの視し線せんを投げかける。

「真次郎殿どの……？」

「ひ、ひぃ……っ!?」

　瞬間、少年は凍こおり付く。こんな怒いかりに満ちた牡丹の声、そして表情を彼は見たことがなかった。

「あわわわわ……」

　真次郎はぴっちり制服の影かげ森もり牡丹から、ドライアイスの煙けむりも凍り付くような冷れい厳げんなオーラを全身で感じ取ってしまい、

「すすすすまんッ！　なんかわからんがごめんなさい！　な、なにが望みなんだ牡丹ッ!?　言ってみろ！　か、金か!?　金ならない！　だが俺おれはこの寮からは絶対に出ていかないからなぁぁーっ……!!」

「わたくしは別に、真次郎殿に怒りを抱いだいているわけではありません」

「じゃあなんで牡ぼ丹たんはそっと手を伸のばして俺おれの首くび輪わのサイズを調ちよう整せいするネジを少しずつコリコリと狭せまくしてるの？　なにがあったんだよおまえら……っ！」

「真しん次じ郎ろう殿どのは、わたくしと上かみ熊くま谷がやさんが、今までなにをしに、どこへ行っていたかはご存じですね？」

「え、ええと、たしか、今日は他の寮りようで会かい議ぎがあったんだよな……？」

「その通りです」

「うぐぅーっ!?　正解したのになんでもっときつくなってるぅっ!?」

「本日は月に一度、学園にある寮の寮長達たちが集まり、全体的な寮則の摺すり合わせや、様々な情報交こう換かんをする『寮長会議』が、《青せい澪れい寮》にて行われました」

「《青澪寮》……？　なんか、聞いたことあるな……」

「はい、《青澪寮》はわたくし達がもともと暮らしていた《緑りよく泉せん寮》が火事になった時に、焼け出された寮生の半分が移った寮で、言わば《アクア寮》とは姉妹寮のような所です（コリコリコリ）」

「お、おう……！　ご苦労様牡丹！　充じゆう分ぶんわかったからそろそろ首輪を緩ゆるめるんだ！　結構苦しくなってきているぞ？　これは確かく実じつに頸けい動どう脈みやくとか圧あつ迫ぱくされているな……！　つうかおまえ、こんなストレス溜ためる程、そこでなにして来たんだよ！　なにがあったんだ!?　聞いてやるから言ってみろ！　じゃないと俺があぶない！」

「まだ、わたくしにも、うまく、言えるかどうか、わからないのですが……」

「うぅ、ひっく、ひっく……。き、聴きいてください、真次郎さぁぁあんっ！」

　一層声低く、絞しぼり出すような牡丹の言葉をつないだのは、寮に帰って来て、ようやく落ち着いたからこそ感極まってしまっているふっくら小こ太刀だちメイド。

「わたし達の住んでるこの《アクア寮》が、ぶ……不気味、だって……、みんな怖こわくて近寄れなくて、なんだか、き、気持ち悪いって……言われて……っ!!」

「は、はぁぁあああ……っ!?」

　凜りんの言葉を聞き、困こん惑わくの声を漏もらしたのは真次郎だけでは無かった。

　牡丹と凜の周囲には、今や寮生の多くが集まっており、《忍しのび》の報告にどよめきと当惑の声が広がり始めている。

「どうやら、この寮が避さけられているのは、確たしかなようです」

　凜の言葉を補完するように、《寮長》の牡丹は続ける。

「さらに『寮長会議』は、お茶会や交流会も兼かねており、学園の寮が持ち回りで場所を提供しているのですが……」

　興こう奮ふんして混乱状態だった心にようやく肉体が追いついてきたのだろう。牡丹は努めて声を抑よく制せいし、けれども熱ねつっぽく報告するのだ。

「いずれわかってしまうことですから、ここで、お話しておきます。その予定表にこの《アクア寮りよう》の名が入っていないのです。飛び石作戦です」

「それに、あの鐘かねヶが淵ふちさんが、鐘ヶ淵えりすさんが……！」

　その名に関するのであろう『どよっ』とした寮生の反応に、真しん次じ郎ろうだけが「……っ？」と同どう調ちようできずに取り残され、

「かねがふち……えりす？　そいつが、問もん題だいなのか？」

「鐘ヶ淵さんは、以前の《緑りよく泉せん寮》で、《副寮長》をしていた生徒です」

「……そいつが、なんだってんだ？」

「そうですね……。ざっくばらんに言えば『アクア寮の寮生とお付き合いなんてしたら、カビ臭くささがうつる』と」

「い、言ってくれるじゃないのよぉぉおおっ！」

　最初に激げき発はつしたのは茉愛まちかだった。隣となりにいる白はく亜あのブラウスをぎゅうぎゅうと摑つかみ、《おっぱい風紀委員》に半分抱だきつくようにして亜あ麻ま色いろツインテの少女は憤ふん慨がいしている。

「茉愛とえりすは、前から仲が悪かったから」

　興こう奮ふんする茉愛の頭あたまをよしよしと押さえつけるように撫なでながら、白亜は真次郎に説明する。が、当の真次郎だって、

「そ、そんなの牡ぼ丹たんらしくねえじゃねえかっ！　やられっぱなしに、するなんて……！」

「ちがうんです、牡丹ちゃんは今回、《第二種リラクゼーション案件》をみんなの前で報告して、了りよう解かいを得る立場だったから、反はん論ろんしたり、そういう波風を立てるようなコトができなかったんです……！」

「《第二種リラクゼーション案件》のせいでってことは……、お、俺おれのせいで……ッ!?」

「どうにか、みかえしてやらなきゃ気がすまないわっ！」

「もしかしたら、学園生活にも支障が出てくる恐おそれがあるっていうかー、もう出てるっぽくないですかー？」

「そうですっ！　たしかに古くて気持ち悪くて、夜なんて本当に薄うす気き味み悪いけど、《アクア寮》はとってもいい寮です！　それなのに、それなのにーっ！」

　茉愛や純じゆん銀ぎん、そして凜りんはもちろん、寮生達たちは口々に反論し始める。

「え……？　おまえら、そんなにこの寮のコトが気に入ってくれてたの……？　その割には、なんか酷ひどいこと言ってる気がするけど……」

「みなさんの言う通りです。このままにはしておけません」

　盛り上あがり始める少女達の声に気力が湧わいて来たのか、《寮長》である牡丹の声にも張りが戻もどりつつある。

　そして今にも暴あばれ出しそうな茉愛は、

「あんたがどうにかしなさいよしんじろう！」

「お、俺がっ!?　た……、確たしかに、ここの『お化け屋や敷しき』の評判を広めたのは俺だし……責任があるかもしれないが……」

「ほらみなさいっ！　いい？　しんじろう、あなたが今から《青せい澪れい寮りよう》に乗り込こむのよ!?」

「バカ言え！　下手へたしたら俺おれ、見つかって普ふ通つうに殺されちゃうだろ!!　……な、なんでおまえらも期待に満ちた瞳ひとみで俺をみつめてんだよ！　いつからそんな戦せん闘とう民族になった!?」

「じゃあ、他にどうしろっていうんだ羽生はにゆうのっ！　僕ぼくらはこのまま黙だまって、あの鐘かねヶが淵ふちの中傷と侮ぶ蔑べつに甘あまんじるつもりはないからな！」

「おちつけ結ゆい！　この寮の評判をなんとかするなら、まずは寮内をちゃんと掃そう除じするとかの方が先だろ！　『ぐりこのおまけ』とかやってないでなっ！　つうか俺達たちは今、掃除の途と中ちゆうだったハズじゃねえか！」

「バッカじゃないのッ!?　こんなボロい寮なんか、いくら掃除したってもうきれいになんかならないわよ！」

「そ、そんなことないだろ茉愛まちかっ！　もっとピカピカにすれば、寮の評判だって……──」

「っていいますかー、《アクア寮》の文句を言うヤツは、ちょっと一回爆ばく破はしたらいいんですよー」

「だったら、わたしは『くぐつの術』で操あやつります！　そうすれば、きっとわかってもらえますから……っ！」

「あれっ!?　なんでおまえらそんなに好戦的っ!?　もっと違ちがう努力があんだろっ！　なにかもっと他に改善案ないのか??」

「そ、そんなのすぐには思いつかないわよっ！」

「しかし、このままにしておくこともできません。……そうですね」

　食って掛かかる茉愛と真しん次じ郎ろうの不毛なやり取りを前にし、《寮長》の牡ぼ丹たんは不意にぽんと手と手を打ち合わせ、

「では、こうしましょう。アイデアをお持ちの方はそれを紙に書き、今から一時間後に《西側談だん話わ室しつ》に集まってください。真次郎殿どのは、会場設営をお願ねがいいたします」

「ふぁ……ッ!?」

　自分の手を離はなれ、なにかが始まるなーと他人ひと事ごと気分だった真次郎の声は裏返った。







　──つい先日まで、気の合う森の動物達と夕焼けの朱あけ、今にもなにかを語りかけてくるような大たい樹じゆ達だけが友達だった浮ふ浪ろうの少年、羽生はにゆう真次郎。

　彼は今では《清せい流りゆう学がく園えん》にある女子寮、《アクア寮》の《第二種リラクゼーション案件》、つまりは愛玩動物ペツトであった。

　いけいけ真次郎、そこだ！　羽生真次郎。

　男子ペツトを知らぬお嬢じよう様さま達の要望リクエストは、まだまだ始まったばかり。これからが、宴えんたけなわなのだから──




　　　　♥♡♥




「……それではただ今から、『第一回《アクア寮りよう》改善会かい議ぎ』を始めたいと思います。すでにここには多くの寮生から改善アイデアが集まっています。それではまず、こちらは真しん次じ郎ろう殿どののアイデア」

「さ、さっそく俺おれっ!?」

　玄げん関かんロビーの号令で寮生達たちが散った後あと──

　真次郎は牡ぼ丹たんの指示通り《西側談だん話わ室しつ》の準備は完かん了りようさせ、小規模な集会ができるようにソファーとテーブルを移動させた。

　それから「あー、俺もどうせだからなにか寮の評判を良くするアイデア考えるかー？」と、ソファーに座ってメモにちょこちょこと思いついたことを書き、しばらくして凜りんが持って来た投票箱ばこ的なボックスにストンと用紙を入れておいたのだ。それがどうやら、一番に引かれてしまったらしい。

「えー、しんじろうも書いたのー？」

　ソファーに腰こし掛かけ足をぷらぷらさせていた茉愛まちかがにやにやと、みんなから少し離はなれた窓辺に寄りかかる首くび輪わの少年に視し線せんを向ける。

「い、いいじゃねえか。こういうのは多い方がいいだろ？」

「茉愛まちか、静かに。続けて牡ぼ丹たん」

　むぎゅっと抱だきしめられるように白はく亜あに身を寄せられ、亜あ麻ま色いろツインテは苦しみながら静かになる。

　議ぎ長ちようポジションで寮りよう生せいの前に立つ牡丹は、いつも以上にしめやかにこの場に臨のぞんでいるようだった。制服をぴっちりと着こなす《アクア寮》の《寮長》は、アイデアＢＯＸの中から一枚目に引いたメモ用紙に視し線せんを再び落とし、
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『オーベロンは犬で、パックは鳥。アリエルはネコである。他にもいる動物達たちは、《アクア寮》以外にはいない。《第二種リラクゼーション案件》を逆手に取って、あえてこいつらを使って「動物カフェ」っぽくアピールする』




　たどたどしい文面を、牡丹は軽やかに読み上あげる。

「あー……、なによ、しんじろうのくせに、まともなアイデアじゃない」

「まともどころか、真しん次じ郎ろうさんのこれ、結構いいアイデアじゃないですか……？」

「そ、そうか？　凜りんはそう思うかっ？」

「そうですよ真次郎さんっ！　きっと他の寮のみなさんは《第二種リラクゼーション案件》の動物が羨うらやましくて、やっかんでるんです！　でも、あの子達とふれ合えるなら、きっと、みんなも……っ！」

「《下げ界かい》には、ネコカフェや、ふくろうカフェなんてものもあるみたいですしー、っていいますか、これは採用でいいんじゃないですかー？」

「……な、なんか、恥はずかしいな……」

　寮生達の突とつ如じよのべた褒ぼめに、真次郎は思わず片手で後こう頭とう部ぶを押さえるようにしてこりこりと搔かいた。

「恥ずかしかったりする場合は、『寮生ネーム』をつけて投とう稿こうしてよろしかったのですよ？　真次郎殿どの」

　真次郎のメモをコルクボードにピンで留めながら《寮長》が告げれば、

「えっ!?　そ、そういうコトは早く言えよ牡丹っ！　な……っ！　くそ！　みんなこっち見んなっ！」

「でも真次郎、これ、すごくいいと思う」

「は、白亜まで……っ!?　もうやめろよぉ！」

　窓辺の真次郎は、ソファーからこちらに身を乗り出してくるポーカーフェイスの《おっぱい委員》に両手を突つき出して視線を遮さえぎる。

「《第二種リラクゼーション案件》の真しん次じ郎ろうも、きっとみんなにかわいがってもらえる」

　首くび輪わの少年は、白はく亜あのそのひと言で、

「……え？」

《談だん話わ室しつ》の空気が一変したことに、気付かざるを得なかった。

「……あ？　ぁあッち、ちがうっ！　そういうつもりで書いたんじゃない！　俺おれまで他の寮りよう生せいに可か愛わいがってもらうつもりなんかねぇぞッ!?　まじで!!　本当だって！　俺は屋根裏部屋で静かにしてるよ絶対ッ！　く……くそっ！　最初から寮生ネームつけとけば……！　『森ボーイ』とかの寮生ネームをつけておきさえすれば……俺だってばれずに済んだのに……！」

「次のアイデアを読んでよろしいですか？　『森ボーイ』さん」

「いまさらソレで呼ぶな……！　とにかく、早く読み進めてくれ……！」

　真次郎はフルスロットルで己の気配を薄うすく薄く、ゼロに近づけようと心を空中に解き放つ。

「寮生ネーム・『忍にん者じやを部屋に招くと幸運が訪れるでござるの巻』さんのアイデアです」

「う……うん」

「だ、誰だれですかね真次郎さんっ！　これ、誰だと思いますか!?　あと、幸運になれるって本当だと思いますかっ!?」

「し……静かにしろよ、凜りん……」

　進行役の《寮長》は騒さわぐ凜と真次郎が落ち着くのをちょっとだけ待ち、それからむしろ淡たん々たんと文面を読み上あげる。




『《アクア寮》までの道の途と中ちゆうに、いくつかベンチを設置するのはどうでしょうか。これで、遠く離はなれたアクア寮にも、みなさん来やすくなると思います』




「うーん……悪くないアイデアなんじゃないか？　これ」

「え、えへへへ……、もう、真次郎さんたらっ！」

「おいやめろっ、なんだ凜っ！　わざわざこっちに来てつねってくるなっ！」

「真次郎殿どの、まだこれには続きがあるのですが、よろしいですか？」

「お、おうっ!?」




『そのベンチにトリモチの罠わなをしかけ、動けなくなったところを、そのまま連れ去れば一石二鳥です！』




「だからどこに連れ去るんだよ他寮生をっ！　やっぱここか？　ここになのか!?　というかなにが一石二鳥なんだ凜！　そういう攻せめのアイデアはだめなんだって言ってるだろ！」

「え、えっ？　だ……だめなんですか？」

「なんでトリモチとかで捕とらえちゃうんだ!?　おまえは寮りよう生せいを増やしたいのか？」

「ち、ちがいますっ！　こ、これ、わたしじゃ、ありません……よ!?」

「『忍にん者じやを部屋に招くと幸運が訪れるでござるの巻』さんって、もう明らかに《忍しのび》のおまえしかいないだろっ！」

「そ、そんなに……、そんなに、褒ほめないでください真しん次じ郎ろうさんっ！　も、もうっ、恥はずかしいです……っ！」

「褒めてない！　褒めてないんだ凜りん……っ！」

「次、よろしいですか？」

「もう頼たのむ牡ぼ丹たん……っ！」

　真次郎は迫せまりよる《忍び》から逃にげるようにして《寮長》の側そば、アイデアＢＯＸを挟はさんだ隣となりへとやって来る。

「次は寮生ネーム・『マシュマロ摑つかみマシーン』さんからのアイデアです」

「……ッッ!?」

「どうかしましたか？　真次郎殿どの」

「い、いや、なんでもないっ！　続けてくれ……っ」




『きゅんきゅんきゅーんっ！　やっほー！　マシュマロ摑みマシーンだよっ？　《アクア寮》のピンチだっていうから色々考えてみました！　この寮をバカにするなんて本当に許せないっ！　ぷんぷん！　でも、いつもみたいにきっとシンジロウが助けてくれる！　シンジロウにできないことはないんだからっ！　ね！　シンジロウっ？　ところで、シンジロウはどのようなタイプの女性がタイプなのでしょうか。よろしくおねがいします』




「もはやツッコミどころが多すぎてなにから物申していいかがわからねぇッ!!　だれだこんなはっちゃけたの書いたのは……っ！」

「どうなのですか？　真次郎殿！」

「次だ次っ！　いちいちツッコんでたら手て遅おくれになっちまうぞ!?」

「いいえこれには答えてもらいます！　真次郎殿、女性のタイプをお聞かせください」

「どうした牡丹！　え？　これおまえが書いたの？　ちがうよね!?　これ白はく亜あか茉愛まちかが書いたんだよねッ!?　だって『マシュマロ摑みマシーン』だろ？」

「な、なにあたしに指突つきつけてきてんのよっ！　しらないわよそんなのっ……っ!!」

「よいですか真次郎殿。そのように真次郎殿がはっきりしない態度をとっているから、このようなタレコミのアイデアが続々と届いているのですよ!?」

「おまえなんだそのテンション！　というかなんだよタレコミのアイデアって！」

「よろしいですか？　こちらのアイデアは寮生ネーム・『シルバーフラワー』さんからのものです」

　牡ぼ丹たんはアイデアＢＯＸからより分けたらしいメモに視し線せんを落とし、




『真しん次じ郎ろうは動物になり、女の子と戯たわむれるための薬くすりを開発しようとしている』




「……やっ、やっぱりそうなんじゃないしんじろうっ！　へんたい！　やだもうしんじろう！　あんたの部屋にあるガラクタってやっぱりそういうものなのっ!?」

「おのれェ……ッ、とうとう正体を現したな羽生はにゆう真次郎ッ！　君は本当に心の中までもけだものだったんだなっ!?　だから僕ぼくは前から忠告していたんだ！　そ、それか!?　君が今飲もうとしている紅茶の中に、その薬が……っ!?　みんな、伏ふせるんだぁっ！」

「なにやってるんだよ結ゆいっ！　待て！　俺おれはこんなコト考えたこともねぇからなっ!?　もはやこれアイデアでもないし！　……って、もういいよ牡丹読まなくて！　俺関係のはもういいから！」

「いえ続けます。こちらは『一学期』さんから」

　近寄ろうとする真次郎を片手で制し、牡丹はメモを読み上あげる。




『上かみ熊くま谷がや凜りんは、小こ太刀だちを取られると性格が一変してどじっこからクールな姉貴になる』




「おいこれ虚きよ偽ぎ情報のタレコミきてるぞ！　そもそも俺へのタレコミでもねえじゃねえか！　っていうか凜！　なんでおまえ瞳ひとみをそんなに輝かがやかせてるんだ！　これは本当のおまえじゃないからな!?」

「続けて『ポスター』さんからのアイデア」




『全ぜん裸らをみられた茉愛まちかが、それを盾たてに真次郎に無茶なお願ねがいをする』




「もうこれなんの時間だ!?　寮りようの評判を良くするアイデアの集いだろ!?」

「しないわよそんな無茶なおねがいなんて！　ねえそうでしょしんじろう！　あたし、あんたに無茶なんか言ってないわよねっ!?」

「おまえはハダカ見られた方を否定しろよ！　あとしてる！　茉愛は俺にいつも無茶なお願いをしている！　おい牡丹まじめにやってくれよっ！　おまえがさっき玄げん関かんでぷるぷる震ふるえてたのは、ありゃマジだったからだろっ!?」

「そんなことを言うのでしたら、真次郎殿どのも読んでください」

「は……？」

　ほんのりむくれ気味でＢＯＸを差し出して来る《寮長》から、おもわず受け取ってしまった真しん次じ郎ろうは、

「俺おれ、こういうの向いてないんだけど……」

　このままでは埒らちがあかないと、中から紙を引き出して視し線せんを走らせる。

「……ええと、寮りよう生せいネーム・『私は道に迷っていない。道が私に迷っているのだ』さんから……。意味がわからん……」

　寮生ネームに小声でツッコミを入れつつ、真次郎は本文を読み上あげる。




『寮の周りをお花畑にする。それに合わせて、できれば素す敵てきなお庭もつくる』




　そして「おおっ？」と声を漏もらした首くび輪わの少年はそのまま、

「こういうのだよっ！　いいアイデアじゃねえか！　おい誰だれだ！　これ書いたの、照れずに名乗り出ろ！　友とも達だちになろう！」

　がっと寮生達を見回すが、誰もがきょとーん。まるで今声を出したら真次郎に嚙かみつかれると警けい戒かいしているかのように固まっている。

「で、でも本当にいいアイデアですね……！　これならお花畑に寄って来た寮生を、罠わなで捕とらえられますし！」

「だからだめだっつってんだろ凜りん！　これ書いたのおまえじゃないってことはわかった！」

「まったく、キミは口先だけ一丁前で文句ばかりだな！　そこまで言うなら君も少しはアイデアを出したらどうだ！」

「一番最初に『動物カフェ』っつうの出しただろうが。たぶん一位二位を争うまともさだぞっ!?」

　真次郎は和装のかんざし娘むすめに牙きばを剝むき、

「いいだろう羽生はにゆうの……、僕ぼくが受けて立とうっ！」

　それを迎むかえ撃うつように竹たけノの塚つか結ゆいも閉じた鉄てつ扇せんを振ふり上げる。

「ちょ、ちょっとやめてくださいおふたりとも！　それ以上やるんでしたら、この寮の平和を守るこの《忍しのび》、上かみ熊くま谷がや凜をにょひひゃうひゃぁあふぅっ!?　や、やめてくださいっ！　二人してどうしてわたしをくすぐるんですかぁっ!?　んひゃううぅぅっ！」

「ええと、じゃあ次、あたし読んじゃうから」

　真次郎が放り投げたＢＯＸを拾い上げた茉愛まちかは、ぴらりと中から一枚抜ぬき取り、

「寮生ネーム・『エリザベス』さんだって。えーと……」




『《アクア寮》の外見をかわいらしく、ファンシーに改かい築ちくするのはどうでしょうか』




「改築ぅっ!?」

　しかし、驚おどろきの声を上あげたのは、ふっくら小こ太刀だちメイドに、もはやワキワキする指を見せるだけで身をよじらせることに成功していた真しん次じ郎ろうだけであり、

「いいじゃないっ！　そうよ！　そもそもこんな寮りようなのがおかしいのよっ！」

「わ、わたくしも、《寮長》であるわたくしもこの意見には賛さん成せいです。こう、もっと、ふわふわと可か愛わいらしく……っ！」

　読み上げた茉愛まちかも俄が然ぜん乗り気であり、続く牡ぼ丹たんの顔かおも赤く火ほ照てっている。さらには、

「いやっ！　ここはもっと武家屋や敷しきのようにだな！　勇ましく、それでいて威い厳げんある趣おもむきで……っ！」

「それは結ゆいちゃんだけが嬉うれしくなってるんじゃないかな」

　あさっての方向に要望を訴うつたえる結に、それをたしなめる曳ひき舟ふねぬいめすらも、なにやら『改かい築ちく』案には乗り気な様子。

「い、いや待てって！」

　しかし、ここで真次郎が転げ出るように寮生達たちへと訴える。

「こ、この寮を改築……？　しかも可愛らしく改築とか、それはちょっと待ったほうがよくないかっ!?　な、なんつうか、改革案にも限度があるだろっ!?」

「真次郎……？」

　いつもとは違ちがう雰ふん囲い気きで息巻き始める首くび輪わの少年に、少しだけ驚いたように彼の名を呼ぶ三みつ峰みね白はく亜あ。しかしそんな《風紀委員》に気付く風もなく、

「おまえらは寮のイメージを変えたいんだろうけど、ここまで押し出しの強い《アクア寮》でそりゃ無理だよ。それよりも寮の特色を活かしてだ、たとえばもっとゴシックなつくりを受け入れて魅み力りよくを発はつ揮きさせたりしたほうが、なんつうか……自然だろっ？　それでこそ他にはない特色が出るってもんだ！　その方がずっといいと思う人！　はいはいはい……!!」

「はぁ……？　その特色っていうか、今までのふんいきがサイテーって言われてんのよっ？」

「で、でもよっ！　だからって言われたままにこの寮のイメージを変えちゃったら、その《アクア寮》の負けを認めることにならないかっ!?」

　さすがにこの真次郎の言葉には、《西側談だん話わ室しつ》に「ざわっ」と、あの時玄げん関かんホールに広がったものと同じ気配が広がり、

「……だ、だろっ？　それが許せないなら、たとえば他には……ここをスピリチュアルなパワーに溢あふれるスポットだっていうイメージで持って行くとか……、ほかには、えっと──」

「しかしなぜ……」

　頭あたまを抱かかえるようにしてさらなるアイデアを捻ひねり出そうとする真次郎に、はたと《寮長》は、

「真次郎殿どのはこの寮を改築させたくないのですか？」

「へっ？」

「あ！　あんた秘密の通路とかがなくなったりするのがやなんでしょっ！」

「ち……ちがうぞっ！　そういうんじゃないっ！　俺おれはただ……あーっ！　人の話をきけぇええ！」

　そして茉愛まちかや結ゆいに締しめ上あげられ始める真しん次じ郎ろうへ、さらに覆おおい被かぶさるように、

「はいはいはーい！　それに合わせて、《アクア寮りよう》に『ゆるキャラ』を作ったらいいと思いまーすっ！」

「私は、前々からみんなでおそろいの『寮服』を着たら可か愛わいいと思ってたの。どうかな」

「こうなったら、パンフレットも作った方がよくないですかー？　っていいますかー、これ、あの《図書室の妖よう精せい》さんなら、一日ですよ？」

「名物もつくる。アクアまんじゅう。アクアせんべい」

「な、なんだか、街まち興おこしみたいになってきたな……！」

「あ、そうだっ！　せっかくオーベロンとかパックがいるんだから、ここを『動物カフェ』にするのもいいかも！」

「それ俺が言ったアイデアだよねえ!?」

　方向性が決まり、歯車が嚙かみ合ったように次々とよさげなアイデアが出始める《西側談だん話わ室しつ》。

　やがて、

「では、さっそく実行できそうなアイデアに担当をつけて、動き始めたいと思います」

　次々と寮生達たちから出て来たアイデア、『寮の改かい築ちく』『パンフレット作製』『寮服作製』『動物カフェ』などなどが実行案として取り上あげられ、それをセクションごとにホワイトボードにまとめた《寮長》は動き出す。

「準備はよろしいでしょうか。まず、『パンフレット班』には白はく亜あさんと茉愛まちかさん。『動物カフェ班』には神じん保ぼ原はらさんと世せ良ら田ださん。『寮服』の作製はぬいめさんにお願ねがいして──」

　牡ぼ丹たんはテキパキと、寮生達に役割を分担し、セクションを任された寮生達がさっそく散っていく中、

「なあ牡丹、俺はなにをすればいいんだ……？」

　真次郎もぶらぶらと、手持ちぶさたに名乗り出る。

「真次郎さんは……そうですね。この『名物作製班』を担当してもらいます」

「お、食い物担当かっ？」

　ぱっと両目を輝かがやかせた首くび輪わの少年。

「はい、《暁の晩餐デイナー・ブレイク》竹たけノの塚つか結ゆいさんと組んで、森で食材を探してください」

　しかし、少年のウキウキは、彼の背後から発せられ始めた、和装のかんざし娘むすめの寮生の気配で、凍こおり付く。




　　　　♥




　和装の寮りよう生せい、竹たけノの塚つか結ゆいとしてなにより腹立たしかったのは──

「……、……くっ」

　──今となっては、なにがなんだか、もうよくわからなくなってしまっている。

　影かげ森もり牡ぼ丹たんからの情報……《アクア寮》を馬ば鹿かにされたというのは、悔くやしかった。

『住めば都』ではないが、どんなに薄うす気き味み悪く、軽い悪夢がそのまま館やかたになったような場所であっても、《アクア寮》は大好きな友人達たちと一いつ緒しよに暮らしている我が家である。

　その場をけなされたということは、そこに住む仲間を侮ぶ辱じよくされたことに等しい。

　結にとって仲間とは己の誇ほこりの一つである。

　誹ひ謗ぼう中傷を雪すすぎ、名めい誉よを回復させることになにひとつの迷いもない。

　……のだが、

「なんでこの僕ぼくが、こんな野や獣じゆうと組まなくちゃならないんだっ!?」

　出で掛がけの寮の玄げん関かんでのやり取りを今思い出してもムカムカしてくる。

　請うけ負った『改革プラン・《アクア寮》の名物作り』の材料調ちよう達たつ班に配属されたのはわかる。

　自分の得意分野は料理だ。《暁の晩餐デイナー・ブレイク》の他称レツテルは伊達ダテではない。が、

「寄るなケダモノ……っ！　羽生はにゆうの……、僕は君のような輩やからが考えていることは手に取るようにわかるんだ！」

「おまえの言うコトが本当だったら、おまえは絶対に涙なみだを流して俺おれを見直すんだがなッ！」

　なによりこの首くび輪わの少年、羽生真しん次じ郎ろうという男は、このようになぜかいつも自分にだけ強く当たってくるのだ。他の寮生には穏おだやかに接しているのを見たことがあるだけに、結としてはますますコイツの存在を許す理由がない。

　紅葉もみじ色いろの作さ務む衣えに着き替がえた結は、まとめた黒くろ髪かみのかんざしをぐっと深く差し直し、先を歩き始めた真次郎の後あとについて、恐おそる恐る一定の距きよ離りを保ち続ける。

　食材があるのは、森の中だという。

　──森。

　やはりそれも気にくわない。

　結はそもそも《アクア寮》周辺の森や自然を気にも留めていなかった。

　いや、強しいて言えば見て見ぬ振ふりをしていた。彼女はそれを無いものとして扱あつかってきたのだ。

　自分とは関係ないものとして。

　昼を過ぎた森の中は、すでに夕暮れのような薄うす暗ぐらさに包まれている。

　木こ漏もれ日は薄黄色の縞しま模様となって、いびつな地面にキラキラ降り注ぎ、周囲を見回そうにも、まさしく林立する木々と、所によっては胸の高さよりあるごつごつと凹凸でこぼこする地形に不安は増すばかり。そして、

「っ……！」

　不意にもやもやとした焦しよう燥そう感かんが、「つまりは今、自分は異世界にいるのだ」という言葉として結ゆいの中に編あまれた瞬しゆん間かんである。

「こ、こんな所に、僕ぼくらが口にできるなにかが転がっているはずがないじゃないか……っ！　羽生はにゆうの！　君はやっぱり頭あたまがだいぶおかしいんだろう！」

「は、はぁっ!?　馬ば鹿かはおまえだ！　ここはこの辺で一番の豊かな森なんだぞっ!?」

「なにが豊かだ!!　草や木しかないくせに！　……はっ！　君はまさか、こんな人気のないところに、僕を迷い込こませて……っ！　ち、近寄るなぁぁっ！」

「ぐふぅんっ!?」

　思わず結は手にしていた、杖つえにしては長い木の棒で前方を歩く真しん次じ郎ろうの尻しりを突つく。

「こ、この真次棒の届く範はん囲いに近づいたら、しゅ、粛しゆく正せいするからなっ！」

「なっ!?　真次棒だとぉおおっ!?」

　結が持っていたのはおよそ二メートルほどの樫かしの棒である。彼女は寮りようの物置から護ご身しん用ように持って来ていたその棒を構え、真次郎と対たい峙じする。

「そもそも、どうして君のような男子がここにいるんだ……っ！」

「な、なんなんだよ結、おまえはいつもいつも俺おれになんか怨うらみでもあるのか!?」

「う、うるさいっ！　近寄るなと言っているんだぁっ！」

「ふごっふッ……!?」

　またもや和装の黒くろ髪かみ少女から真次棒で鳩尾みぞおちに突きを食らう真次郎。

「こ……こんな所にまで来て、なにもないなら僕はもう帰るっ！　《アクア寮》の名物料理を作るなら、最初から僕一人で充じゆう分ぶんなんだ！」

「ま、待て結……っ！　おまえ、人の話は聴きいてたか……？　冷れい蔵ぞう庫こん中にあるもので作って、それがどうして《アクア寮》の名物料理になるんだよ……っ！　客人にいつもと同じモンを食わせてもしょうがねえだろ!?」

　真次郎は真次棒でダメージを負いながらも食い下さがるが、

「僕は同じようなものなんか作らないっ！」

「わかってる、おまえの料理の腕うでは確たしかだ。それは俺の舌もよく知ってる」

「ふ、ふん……っ、君の舌なんかあてになるもんか。なんだって食べてしまうくせに」

　だが真次郎は、即そく撃げき体勢をとっていた竹たけノの塚つか結の真次棒が僅わずかに下げられたのを見て、

「だから、まあ……とりあえずそうカッカすんな。それにな、おまえはこの森にはなんにも無いっつうけど、……あー、困こん民みん党とうはここらへんの木の皮も囓かじったって言うぞ？」

「な、なに？　コンミントー……？」

「ああ、昔この地方にいたっていう人ひと達たちのことだ」

「ひ、ひ……っ!?」

　再びちりんとかんざしをならして真次棒を構え、周囲を警けい戒かいする作さ務む衣えの少女。しかし、当然のことながら周囲には真しん次じ郎ろうと結ゆいの他には、シベリアンハスキーのオーベロンとオウムのパックしかおらず、

「それに、《アクア寮りよう》の名物なんだからその土地で取れるものじゃなきゃだめだろ」

「き、君はまた、もっともらしいことを言ってだな……」

「いや、絶対だって！　この森で採れた食材をおまえが料理してくれるのを想像すると、俺おれは今から楽しみでしょうがない」

「お、おだてても無む駄だだからなっ……！」

　結は首くび輪わの少年のセリフにかぶるくらいの勢い、慌あわてたように言い切ってそっぽを向くと、

「だが、まあ……君がそこまで言うなら、もうちょっとだけこの森で食材を探しても構わな……すでにいないしッ！」

　ちらりと真次郎の様子を確たしかめた作務衣の少女は再び二メートルの真次棒を両手で引き寄せる。

「ど、どこに行った!?」

　ぐるぐると森の中を見回す結に釣つられるように、オーベロンとパックまでもがキョロキョロと慌て出す。

「こ、こら、羽生はにゆう!?　羽生真次郎っ!?」

　まるで突とつ如じよとして周囲の木々や影かげ、森全体が襲おそいかかってくるような焦あせりと圧あつ迫ぱく感かんに、思わずその名を呼んだ直後。

　竹たけノの塚つか結の背後で、




　ざんっッ!!




「うひゃああ！」

「よっと……」

　よろけて倒たおれるように結が振ふり向けば、そこにはどうやら頭ず上じよう、木の上うえから飛び降りてきたとおぼしき真次郎が着地していて、

「ち、近い近い！　真次棒っ！」

「ぐふぅッ!?　……お、おまえ、いちいち棒で突ついてくんなぁっ！」

「なにを……なにをしていたんだ、君はっ！」

　結は改めて真次郎と距きよ離りを取り、警けい戒かいしながら立ち上あがる。

　危うく油断をするところだった……！　もう、絶対に近寄らせまい……!!

「これだ、これっ」

　一方、真しん次じ郎ろうもダメージから立ち直りながら、和装の少女に向かって手の平に乗ったなにかを見せている。

「そ、それは……？」

「見たことないのか？　これが木イチゴだ」

「きいちご……？」

　真次郎の手にあったのは、まるでオレンジ色の小さいビーズを固めてアクセサリーにしたような小こ粒つぶの物体。

「一つ、食ってみろよ。ほれっ」

「は？　え、えっ？　僕ぼくが……か？」

　ぽんと投げて寄よ越こされた小粒の物体を、思わず両手でキャッチしてしまう作さ務む衣えの少女。もちろん真次棒はとっさに足あし下もとに落としてしまっている。

「いらねーのか？」

　真次郎はこくびを傾かしげ、自分の手の平に残った木イチゴを眺ながめ、それから一粒、

「あむっ」

　ぱくりと自分の口に放り込こむ。

「おお、うんうん、さすがに甘あまい」

　真次郎の様子から、どうやら毒はなさそうな気がする。

「…………」

　結ゆいは手の平のかわいらしい物体に顔かおを近づけ、くんくんと匂においを嗅かぐ。……嫌いやな匂いではない。薄うすい葉っぱのような香り。野菜より渋しぶみの少ない匂においだ。

「ぐ……」

　いったいどんな味がするのか。料理人としての好こう奇き心しんに操あやつられるように、結はぱくりと木イチゴを口に含ふくみ、

「……んっ」

　嚙かんでみる。すると、

「……おおお……っ？」

「どうだ、うまいだろ？」

「食べたこと、ない味だ。あまい……！」

　香ばしいような、それでいて瑞みず々みずしい甘さと香りがぷつぷつと弾はじけ口の中に広がる。じわっと湧わいた唾だ液えきと果液が混ざって喉のどの奥おくに落ちていくとき、結は思わず、

「木イチゴは、もうこれしかないのだろうか……」

　真次郎に手を差し出していた。

「いんや、ほれ」

　すると野生児然とした首くび輪わの少年は、腰こしに着けていた小さなカゴの中身を見せてくる。

「な、なるほどな……」

　カゴの中にはどっさりの木イチゴ。

「そっちの、色の濃こいのは、どうなのだろう」

「ん？　これか？　んー、食えばわかる」

　赤あか紫むらさきに近い朱あけに色づいた木イチゴを放ってもらい、結ゆいはその木イチゴも恐おそる恐る、けれどそわそわしながら口にする。

「ん[image: ～][image: ～]……。なるほど、悪くないじゃないか……」

　さらに甘あまい果か汁じゆうが溢あふれて喉のどに流れて行くのを感じながら、結は満足げな声を漏もらす。

「だろ？　結にはぜひこれで、ケーキとか作って欲しいんだよ」

「いいだろう、考えてみよう。……それよりも、羽生はにゆうの……」

「なんだー？」

　木登り運動で乱れていたジャージを整ととのえ、パタパタと胸元のシャツをつまみながら真しん次じ郎ろうが返事すると、

「君は、なにか飲み物は持って来ていないか？　今ので喉が渇かわいたんだ」

　ここまで歩いて来て水分が欲しくなったのと、喉の甘さが合わさって、結は急に湧わいて来た生理的欲求を訴うつたえる。

「ん？　水か？　そういうのは用意してねえけど……ええと……ちょっと待ってろ」

「いや、待ってろと言われても……」

　予想に反した返答に、黒くろ髪かみにかんざしの少女はたじろぎ、戸と惑まどいつつも先を歩み始める真次郎について歩き出す。

「ああ、あった、こっちだ」

　しばらく森の緩ゆるい斜しや面めんに沿うように進み、壁かべのように切り立つ岩肌の一角で、真次郎は立ち止まり、そっとしゃがみ込こむ。

「羽生の……、それは？」

「見ての通り、湧き水だ。……ん？　この場合は岩清水っていうんだっけ？」

　真次郎はオーベロンに尋たずねたりしているが、結はゆっくりとその光景に腰こしを屈かがめながら近づいている。

「天然水、というわけか……？」

　自然にできたとおぼしき岩壁の裂さけ目から、しとしとと透とう明めいな水が滴したたり落ち続け、地面のシダ植物を濡ぬらしている。

「それは、……飲めるのか？」

　結の言葉に真次郎は動いて見せる。垂れ落ちる水で軽く両手を洗い、首くび輪わの少年はそれからちゃぽちゃぽと両手の窪くぼみに溜ためて飲み干して見せる。

「わ……わかった。毒は無いみたいだな」

　紅葉もみじ色いろの作さ務む衣え少女は真しん次じ郎ろうと場所を代わりながら、流出し続ける水を凝ぎよう視しし、

「……で、コップは？」

「は？　な、なに言ってんだ？　俺おれがやったみたいに手で飲めばいいだろ」

「そ、そんなのはしたないじゃないか！　君は本当にデリカシーがないなっ！」

「そんなん誰だれも見てねぇから！　気にすんな！」

「くっ……、憶おぼえておけよ、羽生はにゆうの……！」

　誰かに見られているとかそういう問もん題だいではなかったのだが、背に腹は代えられなかった。飲める水が目の前にあるだけで、喉のどの渇かわきは耐たえられないものになってきている。

「んっ……」

　滴したたる岩清水を手に浴びた瞬しゆん間かん、結ゆいは声を漏もらす。まるで透とう明めいな冬の影かげの中に手を入れたように冷つめたい。おっかなびっくり片手の窪くぼみに水を溜ため、彼女はそれを飲んでみた。

「……うっ？」

　こくんと飲んだ瞬間、斜しや面めんを歩いて軽く火ほ照てっていた身体からだが引き締しまるような涼すず気けが広がっていく。水分がなんの抵てい抗こうもなく体内に染み渡わたる。そしてなにより、

「な……なんだこれは！　寮りようの水より美味おいしいじゃないか！」

「そりゃそうだ」

「馬ば鹿かを言え！　寮の厨ちゆう房ぼうには特注の濾ろ過か装置が導どう入にゆうされているんだぞっ!?」

「いや……その濾過装置がどんなに大きくたって、そりゃあれよりはでかくねえだろ」

「あ、あれって、どれだ？　君が指さしてる先にはなんにもない……というか、遠くの山しかないぞ？」

「だからあの山だよ」

「……？」

　結は最初こそ、この首くび輪わの少年の言うコトがよく理解できなかったが、理科や科学の授業を思い出し、ガッテン、その意味するところを吞のみ込こんだ。

「持って帰りたい！」

「あ、あの山をか!?」

「君は馬鹿か！　この水に決まってるだろう！　これを料理に使う！」

「む、無茶を言うなっ！　また取りに来ればいいじゃねえか！」

「で、でも、でも……っ！　いつ、これが出なくなってしまうかわからないじゃないか！　出しっぱなしなんだぞ!?　羽生の！　君はこの岩清水が止まってしまったら、その責任をとれるのか!?」

「し、しかたねーな……」

　真次郎はこめかみをポリポリとしながら「おまえはオーベロンとパックと、ここで待ってろ」と結に言い残し、さっと森の奥おくに姿を消してしまう。

　そして残された結ゆいが、滴したたり続ける岩清水を今まさに涸かれてしまわないかハラハラと見つめ続けていると、彼が姿を消した方角からガサガサと、

「遅おそいぞ羽生はにゆうの……！」

「まじで!?　俺おれめっちゃ早く戻もどって来たつもりなんだけどっ……！」

　戻って来た真しん次じ郎ろうは、両手に青竹を抱かかえている。

「それは、なんだ……？」

「水すい筒とうを作ってきた」

　野生じみた少年が持っていたのは、全部で十本ほどの竹の水筒だった。太い竹を節の両側で切断し、そこに穴を開あけ、同じく竹で作った栓せんで止めてある。

　真次郎はその竹水筒の中に次々と岩清水を詰つめ、背負っていた背し負よいカゴの底に並べた。

「これで文句はねーな？」

「ま、まあ、いいだろう。足りなかったら、また取りにくるからな！」

　その手際の良さに呆あつ気けにとられていた結は、はっとしたように真次郎に返した。




　　　　♥




「これだけ食材があれば充じゆう分ぶんなんじゃねえか？」

「ま、まあ、そうだろうな」

　結は岩清水をたっぷりと手に入れた後あとも、真次郎にくっついて色々な種しゆ類るいの山菜やキノコを採取し、カゴにそれらを満まん載さいにしている。

　結にとっては山菜もキノコも規格外に大きく、荒あらぶった外見のものばかりで、その度に「これは本当に食べられるのか？」と真次郎を問いたださねばならなかった。

　特に、真次郎が『ふぇんりる』と呼んだ大木の如ごときしめ縄なわ付きのマッシュルームをくりぬき始めた時には、どうしていいかわからなかったが、




「ふー……」




　切り株のベンチで一休みしている今となっては、結はどうにか落ち着きを取り戻している。

　ところで、

　竹たけノの塚つか結は今、悩なやんでいる。




　実は彼女、寮りようの厨ちゆう房ぼうでおにぎりを作って持って来ていた。




　あくまでなんとなく、である。まあそういうコトもあるんじゃないかと思って、一応、念のために、持って来ていたものだった。

　これを、隣となりの切り株に座っている真しん次じ郎ろうにすすめるかどうか。

「うーむ……」

　結ゆいはそっぽを向いたまま、膝ひざにおにぎりの包みを乗せ、思案する。

　──これで調ちよう子しに乗られても困る。

　だが、せっかく作って来たのだし、岩清水の時の礼もある。

「ど、どうだろう、羽生はにゆうの……」

　気付いたら、結は話し掛かけていた。

「もし、まんがいち君が空腹を覚えていたりしたらだ。……その、キノコや山菜をそのまま食べるわけにもいかないだろう。ぼ……僕ぼくは、実はおむすびを、持って来ているのだが……」

　ここまで言って、やっぱりあげないとは、もう言えない。しかたがない……！

「よかったら、これを食べて──」

　そうしておむすびを差し出した先に、

「……ふっ？」

　巨きよ大だいなものがあった。

　黒い、それはどうにか人型だったが、

「は……？」

　ありえない。けど、しかたがなかった。すでに目の前にいるんだから。

　そして混乱している脳の天辺とは別に、妙みように冷静な身体からだの真ん中が告げている。

　それは、熊くまだと。

「ツキノワグマだーっ！」

　真次郎が座っていたハズの切り株に、どういうわけか、巨大な熊が座っている……！

「ひ、ひぃぃぃ……！」

　竹たけノの塚つか結は、思わずくるりと華か麗れいにそのまま後転してからバッと飛び退のき、走り出した。

　しかし、

「お、追ってくるー！」

　どこすっどこすっ！　と、ツキノワグマは四足ダッシュで迫せまって来るのだ！

「は、羽生のーっ！　どこに行ったんだぁぁっ！」

　昔──。とは言っても入学式の時に、結は聞いたコトがあった。

　この山にはツキノワグマが出るのだと。学術的にもそれは真実で──

　その時は笑い話だと思っていたのだが、

「本当に出たんだぞーっ！　ツキノワグマがぁっ！　どこにいった羽生のっ！　……はっ!?」

　視界が効きにくい森の中でもわかった。

「くっっ!?」

　結ゆいの行く手に、あの岩清水が湧わき出ていた場所のような岩がん壁ぺきが迫せまっている……ッ！

「な……っ！　くそっ！　行き止まり……!?」

　ついに作さ務む衣えの少女は岩壁に追い詰つめられてしまう。他に逃にげ場は無かった。

　ずっと、

　ずっとそのツキノワグマが自分を追いかけ続けていたのはわかっていた。

　今やその獣けものは、くるりと振ふり向いた竹たけノの塚つか結の目の前で、ゆっくり立ち上あがっている。

　巨きよ大だいだった。その腕うで、鋭するどいツメを持つ手の平など、結の顔かおより大きくて──

「は、羽生はにゆうのーッ！」

「ん？　どうした？」

「へぁっ!?」

　突とつ如じよ頭ず上じよう、さらに一メートルほど上うえにある岩壁の頂上から真次郎の声が降ってくる。

「はは、はにゅうううのーっ!?」

「おー。捜さがしに行ったら、すれ違ちがっちゃったみたいだな」

「なんで君は落ち着いているんだ！　こ、こ、これっ！　ツキノワグマーっ!!」

[image: ]

「だから、そいつにハチミツを分けて貰もらう約束をしてたんだ」

「………っ!?」

　ツキノワグマも、真次郎を見上げてホッホ、ホッホと何かを言っている。

「紹しよう介かいするよ」

　岩がん壁ぺきの上うえから飛び降りた真しん次じ郎ろうが、ツキノワグマの肩かたをぽんぽん叩たたきながら結ゆいに向き直り、

「こいつは森の仲間で、ワーグナーっていうんだ。普ふ段だんは洞どう窟くつに住んでる。ん？　どうしたワーグナー。……へ？　この娘こが落とし物したから追いかけて来たって？　あ、結！　これおまえの鉄てつ扇せんじゃねえか！　はははは！　こんな歌あったよな！　落とし物した熊くまに追いかけられて、それから一いつ緒しよに歌を歌ったり踊おどったりするやつ！　なっ？」

　もちろん真次郎は、ツキノワグマと一緒に歌ったり踊ったりすることなく、ワーグナーから返してもらった鉄扇で、結からしこたま殴なぐられた。




　　　　♥




「あ、結ちゃんと真次郎君、帰って来たみたい」

『アクア寮りよう・改革本部』となった館かん内ない二階、『寮長室』に近づきつつある物音に反応した《織り姫オーダーメイド》曳ひき舟ふねぬいめは、モカ色のロングメイドコスチュームを揺ゆらすような仕草で扉とびらへと振ふり返る。

「さすがタイミングがよろしいですね、真次郎殿どのは」

「ぼたぁぁぁんっ！」

　ばばーんと扉を押し開ひらいて入室をはたした羽生はにゆう真次郎の非常に複雑な表情を一言でまとめれば「聞いてないよ！」に集約される。

「こ、これは、どういうことだっ!?　ふわんふわんのベリーキュートに寮を改かい築ちくするんじゃなかったのかっ!?」

　──食材採取の帰り道、寮の外見を見た時から、妙みようだとは思ったのだ。

　改築は確たしかに進んでいた。のだが、どうみてもそれは話に聞いていた『可か愛わいらしい』ものなんかではなく、どちらかといえば『おどろおどろしい』──いや、これは以前にもまして『禍まが禍まがしい』異様を誇ほこりはじめており、ドラゴンが巻き付いた塔とうが出現しているかと思えば、四方のガーゴイルも変な武器を持ち始め、それらがギロギロと侵しん入にゆう者しやたる自分達たちを見み下おろしてくるのだ。

　さらにその視し線せんをかわすようにして慌あわてて館やかたの中に入ってみれば、そこはあたかも新米の吸きゆう血けつ鬼きが自分の城を間ま違ちがった伝統的美び意い識しきで作り上あげたかのごとき壮そう麗れいな暗黒趣しゆ味みの世界が広がっていて……

「寮が……あんとき、俺おれが言った通り、超ちよう絶ぜつゴシック……？　になってんじゃねーかぁぁっ！　どういうことなんだよこれぇっ！」

「どういうことも、こういうことも、ご覧らんの通りですが？」

「うおっお!?」

　こちらに振ふり向く《寮りよう長ちよう》に真しん次じ郎ろうはたたらを踏ふむ。いつもとは違ちがうその雰ふん囲い気きに。

　彼女が着ていたのは真次郎の見慣れた学園指定の制服ではなく、中性的なシルエットを持つ黒ゴス、あえて言うなら礼服や軍服の類たぐいなのである。

「そ……そりゃ、話に出てた、『寮服』ってやつか？」

「うん、そうなの。まだ仮かり縫ぬいだけど、どうかしら」

《寮長》の牡ぼ丹たんに着付けをしていたぬいめの物もの憂うげな問いに、真次郎が、

「あ、え、え……？　いや、カッコイイと、思うけど……いや、そうじゃなくてだなっ！」

　と思いの丈たけをぶちまけようとした瞬しゆん間かん、




「影かげ森もりっ！　これはどういうことなのか説明してほしい！　これじゃあ話と全然違うじゃないか……！」




　びくっと驚おどろいて真次郎が背後を振り向けば、そこにいたのはさっきまで一いつ緒しよにいた竹たけノの塚つか結ゆい。厨ちゆう房ぼうに食材を置いて来たらしい彼女も戸と惑まどっているようだった。

「そ、そうだぜ牡丹っ！」

　真次郎も心強い同どう調ちよう者しやの登場で勢いづく。

「おまえらはこの寮を、可か愛わいくするんじゃなかったのか……!?」

　完全に、真次郎と結はこの状じよう況きようから取り残されていた。

　真次郎も結も、改めてここまで来たルートを振り返る。

　なにしろ名物を作るために森の中に食材収集へ出かけていた二人が《アクア寮》に帰宅して見たものは、今まであった奇き怪かいな雰ふん囲い気きがよりディフォルメされ、さらにゴシックさを増した寮内だったのだ。

《アクア寮》はポップでファンシーに飾かざり付けられているだろうと予想していた。

　だというのに、玄げん関かんホールはまるで悲しみの感情を〝終末の美〟へと高める遺ゆい言ごんを残した貴人のための葬そう送そう教会のように、ステンドグラスや優ゆう美びな黒と赤の垂れ幕で飾られていたし、

「こ、これでは《アクア寮》が、まるで本当のゴーストマンションになっているじゃないか……！」

　廊ろう下かの窓を飾るカーテンなどは全て、厚手の金きん縁ぶちダークグリーンに模様替がえされ、さらには今まで隅すみっこに追いやられていたモンスターの彫ちよう像ぞうや不気味な絵画が、一際と目立つところに配置し直されている。

「実は、真次郎殿どのが寮を後あとにしてから、もう一度考えまして……」

　真次郎と結に問い詰つめられた《寮長》はさも当然のように、

「この寮を今から可愛らしくしても、それには限度があると思うのです。それよりもこの際、寮の特色を活かす方向にシフトして、潔いさぎよく今あるゴシック趣しゆ味みを受け入れてしまった方が自然な流れなのではないかと」

「それ……俺おれが言ったことだよねぇッ!?」

　しかし、そんなツッコミ所満まん載さいのセリフに思わずうなりを上あげてしまう真しん次じ郎ろうの声に被かぶさるようにして、

「だって、ここで言われるままに《アクア寮りよう》のイメージをがらっと変えちゃったら、あたしたちが本当に負けたことになっちゃうじゃないっ！」

「それもだよ茉愛まちかっ！」

　ついさっきまで室内のパーティション向こうで着き替がえていたらしいゴシップ軍服姿の亜あ麻ま色いろツインテ少女に、真次郎は訴うつたえる。

「そこで、この《アクア寮》をスピリチュアル方面に、いっそ、霊れい験げんあらたかなパワースポットということにしてしまうのもいいかと。……おや、どうかされましたか？　真次郎殿どの」

「……ったくよう、やりゃあ、できんじゃねえか……」

　ぐったりとへたり込こむ真次郎に向かって、

「なんですか真次郎殿、聞こえないのですが」

「とってもいいと思います……！」

　真次郎はどっと疲つかれた身体からだをソファーに沈しずめる。

　確たしかに《アクア寮》は本来持っていた美しさを取り戻もどし、さらに寮生達たちによって磨みがかれた感があったのだ。もう、それでいいじゃないか……！

「このように『寮服』も揃そろえるつもりです」

「ねえ見てみてしんじろうっ！　いいのよ？　褒ほめても！　かわいいって！」

　曳ひき舟ふねぬいめデザインであろう、黒と赤を基き調ちようとしたゴシック軍服風のミニスカートをくるくるとひるがえして、茉愛は真次郎にアピールしてくるので、

「カワイイネ！」

「やだもうへんたーいっ！」

　やけくそ気味の返答に身をくねらせる茉愛は、持ち前の西せい欧おうの血統からくる容姿と軍服が相まって、なにやら怪あやしくも本格的なアイドルの様相を呈ていしている。

「真次郎、こっちは？」

　振ふり向けば、《おっぱい委員》三みつ峰みね白はく亜あも新しい制服を身に着けていたのだが、

「おまえはそれでも変わってねえじゃねえか！」

　相も変わらずブラウスしか羽は織おっていない上うえにボタンをひとつも留めていない……っ！

　と、ソファーにもたれ掛かかったままの真次郎がさらにぐったりとしていると、




「牡ぼ丹たんちゃんっ！」




　開あけっ放しにされていた《寮りよう長ちよう室しつ》に飛び込こんで来たのはふっくら小こ太刀だちメイド。

「お帰りなさい上かみ熊くま谷がやさん。首尾のほうはどうでしたか？」

「鐘かねヶが淵ふちさん、この寮に来ていただけるそうですっ！」

　真しん次じ郎ろうにとって、この報告はあまり心動かされるところはなかったのだが、室内の寮生には別らしい。『イザ、対決！』的な雰ふん囲い気きが室内に漲みなぎり始める。

「それはいつ頃ごろになりそうですか？」

「明日の午後からです！」

「は、はやいわよっ!?」

　室内の雰囲気がさらにぎゅっと凝ぎよう縮しゆくしたようだった。茉愛まちかの焦あせりはその一いつ端たん、視し線せんが《寮長》、影かげ森もり牡ぼ丹たんに集中する。

「こ、これは延ばしてもらうほうがいいんじゃないのか？」

「いえ、勝負は早いほうがいいでしょう」

　竹たけノの塚つか結ゆいの問いに牡丹は答える。それで寮意は定まった。

　勝負は明日の午後。ライバルでもある《青せい澪れい寮》に所属する反《アクア寮》の急きゆう先せん鋒ぽう、鐘ヶ淵えりすはやってくる……！

「でもその時、真次郎はどうするの？」

　意気込みにざわめいていた室内。それが白はく亜あの一言によって、




「「「「「……っ!?」」」」」




　固まる。

《アクア寮》は対決のためにこれより戦時下に入ると言ってもいい。そこに、あからさまな弱点──男子禁制の女子寮に、黒一点。

「へ？　な、なに……？　どうした？」

　全ての視線が自分に集中した真次郎は、そこに潜ひそむ予感、自分にとってまったく明るくない未来に対する直感を前に、

「お、おい……なにか言えよ！　怖こわいからっ！」

　ただただ、鼓こ動どうを速くしていくのだった。
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《忍しのび》である彼女にとって、

「～♪」

　日ひ傘がさをくるくるさせながら前を歩く『我が主あるじ』、鐘かねヶが淵ふちえりすが、澄すました顔かおのまま、わりとマジな不平不満を言いだすタイミングなんて手に取るようにわかるのだ。

「まったく、本当にへんぴな所にあるんですのね……」

　ほら、きた。

　あんなものに固こ執しつし、相手の誘さそいに飛び乗ったのが自分自身である事を、『我が主』はもう忘れてしまったのだろうか。

「……引き返しますか？　えりす様」

《忍び》の言葉の端はしには、あきらかに嚙かみ殺し切れなかった溜ため息いきの欠片かけらが乗ってしまっている。

「まさか、そんなことはしませんの。けれど少し遠すぎではなくて？　……零れい、《アクア寮りよう》は、ここからあとどれくらいなんですの？」

　──堀ほり切きり零。それが鐘ヶ淵えりす個人に忠誠を誓ちかった《忍び》の名である。

　まるで恋こいする乙女おとめのように一いち途ずな振ふる舞まいを見せる『我が主』の言葉に、零は《学園》に身を置く《忍び》の証でもある、腰こしに留めた一本の小こ太刀だちの柄えへ手を乗せ、

「もうなかばは過ぎたかと……」

　森を走る小道の先を眺ながめやる。

　ほどけば長く腰まである零の髪かみは、今は後こう頭とう部ぶでまとめてあり、身に着けている執事装束とあいまって、まるで精せい悍かんな少年のようであった。

　えりすの問いに答えた零はそのまま《アクア寮》のことを連想する。と同時に、そこに住む同族である《忍び》、上かみ熊くま谷がや凜りんのメイド服姿を思い出し、

「くっ……！」

　表情を微び妙みように歪ゆがませてから意い識しきを無理矢理、日傘くるくるの主へと戻もどす。

「零？」

「聞いております、えりす様」

　しかし紫むらさき地じに黒のフリルをあしらった日傘で前を歩くえりすは、妙みようにうきうきと興こう奮ふんしているらしく、

「浅はか……実に浅はかではなくて？　牡ぼ丹たんはこのえりすを取り込こめば、《アクア寮》の命運が伸のびると思っているんですのよ？　ふふふ……早く行って笑ってさしあげますの。さあ零、《忍び》ならば、いつまでたっても辿たどり着かないこの道のりをなんとかなさいな」

　つまりお嬢じよう様さまは、もう足がお疲つかれ遊ばしてございますのですの、なのだ。

　……いや、だからこそ零れいは「そのような靴くつでは後あと々あと苦労いたします」と出で掛がけに忠告したつもりだったのだが……。

　しかも《忍しのび》である自分は、数日前に主人であるえりすの命により『お化け寮りよう』とも『アクマ寮』とも呼ばれる、かの曰いわく付きの寮に潜せん入にゆうし、細部まで彼女に報告をあげている。

　その中には、寮までの到とう達たつルートの長さや困こん難なんさも入っていたハズなのだが……。なにを今さら……いやいやいや。

　己の仕える主あるじをできる限り、あらゆる面において心身ともにサポートするのが、従者たる自分の役割……。

「それに……」

　一いつ瞬しゆん、我が主の行く末を考えあぐねてしまった《忍び》をさらに急せかすように、えりすはパープルラメの布地に黒のフリルという、従者のセンスではまったく理解できないデザインが施ほどこされた日ひ傘がさの回転を止め、

「この右みぎ腕うでも……、えりすに、一刻も早くそこへ行けと……──」

　こちらを振ふり向く『我が主』の掲かかげる右腕は、なぜか制服の上うえからぼろぼろの包帯でぐるぐる巻きにされており、彼女はそれを首から大おお仰ぎように吊つるしているのだ。

　しかし従者は、ためらうことなく、

「ガ……『愚竜因果の殺腕ガングニール』が、えりす様に囁ささやいているのですか？」

　主にそう返すことに成功した。

　なおかつ、その表情には、あからさますぎるくらいの畏い敬けいの念と羨せん望ぼうを込こめて、である。

　ちょっとやりすぎなくらいのそんなリアクションを、しかしえりすは意に介かいした素そ振ぶりも見せず、

「それに、この左の瞳ひとみも……──」

　さらに日傘の少女は、鐘かねヶが淵ふち家けの家か紋もんだと言い張っている蒼あおい炎ほのおをかたどった眼帯に覆おおわれた左ひだり眼めを悲ひ劇げき的てきに押さえる。

　すると打てば響ひびくかのように、

「『魔神眼球ヒユペルボレアス』までもが……っ!?　さすがえりす様！　《清せい流りゆう学がく園えん》を、ひいてはこの現世を影かげから統べる予定のお方……っ！」

　零は驚きよう愕がくと賞しよう賛さんの声を上あげ、同時に『我が主』から一歩、後ずさるのだ。

「く……、あの《アクア寮》にいったい何があると言うんですの？　それを突つき止めなければ、か、身体からだが持ちませんの……！」

　封ふう印いんを施せし右腕と左眼を必死に押さえつける『選えらばれし少女・えりす』は、苦しげな表情で執しつ事じルックの《忍び》をちらりちらりと覗うかがうので、

「ご覧らん下くださいえりす様、休きゆう憩けい所じよのような……東あずま屋やが見えています。あそこで休憩いたしましょう」

「う、うぅ……お。おとなしく、しているんですの……『愚竜因果の殺腕ガングニール』、『魔神眼球ヒユペルボレアス』。ただでさえ、おまえ達たちは相反する力……いつになったら、このえりすの制せい御ぎよ下かに……」

　なにかぶつぶつ言っているえりすを抱かかえるようにして、零れいは森の中の遊歩道的なルートの脇わきにある屋根付きの休きゆう憩けい所じよへと『我が主あるじ』を運び入れる。

「えりす様が落ち着くまで、十分ほどここで待たい機きいたしましょうか」

「ありがとう、零。さすが鐘かねヶが淵ふちの《忍しのび》ですの……」

　背もたれのあるベンチに寄りかかって休むえりすに一礼し、零は軽く気息を整ととのえてから周囲を見み渡わたしながら記き憶おくを巡めぐらせる。

　ここ《清せい流りゆう学がく園えん》は、濃こすぎるほどの自然の中に作られた隔かく絶ぜつの学園である。

　その中にあって、目的地である《アクア寮りよう》周辺は、さらに原生林的驚きよう異いの自然に囲まれた孤こ立りつ寮だった。今休憩しているこの東あずま屋やも周囲は高い木に囲まれている上うえに、背後には高い岩がん壁ぺきが屹きつ立りつしている。

　下した調しらべの際に確かく認にんしているので、この地形にも見覚えはある。

　だがしかし──

「（この前偵てい察さつに来た時、こんな東屋、あったっけ……？）」

　と零がふと小首を傾かしげ、この小さな違い和わ感かんを持てあましたその時、

「…………っ？」

「どうしましたの？　零」

　ぴくりと動き、腰こしに差してある小こ太刀だちの柄えに触ふれる《忍び》に、えりすが反応。

「えりす様も、なにか感じませんか？」

「そ、そういえば……」

　はっとしたように眼帯に覆おおわれた左ひだり眼め、そして禍まが々まがしい包帯の巻かれた右みぎ腕うでのどっちを押さえるべきか、えりすがオロオロすると同時、




『ぅぅぅぅぁぁ……ぁあああ……ッ!!』




「上っ!?」

　執しつ事じ装束の零が東屋の天てん井じようを仰あおぐように首を上あげた瞬しゆん間かんだった。

　ドコンッ！　パキパキと東屋の屋根に重たくて、それでいてある程度柔やわらかなものが激げき突とつしたかのような衝しよう撃げきが走る。

「な、なんですの……!?」

　目を白黒させるえりすと、彼女に比べればだいぶ冷静な《忍び》の目の前に、




　ずずず……ドサ……ッ。




　東あずま屋やの入り口、中にいた二人のまさに正面へと、屋根を転がり地面に落下した影かげは、

「女の子……ッ!?」

　そのシルエットラインはおそらく、この学園生徒のもの。

　とっさに駆かけ寄り確かく認にんすれば、少女が着ているのは見慣れぬ黒い軍服風の制服。

　しかも、後こう頭とう部ぶで一つ縛しばりにした灰色の髪かみを押しのけるようにして頭頂部に生はえていたのは、

「狼おおかみの、耳……？」

　アクセサリーなのか、乱れた髪の束なのか。

　倒たおれて気を失っている少女は、あたかも人じん狼ろう一族に属する親しん衛えい隊たいの如ごときであり、

「た、大変ですの……っ！」

「えりす様っ、そのようなっ！」

　従者が止める間も無かった。

　えりすは気を失った軍服の狼少女の傍かたわらに膝ひざを突つき、抱だきかかえるようにして少女の安否を確認する。

　慌あわてて《忍しのび》の零れいも、えりすと狼少女を回り込こむようにして落下してきた軍服獣けもの耳みみの容態を診みて、

「き、奇き跡せき的てきに、無傷のようですが……」

　驚きよう愕がくする。思わず東屋の屋根越ごしに崖がい上じようを仰あおぐ。

　あの高さを落下して、骨の一本も折れていないこのタフネス。まさかこの狼少女も《忍び》の一族──

「き、きっとこの子は、このえりすを捜さがしに『魔神狩猟機関フオツサ・マグナ』からやって来たエージェントですのよっ!?　この……この首くび輪わっ！　きっとこのいかめしい首輪はこの方の『封ふう印いん具ぐ』に違ちがいありませんの！　う……左ひだり眼めが、共鳴して──」

「まさか、この少女がえりす様がずっと追い求め、いつか共きよう闘とうする運命にあるといくつもの予言書に記されていた、あの『魔神狩猟機関フオツサ・マグナ』からのエージェントなのですか……っ!?」

「だ、だめですの『愚竜因果の殺腕ガングニール』！　零っ！　大変ですのっ！　『愚竜因果の殺腕ガングニール』がこの子の『魔神眼球ヒユペルボレアス』に反応して……っ！　だ、だめ！　こ……この子は味方ですのよっ！　く……っ！　も、もう包帯の封印が……っ！　えりすの日常が、また打ち砕くだかれますの……っ!?」

　悲ひ嘆たんにくれるえりすが押さえつけるのは震ふるえ続ける右みぎ腕うで！

　その時、彼女の『愚竜因果の殺腕ガングニール』をまさぐり当てるように、




「うっ、ううぅぅ、くつつつ……」




　気を失っていた軍服獣けもの耳みみが、えりすの腕うでに抱だかれたまま意い識しきを取り戻もどし始める。

「うぅぅ……？」

　同時に、えりすに抱きかかえられた首くび輪わの不ふ審しん者しやは、そのまま自分を支える少女の包帯を巻かれた腕を引き寄せるように摑つかみ、

「う、うおわああっ!?」

　目を覚ます。そして目の前に見たこともない──左ひだり眼めに眼帯、右腕をぼろぼろの包帯で吊つった、あまりにも装そう飾しよく過多なお嬢じよう様さま然を発見し、

「き、気が付かれましたのっ!?」

　そして自分を揺ゆり動かしてくるお嬢様の傍かたわらに控ひかえているのは、少年のような執しつ事じ服ふく──腰こしには小こ太刀だち──おそらく彼女は《忍しのび》の者ッ!?

「な、なんだ、おまえら……っ！」

　おもわず尋たずねれば、

「我が名は鐘かねヶが淵ふちえりす」

「そして拙せつ者しやはえりす様の付き人、《忍び》の堀ほり切きり零れい」

　崖がけの上うえから落ちてきた謎なぞの軍服首輪少女に堂々と名乗る二人に、

「お、おう……えりすに、零……って、」

　落下と激げき突とつのショックでシェイクされていた脳みそと思考だったからこそ、それがぽろりと転げ落ちるように思い当たったのかもしれない。

「おまえが、あのえりすっ!?　鐘ヶ淵えりす、なのか……っ？」

　それは明らかに、《青せい澪れい寮りよう》から《アクア寮》に向けられた刺客の名ッ！

　しかし、そんな動どう揺ようを示す軍服獣耳を少しも異い端たん視しすることなく、装飾過多な隻せき眼がんで隻せき腕わんのお嬢様は、

「このえりすは、あなたが我のことを知っていても驚おどろきはしませんの」

　すんなり受け入れてしまうとはなんたる余よ裕ゆう！　自分が特別な存在であることを当然と受け止めるこのメンタリティの持ち主と、今から《アクア寮》の寮生達たちは戦わなくてはならないのか……!!

「ところで、あなたは《アクア寮》の寮生ですの？」

「う……ッ！」

　えりすの言葉は疑問系ではあっても、かろやかに断定的だった。

　突然の出来事で一方的に戸と惑まどい続ける首輪の獣耳とは対照的な鐘ヶ淵えりすの振ふる舞まいに、軍服の少女は圧あつ倒とうされっぱなしだった。

　けれど言葉をつまらせる正体不明の獣耳に対し、

「ふふふ……、このえりすにはわかりますの。あなたはこのえりすを待ちきれなくて迎むかえに来た《アクア寮》の寮生なのでしょう？」

「ッ!?」

　なおも気け圧おされたように、

「お、おうっ！　じ……実は、俺おれ、あんたを迎むかえに……、そう！　寮りようまで案内するために、ここまで……」

　それでいてあたかも慌あわててキャッチするように話を合わせた怪あやしい軍服獣けもの耳みみ。

　しかしこの時、この不ふ審しん者しやに反応して一歩前に進み出たのが、

「えりす様、下さがってください」

　従者の《忍しのび》、臨りん戦せん体勢にまで腰こしを屈かがめた執しつ事じ装束の少女である。

「な、なんですの？　零れい……」

「この生徒、かなりの使い手かと……」

「なっ!?　へ……??」

「や、やっぱりですのっ!?」

　ふぃん……と楽がつ器きのような音色を響ひびかせて抜ぬかれる執事の小こ太刀だち……！

「まて……っ！　得物を抜くな！　危ないからっ！　なんだいきなりっ！　俺は全然怪しくなんかないぞっ!?」

「……お名前を、うかがっても？」

　なにしろ崖がけから落ちて無傷な上うえに、この首くび輪わに獣耳に軍服という怪しさ。それが零の鼻には匂におったのである。そして警けい戒かい色しよくをありありと浮うかべる執事装束の《忍び》が問うてくる勢いに、とっさに軍服獣耳は、

「お、俺は、羽生はにゆう──」

　名乗ろうとして、はっと口をつぐむ。そして、

「……あッ、そ、それっ!?」

　とっさに、えりすの右みぎ腕うで、見るからに怪け我がを負っているぐるぐる巻きの右腕を凝ぎよう視しして、

「それ、大丈夫か？　まさか、さっき俺の巻き添ぞえに……??」

　ごまかすようでいて、羽生──と中ちゆう途と半はん端ぱに己の名を名乗った首輪の獣耳は、どんどん心配になってきてしまう。相変わらず記き憶おくは混乱、しかし自分が落下した場所に彼女達たちがいたことは確たしかで、まんがいち、怪我をさせていたら──

「な、なんですの……っ!?」

　しかし獣耳の少女は、自分の動どう揺ようが、そのまま相手に乗り移ったかのような光景をそこに見ていた。

　あたかも装具かなにかのように『右腕』と『左ひだり眼め』を飾かざり立てていたお嬢じよう様さま然とした少女は、まるでサウナで蒸し上あげられている最中のような水分たっぷりに茹ゆだった表情で、

「あっ、あのっ、こ、これは、ただ、ちょっと……け、怪我を……っ！」

　えりすはあたふたと取り繕つくろいつつ、軍服獣耳から右腕と左眼を隠かくすように身をよじるのだが、

「ふふん、羽生はにゆう……といいましたか？　聞いて驚おどろくのです、この平民！」

　そんな逃にげ腰ごしの『我が主あるじ』を押し出すようにして立ち振ふる舞まう《忍しのび》、堀ほり切きり零れい……！

「えりす様のこれなる右う腕わんは、人ならざる魔ま人じんを駆く逐ちくするための秘宝！　愚おろかなる竜りゆうの魂たましいを封ふうじ、善悪両属性を備えた者しか手にできぬ『愚竜因果の殺腕ガングニール』の名を持つ禁人兵装なるぞっ！」

　キリリと説明しきる己の従者に、

「な、なに言っていますの零っ！　……な、なんでもないんですのよっ？　本当にっ！　や、やめるんですの零っ！　おねがいだから！　おねがいですから！」

「…………そして聞け！　天空より落下せし者よ！　えりす様の御ご左さ眼がんは魔ま眼がん『魔神眼球ヒユペルボレアス』！　魔人（神）を屠ほふる『愚竜因果の殺腕ガングニール』とは相反する力、魔ま神じんの瞳ひとみを移植したもうものなりっ！」

[image: ]

「や、やめてぇぇっ！　おねがいですのぉぉっ！　それを言っていいのは二人だけの時だけって約束しましたのにぃぃ……っ！」

「はっ！　も、もうしわけ……ありませんえりす様っ！　えりす様と拙せつ者しやだけの秘密を、このような者に……っ！」

「た、確たしかにこれは、えりすと零だけの秘密ですけれども、そ、そうではなくて──」

「ガ……『玩ガン具グ煮ニール』と、『比ヒ喩ユ減ペル惚ボレ明ア日ス』……ッ？」

「あなたも聞き返さないでくださいますのッ!?　あとなんとなくですけどそれ結構間ま違ちがってる気がいたしますの！」

「いえ、えりす様、この方が理解できないのも無理はありません。……よろしいでしょう。拙者がより詳しく説明いたします。それはえりす様が中等部一年の時でございました。友とも達だちがおられなかったえりす様は、突とつ如じよ、包帯を右手に巻いて学園へと──」

「だぁぁあめぇぇでぇぇすぅぅぅのぉぉぉおお……っ!!　そそそ、そんな妄もう想そうで友人達の気を引こうなんて痛々しいこと、このえりすが、するわけ、……するわけ……（ちらりと軍服獣けもの耳みみを見み遣やり）」

「……、……（そっと目を反らしている）」

「ちゃんとこっちを見てくださいまし！　違うんですの！　えりすはそのように情けをかけてもらうようなことは何一つ……っ！」

「貴様！　えりす様に無礼であろう！」

「お、俺おれがぁぁッ!?　ち、ちがうだろ!?　おまえのほうが、このえりすってヤツになんか怨うらみでもあるんじゃないかっつう……っ！」

「……れ、零？　あなた、怨んでおりますの？　このえりすを？　まさか、いつも付き合わされて実はうんざりって思っていますの!?」

「…………そ、そんなことがあるわけないじゃないですかえりす様！　ただし、友情関係は金では買えないとだけは……」

「た、たくさんあるはずですのっ！　零れいとこのえりすには楽しい想おもい出が……っ！　お……お金では買えない心の繫つながりが……！」

「もちろんです。独りぼっちのえりす様に常に付き添そっているのが、拙せつ者しやに託たくされた使命なれば──」

「もうやめとけおい！　それ以上このお嬢じよう様さまを追い詰つめてやんなッ！」

　あきらかにこれ以上余計なコトをサラリと言い出そうとする《忍しのび》とお嬢様の間に割り込こむ軍服獣けもの耳みみの少女は、

「仲良くしろ！　ほら、握あく手しゆして……って、えりすはそっちの包帯のほうのじゃなくて普ふ通つうの手の方で！　なんなのそれやっぱ怪け我がしてないのっ!?」

「し、してますのっ！　……な、なんなんですのあなたっ？　やっぱり『魔神狩猟機関フオツサ・マグナ』のエージェントとして、このえりすを試そうと……!?」

「おおおおッ!?　な、なんだ……その構えはえりす……ッ！　でもそういうのはいいから！　もうすぐ《アクア寮りよう》には到とう着ちやくするから！　きちんと案内するから、ここはみんな仲良くしてはもらえまいかー……っ！」




　──《アクア寮》に迫せまる刺客、鐘かねヶが淵ふちえりすと従者の堀ほり切きり零。

　そして謎なぞに包まれた……軍服獣けもの耳みみの少女。

　三者がもたらす予測不可能性は、すでにこの時点で限界に達しようとしていたが……そんな不ふ確たしかな世界の中で唯ゆい一いつ確かなこと。そのようなものがあるとすれば、それはえりす、零れい、そして羽生はにゆうなにがしと名乗りかけた軍服獣耳が向かう孤こ独どくな寮りように、これから必ず、わけのわからん波乱が起こるという、その一点だけである。










　　　　♥♡♥




　──まず、これらの混乱が起こった原因の一いつ端たんは、今朝起きた、とある事件にあった。

「だから、なんで俺おれが女装しなくちゃなんねーんだよぉおお！」

《アクア寮》の改かい築ちくは実にスムーズに進んでいた。寮の古さと不気味さはあえてそのままに、どうやら彼女達たちは、

『闇やみが怖こわいのなら、自分が闇そのものになってしまえばいいじゃん……！』

　という、どこからか引っ張り出してきたいかがわしい格言（？）を、よりアクティブに実じつ践せんしようとしているらしい。

　もちろん寮の見た目の改善に合わせて『内部充じゆう実じつ』、《アクア寮》をなきものにしようとする刺客をどのようにバッチリもてなすかというソフト面の準備にも抜ぬかりはない。

　──そして、

　あとは《青せい澪れい寮》からの刺客たる鐘かねヶが淵ふちえりすを午後一番に迎むかえるだけとなった朝、寮生達は、ついに最後の大だい問もん題だいを解決するだけとなったのだが──

「いや、それはもう解決してんだろッ!?　俺は今日、山の奥おく深くに一日中潜せん伏ぷくしてるから！　それだけでなんにも問題はないはずだ……ッ!!」

　男子禁制の女じよ子し寮りように住まう異い端たん児じ、羽生はにゆう真しん次じ郎ろうをどうするか。

　学園側にはペットの猿さるとして登とう録ろくしている真次郎だが、もしも実際に彼が見つかってしまったら、おそらく、そのウソも含ふくめていささか以上にややこしいことになるだろう。

　下手へたをしたら、鐘かねヶが淵ふちえりすの件がなくても《アクア寮》はそれだけで廃はい寮りよう処分になってしまうかもしれない。

　だから真次郎は、誰だれにも見つからないように姿をくらます。そんな真っ当な意見が、

「なんで誰にも届かない……っ!?」

「うーん、真次郎さんはやっぱり髪かみの毛が問もん題だいですね。かつらでは不自然でしょうし……」

「ポイントはそこか凜りんッ！　そもそも男である俺おれの体格を考えろよっ！」

「なによ！　しんじろうも文句いいつつそのあたらしい《寮服》着てるじゃないのよ！　この、へんたいぃぃっ！」

「し、しかたねえだろッ！　目ぇ覚めたらコレ着せられてて、しかもぴっちり縫ぬい止められててまったく脱ぬげないときた！　誰だ！　寝ねてる俺にコレを着せたのは！」

　女装とはいえ、真次郎に着せられた《寮服》がパンツルックだったのが唯ゆい一いつの救いだった。

　今や凜のメイド服も軍服調ちようになっていたし、茉愛まちかの《寮服》も黒のミニスカートである。

　寮生達たちが着き込こむ新たな揃そろいの服は、どれも光を吸い込むタールブラックの制服生地に「これでもかー！」というくらい真っ直すぐな折り目が刻まれ、さらに随ずい所しよにみられる銀色のラインが妙みようなモノモノしさと怪あやしさと不気味さを醸かもし出していた。

　なにしろ姿すがた鏡かがみで真次郎が自分の恰かつ好こうを見たときの感想が『オカルトに傾けい倒とうした独裁者の親しん衛えい隊たいみてーだな！』であったのだ。しかも、さらには彼の場合、ごつめの首くび輪わが、妙に軍服調の寮服にマッチしてしまい、怪しさ一五〇％増しである。

「でも、真次郎殿どのはもともとシルエットが細くて中性的ですから、なんとかなりますね」

「い、いやっ！　そんなことないって！　絶対男っぽくごつごつしちゃってるって！」

「真次郎くんの制服だけ、もう少し飾かざりを増やしてごまかすこともできるけど」

　これもまた軍服的に装そう飾しよくされたロングメイド服姿の《織り姫オーダーメイド》、曳ひき舟ふねぬいめからの提案に、

「え、そう……？　じゃあ、やっぱ腰こし回まわりと、やっぱ胸の辺りに……って、ちがうちがうっ！　待て！　だめだよ着ないよ!?　だって、よしんばそれで解決したとしてもだっ……！」

　そのままでは確かく実じつに軍服首輪少年としてこれから乗り込んで来る他寮生──確たしか鐘ヶ淵えりすとかいう生徒は、《アクア寮》の弱みを探しに来るのである──に補ほ導どうされてしまいかねない真次郎は熱あつく訴うつたえる。

「いいか？　俺がみんなと同じ場にいたら、俺が男だってばれる可能性がゼロじゃねえってことは理解できるか!?　しかしだ！　その俺が姿を消しちまえば可能性はゼロ！　その心配はなくなるてスンポーなんだが……俺の言ってること、あってるよね!?　ねっ？　……ふぅ」

「よろしいですか？　真次郎殿」

「え……、なに牡ぼ丹たん……」

　完かん璧ぺきに説得できたと思ったのに、真しん次じ郎ろうはびくっと不安な面持ちで《寮りよう長ちよう》に反応。

「《アクア寮》が一番安全な状態……。それは、真次郎殿どのがわたくし達たちと常に一いつ緒しよにいてくださる状態なのです」

「すまん！　だからそれの理解がちょっと追いつかない……っ！」

「今回の作戦に、失敗は許されません」

　黒の軍服オーラがことさら怪あやしげに、そしていつもにも増して厳げん然ぜんたる佇たたずまいを醸かもす本日の《寮長》は、けれどあいかわらず制服内部から胸元を張り詰つめさせたまま、

「……まんがいちですが、この《アクア寮》で《寮長会かい議ぎ》が開ひらかれなくなったとしましょう。そうなってしまえば、徐々にわたくしたちの寮が他の寮から軽んじられるようになることは必然。その積つみ重ねが無力の空気感を作り出し……」

　牡丹はためらうように言葉を切り、けれどやはり毅き然ぜんと、

「そしてこれは、あってはならないことですが、この寮が持つ特とく殊しゆ性せいのマイナス面が強きよう調ちようされ、学園生徒の情じよう操そう教育によくない影えい響きようがあると周囲に判断された時に、その排はい除じよ勢力に抗あらがう力すら奪うばわれている可能性があるのです。その場合、最悪のシナリオは《アクア寮》の廃はい寮りようとなります」

「は、廃寮だとぉっ!?　……で、でも、だったらなおさら俺おれがいたらだめだよな!?」

「逆です、真次郎殿」

　周囲の声を代弁するかのように、影かげ森もり牡丹は粛しゆく然ぜんと告げる。

「わたくし達は、だからこそ今、とても不安なのです」

「……は？」

　彼は呆あつ気けにとられた──というよりも、突とつ然ぜん背中を沢たく山さんの手で押されたかのように驚おどろいた。

「ふ、不安、て……」

「でも、真次郎殿が近くにいてくだされば、きっとわたくし達は自信を持って、客人を迎むかえられると思うのです」

　真次郎は不意に、室内の空気がいつもと違ちがうことに気付く。

「いざという時に緊きん張ちようのために失敗したり、もしかしたら自分達だけではどうにもならないアクシデントが起こったとしても、真次郎殿ならきっとなんとかしてくれるとわたくし達は信じているのです」

「牡丹……」

「ねえ、しんじろう……。きょうも一緒にいてもらっちゃ、だめ？」

「わたしも、真次郎さんにいてもらったほうが心強いです……！」

「おまえら……」

　茉愛まちかや凜りんだけではなかった。周囲から視し線せんが注がれる中、真次郎はバツが悪くなったように後こう頭とう部ぶを搔かき、

「す、すまん。俺おれ、誤解してた……」

　心の中を入れ替かえ、同時に内側に溢あふれてしまう照れくささを押し隠かくすようにして、

「なんだかんだで、俺はてっきりおまえらがこうやって俺をいじるのがただ楽しいだけかと思ってた……。ほ、ほら、おまえらっていつも俺を……っておい！　あれ!?　なんで今一いつ斉せいに俺をびくっとした目でみたんだ！　……や、やっぱりおまえら、俺で楽しんでるだけだろ！　寮りようの存亡がかかってんだぞ!?　真面目にやれよ!!　……は？　なんだ凜りん、『こういう時だからこそ余よ裕ゆうが大事です』……？　おまえはいつもリラックスしちゃってんだろ《忍しのび》なのに！　……いや、確たしかに、こんな時だからこそリラックスは必要だろうけどもさ！　これは通らないってッ!!　俺は隠れるよ!?　こんな女装とか絶対ばれるし！　変装したってカツラがポロリでばれるから！　俺にはもうそういう未来が見えてるから……ッ!!」

「確かに、えりすさんに体型を怪あやしまれたとして、確かく認にんのために真しん次じ郎ろう殿どのにかぶせる予定のこのカツラを引っ張られたりしたら……」

「だろっ!?　やっぱそれはマズイんだって……!!」

　真次郎が女装の弱点に最後の望みをかけた、その時だった。




「真次郎は、髪かみの毛自分で伸のばせるけど」




　部屋の片かた隅すみ、三みつ峰みね白はく亜あが告げた衝しよう撃げきの真実。

　寮生達たちは一いつ瞬しゆん、「……？」と、なんのことやらわからず首を傾かしげたが、

「「「「……あっ」」」」

　真次郎が『しまった……！』顔がおでうめいた瞬間、鋭するどい視し線せんがあらゆる方角から彼を貫つらぬいた。

「あ……ああっ！　そうよしんじろう！　あんた髪の毛がすごい伸びる時あるわよねっ!?」

「……へ？　な、なんだっ？　お、俺はそんなこと、できねーぞ……ッ!?」

　軍服を着せられた首くび輪わの少年は後あとずさるようにして、なんとかごまかそうとするのだが、

「真次郎、オーベロンと合体して」

「なんだいきなり！　しかもあれは合体じゃねぇっ！」

　白亜は有無を言わさずに切り込こんで来るのだ。なおかつ《おっぱい風紀委員》は、

「しかもその時、真次郎、女の子になってる」

「うぐぅっ……ッ!?」

《西側談だん話わ室しつ》に走ったどよよっという衝撃の波動が、全て真次郎の胸や腹を打つ。

「本当……ですか？　真次郎殿」

「それより、な、なんで白亜、知ってるんだ……？」

「真次郎が変身した後に、一いつ緒しよにいたことある」

　困ったことに、どれも本当のコトだった。行方不明になった白はく亜あを助ける為ためにシベリアンハスキーのオーベロンから《野生ライフ》を分けて貰もらった際、どうしてもそのまま白亜を連れ出さなくてはならない時があった。

　彼女はそれを憶おぼえている。

　しかもその際、副作用というかなんというか、メスであるオーベロンに深く感応するために、どちらかというと肉体的な性別が逆転──加えて若干、年ねん齢れいまで下さがるのだ……！

「では、とにかくやってみましょう」

「う、うおぉッ！　やめろオーベロンッ！　なんでおまえちょっと乗り気なんだぁぁ……！」

　──そして見事、白亜のもくろみは的中。

　それでも「やっぱりこんなの間ま違ちがってるからなぁ……ッ!?」と寮りようの窓からから逃にげ出した軍服獣けもの耳みみの真しん次じ郎ろうが焦あせってうっかり足を滑すべらせ、崖がい下かに堕おち、その後どうなったかは、二度も語る必要は無いわけで──




　時は戻もどって、現在。




「こ、これはどういうことですのっ!?」

　という言葉を、鐘かねヶが淵ふちえりすは、どうにか吞のみ込こむことができていた。

　大自然の力で女体変化を遂とげ、軍服獣耳娘むすめと化した真次郎に連れられて《アクア寮》の外がい観かん、その全ぜん貌ぼうを一望できる、玄げん関かん前でのことである。

「（全然ぼろぼろでも、薄うす汚ぎたなくもないなんて、き、聞いていませんの……っ！）」

　確たしかに報告通り、その館やかたの佇たたずまいは実に不気味ではあった。けれどそれは、不ふ思し議ぎと不快感をもたらすおどろおどろしさではない。

「（な……なんで、こんな……！）」

　もともと異様なまでにゴシックであっただろう外観──屋根の四よ隅すみなどに配置された武装ガーゴイル、禍まが々まがしい屋根の曲きよく線せん、そして塔とうに巻き付くドラゴン──などは、魔ま界かいから召しよう喚かんしたてのように洗練されており、館そのものが荒あら々あらしくも魔ま的てきなオーラを立ち昇のぼらせているのだ。

　そのスタイリッシュなまでの奇き怪かいさは、まさに『暗黒城』の如ごとしである。

　──ゆえに、

「（し……静まりなさい、我が右みぎ腕うでぇぇ……ッ!!）」

　その暗黒波動は、えりすの最も繊せん細さいで敏びん感かんな部位を直ちよく撃げきするのであった。

　なんということだろう。ストライク！　ドストライク！　人一倍多感で敏感、しかしそれを外部に上手うまく放出する術すべを得られぬ環かん境きように育った鐘かねヶが淵ふち家けのご令れい嬢じようは一人で悶もん絶ぜつ！

　禍々しい包帯を巻き付けた右腕、『愚竜因果の殺腕ガングニール』が本当に疼うずいてたまらない。この館が持つ『暗黒城』的毒どく禍まがしい雰ふん囲い気きは、まさしく『愚竜因果の殺腕ガングニール』的神秘エネルギーを充じゆう塡てんできるスピリチュアルパワースポット……！

　こんな自分の奥おく底そこから湧わき上あがるダークネスな感情の制せい御ぎよで精せい一いつ杯ぱいになっていては、《アクア寮りよう》を……あの影かげ森もり牡ぼ丹たんを、《寮長》という立場から蹴け落おとすという予定が台無しではないかッ!!

「じ、時前の偵てい察さつでは……ッ」

　えりすは同時多発的に疼うずき始める左ひだり眼めを押さえながら執しつ事じ服ふくの《忍しのび》、堀ほり切きり零れいを睨にらみ付ける。しかし、

「…………────」

　執事服の側近は露ろ骨こつに主人から視し線せんを反らしている……！

　従者である堀切零には、前回の《寮長会かい議ぎ》前に、影森牡丹達たちの現状を的てき確かくに把は握あくしておくために《アクア寮》へ密偵として潜もぐり込こませ、それを報告させていたえりすである。

　予定では、それを元に想定してあったセリフ、

『聞きしに勝るボロ屋ですのね。可か哀わい想そう過ぎて言葉もでませんの』

　的嘲ちよう笑しようで、まずは《アクア寮》の存在そのもの一笑に付し、先制攻こう撃げきを加え続ける予定だったのだが、これではまるっきりカウンターパンチを食らったようなもの。

　こうなってしまってはそれらの時前戦略が、全て台無しではないか……!!

「ど、どうしたんだ？　えりす」

《逆神の使い手ダブル・ロール》鐘かねヶが淵ふちえりすは、はっと我に返り、《アクア寮》を目の前にして、

「な、なんでもございませんのっ！　ふ、ふん……っ！」

　無理矢理に館やかたから視線を引きはがし、首くび輪わの軍服獣けもの耳みみからも顔かおを背ける。

　しかしその内心では、

「（かっこいい……!!　すごいッ！　あれに、あの軍服みたいな寮服にこのえりすが身を包み、そこに包帯を巻いたらぁあああ……ッ！）」

　認めたくないが、暴ぼう走そうする羨せん望ぼうが体内で渦うず巻まいてしかたがない……ッ！

　思いっきり喉のどまで出かかってはいたし、胸の中では外に出せなかった分までもが残ざん響きようし、どんどん増ぞう幅ふくしているのがわかる。

《アクア寮》の玄げん関かん先で人知れず悶もん絶ぜつする鐘ヶ淵えりす。そこへ、




「ようこそ《アクア寮》へいらっしゃいました、えりすさん」




　魔ま軍ぐんに属する貴族将校が如ごとき少女が、現れた。

「「……なっ！」」

　眼前の魔ま城じよう的てき建けん築ちく物ぶつ、その扉とびらが開ひらかれ、いつのまにか出現していたのは、

「あ、あいかわらず、ですのね、牡ぼ丹たん」

　新しい寮りよう服ふくに身を包んだ《アクア寮》寮長、影かげ森もり牡ぼ丹たん。

　ライバルを目の前に動どう揺ようを一いつ瞬しゆんで屈くつ服ぷくさせた隻せき眼がん隻せき腕わんの刺客、鐘かねヶが淵ふちえりすは、今や漆しつ黒こくの軍服姿の《寮長》へと対たい峙じする。

「えりすさんも、お変わりないようで」

　かつて存在し、共に在席した《緑りよく泉せん寮》──

「本日はお招きにあずかり光栄ですの。昨日の夜から、とても楽しみにしていたんですのよ？　いったい、このえりすにどんなものを見せてくださるのか」

「それはそれは。こちらこそご無理をさせてしまいまして。えりすさんこそ、怪け我がの具合はよろしいのですか？」

　その同じ屋根の下したで《寮長》と《副寮長》であった二人の少女が因いん縁ねんの元、牡丹がえりすをお茶にお誘さそいしたという名目で──実際のところ、両者はこれを勝負と認にん識しきしながら──再び邂かい逅こうした時のセリフが、これである。

　鐘ヶ淵えりすの従者であり、彼女個人の《忍しのび》である堀ほり切きり零れいはもちろん黙だまっていなかった。

「これは怪我ではないと何度言ったらわかるっ！　この右う腕わんは、魔ま神じんの力を宿せし『愚竜因果ガングニー──」

「やめてですの零ぃぃっ！　さっき……！　さっき仲直りしたのに！　さっきあなたと仲直りしたばっかりですのに……っ！」

「えりすさん……？」

「は……っ！」

　ライバルの前でこれ以上の動揺を見せられない！　と、えりすの表情は物語っており、

「……こ、こちらも、あなたたちの寮生ですの？」

　なんとか──《逆神の使い手ダブル・ロール》の他称レツテルを持つ──鐘ヶ淵えりすは切り返す。

　こちらと彼女が指し示すのは当然、崖がけの上うえから落下してきた獣けもの耳みみのことである。

「はい、この方は現在、『《アクア寮》預かり』をしております中等部の生徒さんで、羽生はにゆう真ま名なさんとおっしゃいます。……そう、あの羽生家の御ご息そく女じよでして」

「……っ!?」

　その言葉に驚おどろいたのは当の軍服獣耳である真しん次じ郎ろうと、

「は、羽生家、ですって……!?」

　えりすが同時。だが二人の驚きよう愕がくの理由はもちろん、似ているようで全く違ちがうものだった。

　見た目の切羽詰つまり具合は、どうみたって軍服獣耳に軍配があがり、

「ま、まてっ！　それよりなんで牡丹は俺おれの妹の名前知ってんだ？　つうか羽生家がなにっ!?　なんで俺の家がここに巻き込こまれてんのっ!?」

「上かみ熊くま谷がやさんっ」

「はいっ！」

　牡ぼ丹たんの声に、しゅっと物もの陰かげから現れたふっくら小こ太刀だちメイドの放つクナイが地面に突つき刺ささり、

「ぐおお！　か、影かげ縛しばりとかっ！」

　そして獣けもの耳みみの真しん次じ郎ろうにそっと近寄り、くいっと首くび輪わに指を掛かけ引き寄せた牡丹は囁ささやく。

「（逃にげ出したのではなく、えりすさんを率先して連れて来てくださったのですね、真次郎殿どの。わたくしは信じておりました）」

「う、ぐぅっ！　……ち、ちがッ……!!」

「（ここはなんとかいたします。ですからあなたはできるだけ女の子らしく振ふる舞まってください、よろしいですね？）」

「っ!?」

　凜りんによって動きを止められ、《寮りよう長ちよう》牡丹に耳元で告げられた獣耳真次郎は混乱の中、こくりこくりとかろうじて首を縦たてに振る。

　一方で、

　──えりすは自分から離はなれた所で牡丹になにかをたしなめられているような、あの羽生はにゆう真ま名なという首輪の獣耳にチラリと視し線せんを流す。

　東あずま屋やの天てん井じようにあの軍服娘むすめが落下してきた時から、なんだかイヤな予感──まさしく予兆は感じていたのだ……。

「そ、それでは……さっさと案内するんですの……っ！」

　えりすは怒おこったようにうつむき、できるだけ《アクア寮》にも、その寮生達たちの着ている《寮服》にも視線を向けないようにして、『暗黒城』の扉とびらを、案内されるままにくぐり、

「それではご覧らん下ください」

　ついにその内部へと足を踏ふみ入れる。




「……──……ッ!!」




　瞬しゆん間かん、壮そう大だいなアリアが、聞こえたかと思ったのだ。

「な……、なんなんですの……？」

　もちろん目の前にあったものは天井の高い玄げん関かんホールだった。密みつ偵ていに出した私的な《忍しのび》である零れいの報告では、ここはただの古ぼけた埃ほこりっぽい、黄色く淀よどんだ光しか射し込こまない茫ぼう漠ばくとしたなんにもない空間だったはずである。

「こ、こんな……っ」

　そのはずだったのに、えりすが目にしているものは、高い場所にあるステンドグラスからそそぐ凄せい烈れつで色しき彩さいあふれる光に包まれる、荘そう厳ごんな教会のごとき静せい謐ひつさと神々しさを纏まとった空間で──

「こんな……ふ、ふんっ！　こんな子供だまし……の、ような……」

　それでも必死にえりすは言葉を繫つなぐ。紡つむぎながらもぞくりと背筋に悦えつ楽らくに似た震ふるえが走り抜ぬけ、眼帯で覆おおった左ひだり眼めが熱あつく火ほ照てる。

　……きっとこの教会的エリアは、魔ま人じん達たちが集うサロン的聖域に違ちがいない……！　その証しよう拠こにこんなにも『魔神眼球ヒユペルボレアス』が共鳴しているではないかっ。

「（な、なんてカッコイイんですのーっ!?　はわわわわー）」

　えりすが所属している近代的なマンション型の寮りようである《青せい澪れい寮》では有り得ない高鳴りに、彼女は息をあえがせる。

　あ、あの暖だん炉ろ……！　きっとあの漆しつ黒こくの暖炉の奥おくには、秘密の通路があって──

「時にえりすさん」

「──《下げ界かい》に……、このえりすが焦こがれてやまない《下界》に、通じていてッ！　そこでえりすは真の力に目覚め、この日常は……ッ！」

「えりす様、牡ぼ丹たん様が（主あるじの脇わき腹ばらをつつき）」

「なッ、なんですの零れいっ」

「えりすさん、なぜ玄げん関かんホールでそのような、縦じゆう横おう無む尽じんなステップを……？」

　ぎくりっと我に返った《逆神の使い手ダブル・ロール》鐘かねヶが淵ふちえりすは、背後の牡丹に振ふり返る。

「いっ、いえっ！　な……なんでも、ないんですのよ……っ!?」

「もしかして、えりすさん」

《アクア寮》の寮長は、薄うすい微笑ほほえみを絶やさぬまま、他寮からの刺客へと歩み寄りながら、

「この寮が、気に入っていただけたのですか？」

「…………っ!?　……ッ!!」

　集まっていた寮生達の視し線せんが、一気に自分へと集中するのがわかった。

「そ、そんなわけ、あり、ませんのよっ!?　き、聞いていたものとは少し違ったので、少々戸と惑まどっただけですの！　本当に、か、変わった寮ですのっ」

　えりすは慌あわてて自分の感情を拭ぬぐい去るかのように言い放つ。しかし内心は、

「（ぐぬぬぬ……っ！　な、なんなんですの、これは……っ！）」

　予定外で予想外の事態に、えりすはうろたえまくっている。ついさっきまで《アクア寮》に対してガッチリつかんでいたはずのイニシアチブ。

　どこかに消え失せてしまったそれを再び取り戻もどさなければと、《逆神の使い手ダブル・ロール》は、焦あせりに焦っていた。




　──そしてこの時、




「話がまったく違うじゃないか羽生はにゆうの……ッ！」

　洒落しやれた割かつ烹ぽう着ぎ姿、片手には菜さい箸ばしを持ったままという出いで立ちで、いてもたってもいられず厨ちゆう房ぼうから玄げん関かんホールへと、敵てき対たい寮りよう生せいである鐘かねヶが淵ふちえりすを覗のぞきにやって来ていた竹たけノの塚つか結ゆいは、フリーなもう片方の手で獣けもの耳みみ真しん次じ郎ろうの襟えりを締しめ上あげている。

「ぐ、ぐるしい……っ！　結、待て！　焦あせんな……っ！」

　今やこの全面改装リニューアルを企くわだてた発起人と見なされている真次郎に、やる気を持てあましてしまっている寮生達たちが群がり、

「えりすさん、やっぱり難なん癖くせつけるんですね！　ぷんぷん！」

「どうすんのよしんじろう！　あんた責任とってとりあえずあたしの彼氏になりなさいよ！」

　凜りんや茉愛まちかを筆ひつ頭とうに、玄関ホールの物もの陰かげから大おお騒さわぎする《アクア寮》の面々。真次郎も焦る内心を押さえ、自分自身を落ち着かせるように、

「ま、待ておまえらッ！　たぶんこれからだって！　みんな急ぎ過ぎなんだよ！」

　周囲の動どう揺ようを取りなすのだが、

「しかし、ここでっ！　このファーストインプレッションであのえりすを屈くつ服ぷくさせるべきだろうっ!?　あいつめ、僕ぼくたちがどれだけ苦労したと思ってるんだ……！」

　実は興こう奮ふんしていて昨日からあまり眠ねむれていない寮生達の異常な高ぶりは収まらない。

「くそ……、意外と手て強ごわかったってことか……!?」

　依い然ぜんとして包帯を巻かれた右みぎ腕うでや眼帯で覆おおった左ひだり眼めを気にする素そ振ぶりしかみせないえりすの様子に、真次郎までもが焦りを漏もらしたその時、




「うぅん、かなり効いてる」




　一人、じぃっとえりすを観かん察さつしていた白はく亜あのぽつりとしたつぶやきに、隠かくれていた寮生達が一いつ斉せいに振ふり向く。

「ありがとう、真次郎」

「……は？」

　こちらを振り向いて礼を言ってくる《おっぱい風紀委員》に真次郎は面食らう。

「えりすの目をよく見て」

　ざぁっと隠れ寮生達の首が、玄関ホールの説明を受けている鐘ヶ淵えりすへと集中。

「ぐるぐるになってる」

「……ん？　よく見たら、確たしかにちょっと、浮うわついているか……？　でも、見み間ま違ちがいってことも──」

「ほ、本当なの白亜っ!?　だったら、えりすを見返せるのっ？」

　勘かんのいい寮生なら見み抜ぬける程度なのだろう。しかし、《緑りよく泉せん寮》が火事になった時に袂たもとを分かってしまった元《副寮長》のえりすに動揺が──突とつ破ぱ口こうになるかもしれない戸と惑まどいがあるのなら、

「たたみかけて」

　白はく亜あの声は小さかったが、突とつ撃げきの号令にも等しかった。




《アクア寮りよう》寮生達たちによる、無言に近い囁ささやきの連れん携けい──




『きっとえりす《アクア寮》にびっくりしてる。もう一押しで堕おちる』

　その白亜のメッセージが裏から裏へと行き渡わたり、ぱっと活力を得たかのような寮生達の、そこから始まった客人の弱点を突つくか如ごときもてなしプレイを見ながら、

「ひ……っ」

　真しん次じ郎ろうは空そら恐おそろしくなってくる。




　──怪あやしくもロイヤルゴシックに統一された廊ろう下かや階段を進み、鐘かねヶが淵ふちえりすと《忍しのび》の堀ほり切きり零れいがもてなし組によってまず導みちびかれた場所は《図書室ライブラリー》。




　そこで刺客であるえりすと零の二人を待ち受けていたのは、あたかも従軍魔ま女じよのような《寮服》を身に着け、大きな革表紙の本を小こ脇わきに抱かかえた《図書室の妖よう精せい》長なが瀞とろ心ここ愛あであった。

　鍔つば広ひろの三角帽ぼう子しに、黒くタイトなベルトを重ねたような肩かただしのロングワンピース姿の図書室のヌシたる心愛を一目見たえりすは、眼帯に覆おおわれた左ひだり眼めを押さえ、

「常闇ノ魔導大全ダークネス・グリモワール……ッ！」

　仰のけ反り、本ほん棚だなによろよろと倒たおれかかった。

「ようこそ、我が《図書館ライブラリー》へ、ここには古今東西の古書、重要文ぶん献けんが収められている」

「な、なんていうことですの……古今東西の……あらゆる禁じられた書物の数々が……!?」

　もちろん、元々雰ふん囲い気きのあったこの大きな書しよ斎さい然とした古めかしい図書室も、さらに物々しい壁かべ布ぬのや新たな絵画を飾かざることにより、さらに怪あやしい雰囲気をパワーアップさせて、えりすを見み下おろすかのように出で迎むかえている。

　ものものしい図書室内の奥おく。

　大きな書見台に、あえて解体新書的な見栄えのする本を並べておいたスペースを前に、《逆神の使い手ダブル・ロール》鐘ヶ淵えりすはわなわなと震ふるえ続け、けれども、

「こ、このぐらいの、図書室なら、せ、《青せい澪れい寮》にも、あ、あるん……ですのよっ？」

　右みぎ腕うでを押さえつけながらなんとかそう言い切った。

　しかし、真次郎でもえりすの異変には気が付いていた。

　お土産として新たに作製された《アクア寮》のパンフレットを手にしたえりすが、《忍び》の零にささえられながら、

「『聖典カノン』……『魔鍵書レメゲドン』……『妖葉写本ヴオイニツチ』ッ！　うぅうッ、あ、新たな、力が……ッ」

　とか、

「もう一度強力な封ふう印いんを、早く……時間が……ッ」

　などと廊ろう下かを移動中にぶつぶつ呟つぶやいているのが聞こえ始めたのだ。

　──そんなフラフラなえりすが執しつ事じ装束の《忍しのび》である零れいに、運び込こまれるが如ごとく通されたのが、

「ふぁ……、こ、ここは、なんですのっ!?」

　後あとをついて入った真しん次じ郎ろうもその室内に驚おどろく。

《アクア寮りよう》一階の端はし、ここにあったのは確たしか《救きゆう護ご室しつ》だったはずだ。

　なにしろ自分も幾いく度どとなく担ぎ込まれた覚えがある。だが、

「おいおい、これはやりすぎだろぉ……？」

　獣けもの耳みみの軍服少年──もとい、今はもにょもにょ──である真次郎も啞あ然ぜんとしてしまう。

　そこは怪あやしい手術室。

　しかもこれは『悪の秘密組そ織しき』が無理矢理怪かい人じんを製造する類たぐいの地下室的秘密の部屋である。

　もはや《アクア寮》に住む自分達たちの日常生活に支障がでても構わない！　レベルのやり口に、さすがの真次郎も、

「無茶しやがって……」

《一階救護室》の首領、《爆発は芸術だアルケミスト》神じん保ぼ原はら純じゆん銀ぎんを呆ぼう然ぜんとみやる。

「《アクア寮》では《救護室》を、ちょっとした研究室や実じつ験けん室しつとしても活用しているっていいますかー、勝手に変な場所さわると爆ばく発はつしますんで、注意してください」

　しかしえりすはそんな忠告に耳を貸す余よ裕ゆうなどないかのように、ふらふらと部屋の中央にある大の字型の診しん療りよう台だいにあゆみより、

「……えりすは、ここで『魔神眼球ヒユペルボレアス』を移植されて……っ」

「お、思い出されたのですかえりす様、その時の記き憶おくを……っ！」

「零、ならば……えりすはさらなる力をここで手にいれることも可能ということ……。これはとんでもないことですのっ！」

「しかしそれでは、中立勢力である『機械仕掛ケノ神々デウス・エクス・マキーナ』ですら、えりす様に対たい抗こう措そ置ちを……っ!!」

「それがこのえりすの運命なら、従うまでですの……って、零ッ！　さっきからあなた声が大きいんですのーっ！　……はっ！」

　変化している周囲の空気に《逆神の使い手ダブル・ロール》えりすは気付く。

　気付いてしまってから刺客としてやって来た彼女は、微び妙みようになってちくちくする空気を振ふり払はらうかのようにワナワナと《救護室》を見回し、

「こ、こんな救護室、ぜんぜん、落ち着けませんの……っ！」

「それでは、お茶を用意してありますので、こちらへどうぞ」

　どうにか絞しぼり出すような声を出すえりすを、《寮りよう長ちよう》影かげ森もり牡ぼ丹たんは次の見学場所へ導みちびく。

　その方角に、真しん次じ郎ろうはハッと身を固くする。

　ついに、ついに来たか……！

　向かっている先は《西側談だん話わ室しつ》。軍服獣けもの耳みみの少年は知っている。そこは今や『動物カフェ』に変へん貌ぼうしているのだ……ッ！

　そして開ひらかれた扉とびらより一歩室内へと足を踏ふみ入れた《逆神の使い手ダブル・ロール》が見た物。

「は……、なッ、こ、これは……」

　それは大だい胆たんにも室内中心、天てん井じように届くかと思われる巨きよ大だいな黒い鳥とり籠かごだった。

『エ……『堕天使ヲ生ケ捕リシ監獄エデンズ・グラビテイ』ィィ……ッ！」

　鳥籠周囲の空間は真っ白に雪が積つもったかのごとき毛皮で覆おおわれ、鳥籠の中にだけ、秘密の調ちよう印いん式しきでも行うかのように鉄で作られた低いテーブル、革張りの巨牛にも似たソファーが設しつらえられている。

「ここは、かの……絶対的防ぼう御ぎよを誇ほこる……っ！」

　巨大な鳥籠の中へと招かれソファーに身をゆだねた鐘かねヶが淵ふちえりすは、ぶつぶつ漏もらしながらも周囲の状じよう況きようをできるだけ意い識しきしないよう片手で顔かおを覆ってうつむき、けれどワナワナ震ふるえ、興こう奮ふんを嚙かみ殺しながら漏らすのだ。

「聖域に足を踏み入れたなら、もう後あと戻もどりは……」

　やがてえりすと零れいに簡かん単たんなお茶が出される中、

「さあ、真ま名なさん。オーベロン達たちを」

「お、おうっ!?」

　真次郎は牡丹から促うながされる。ついに出番が来たのだ。

「お、おいおまえら、仕事だぞ！」

　今や巨大鳥籠部屋と化している《西側談話室》のもう一つの扉より、真次郎はシベリアンハスキーのオーベロン、オームのパック、白しろ猫ねこのアリエルや子こ豚ぶた四姉妹達を引き連れ、ぞろぞろと客人の前に姿を現しはじめる。

「こ、これが噂うわさの、動物達なんですのっ!?」

　これぞ、真の意味で他寮には無い特例措そ置ち、《第二種リラクゼーション案件》、すなわち愛玩動物ペツトであった。

　もとより真次郎に「今日は接待だからな！　今後の俺おれ達の運命は今日に掛かかっている！」と念を押されていた森の仲間達は、最初おっかなびっくり毛並みを突つっついて来たりした客人、えりすと零に「我が慢まん、我慢」で人なつっこく身を寄せて、触さわられるがままにさせている。

　相変わらず、右みぎ腕うでを包帯で巻いた客人からは、

「ならば、あの獣耳の中等部預かりの子は……この『使い魔フアミリア』の、主あるじということですの……!?」

　とか、

「ということは、やはりあの羽生はにゆう真ま名なと名乗る首くび輪わの中等部生徒は、このえりすと同じ、『使い手エージエント』ということに……」

　などというフレーズが真しん次じ郎ろうの鋭えい敏びんな耳に届いていたが、ついには、《厨ちゆう房ぼう》からワゴンを押して来た竹たけノの塚つか結ゆいの出したデザートを前に、

「戦ってる」

「えりすさん、すごく汗だくになっています……！」

　物もの陰かげからその様子を観かん察さつしていた白はく亜あや凜りんは『青せい澪れい寮りようからの刺客』を見守り続けている。

　えりすと零れい、二人の前に出されたのは、なにしろあの結が腕うでによりをかけた軽食である。

　各種キノコと山菜のチーズキッシュに、木イチゴとハチミツのフルーツゼリー。木の実を混ぜたクッキーやオリジナルブレンドのハーブティーなど、寮生も太たい鼓こ判ばんの品々であった。

　しかもどの材料もこの《アクア寮》の近くで採れ、その飾かざり付けもコウモリ型の焼き印などで工夫されたゴシック仕様。

　一つ一つの品を吟ぎん味みするように口にするたび、えりすと零は押し黙だまる。

　しかし味に関してさすがにウソはつけないようで、調ちよう理り人にんである和服姿の結をニヤニヤさせてしまっていた。

「ふぅ……、どうやらこのまま上手うまく行きそうだな」

　真次郎の目から見れば、もうあの鐘かねヶが淵ふちえりすという名の刺客は寮生達たちに任せてしまって大だい丈じよう夫ぶだろうと思えてしまう。

　最初から自分はなにも出来てはいなかったが、オーベロン達を言い含ふくめる役目も終わったし、肩かたの荷が下おりた気分であった。

　なにしろ、あの《青澪寮》から送られた刺客の頭あたまからは、しゅーしゅーと湯気さえ見えるのである……。

「どうにかなりそうじゃねえか、牡ぼ丹たん」

　真次郎は巨きよ大だいな鳥とり籠かごの片かた隅すみで《寮長》に同意を得るように目配せする。すると、

「……そうで、しょうか」

「牡丹……？」

　軍服を身に着けることにより、もう一回りほど律動的に見えていた影かげ森もり牡丹の、ここにきてのなにやら鈍にぶい反応を真次郎はいぶかしく思い、彼女へと歩み寄る。

「……はっ、い、いえ真次郎殿どの、もうしわけありません。ちょっと考え事をしていまして……」

「なんだ？　気になることが？」

「いえ、真次郎殿……」

　首を小さく振ふり、なにやら思考を断ち切ったらしい《寮りよう長ちよう》は、表情を和らげ、

「元々同じ寮生だったえりすさんには、わたくしたちの手の内を知られていました。けれども、今のわたくしたちには彼女の予想を超こえることのできる、仲間がいましたから」

「だろうな……」

　真しん次じ郎ろうはしみじみ思う。

　もしも鐘かねヶが淵ふちえりすがこの勝負に敗れるのだとしたら、この《アクア寮》の結束力を舐なめていたことが原因だろう。その潜せん在ざい力りよくを、彼女は過小評価しすぎていたのだ。

「まったく、おまえらには恐おそれ入るよ」

「なにもわかっていないのですね、真次郎殿どのは」

「は……？　な、なんだよ……！　お、俺おれは俺なりに頑がん張ばってんだぞっ!?」

　どうにも含ふくみのある《寮長》の視し線せんに、真次郎は及および腰ごしになり、

「ちょ、ちょっと俺、一休みしてくるからなっ……！」

　森の仲間達たちを待たい機きさせてあった隣となりの部屋へと逃にげるように移動する。これ以上、緊きん張ちよう感かんみなぎる牡ぼ丹たんのストレス発散道具にされてはたまらない。

「ふぅ……、でも、なんかやっぱ俺も、硬かたくなってんのか……？」

　この一大行事には、なにげに自分の将来もかかっているのである。無心でいられるはずもなく、案外自分も消しよう耗もうしていることに真次郎も気が付く。

「腹減った……」

　控ひかえの間となっていたその部屋のテーブルには、結ゆいが作った試作品の数々が、寮生達のおやつ代わりにならべられていた。

　軍服獣けもの耳みみの真次郎がそれを端はしからもぐもぐと食べ尽つくし始めると、

「ん……？　なんだ？」

　指をぺろぺろと舐なめとる中、料理の乗るテーブルの片かた隅すみに、リボンの掛かけられた小こ箱ばこに目が止まる。

「あー、あのえりすってヤツが持って来たお土産だよな、あれ」

　ちょうど無人になっていた控えの間で、真次郎はためらうコト無くそのリボンをしゅっしゅとほどき、

「すげーいい匂においがすんぞ……？」

　箱の上うえからくんくんと鼻をひくつかせ、そのままぱこっと開あけてみれば、

「ん？　なんだこりゃ」

　箱の大きさからすると、嫌いやがらせかと思うくらい小さな小こ瓶びんが中心に収まっている。

　そして、

「あー！　しんじろう！　あんたなにやってんのっ!?」

　ちょうど真次郎が苦労しながら小瓶のキャップを開けた時だった。

「げ、茉愛まちかっ！」

　あわよくばお土産のゼリーかジュースを一人占じめしようとしていた真しん次じ郎ろうは、駆かけ寄ってくる亜あ麻ま色いろ髪がみの少女の手が届かないようバンザイする形で後あとずさる。

「ちょ、ちょっと、それ！　えりすの持って来たお土産でしょ!?　しんじろうには関係ないんだから返してっ！」

「か……関係ないことあるかっ！　がんばってる俺おれにもこれをいただく権けん利りはあるっ！」

「そういうことじゃなくてっ──」

「んッ!?」




　たぱたぱたぱ……




　部屋の隅すみに追い詰つめられた真次郎の頭あたまに、生ぬるい液体が降りかかり──

「ぐはぁああ！　な、くっ!?　くっせええええええええええッ[image: !!!?]」

「だからそれ香水よ!?　ばかしんじろう！　すごい高級なやつなのよっ!?」

「ふぐぁあぁあああ……ッ!!」

　三十メートルも離はなれればとても素す敵てきな香りなのだろうが、直ちよく撃げきを食らってしまった真次郎は悶もん絶ぜつ。まるで薔薇ばらの花びらを数百枚、鼻の奥おくに突つき込こまれたかのような衝しよう撃げきに、思考が停止してしまっている。

「くほぉぉおおおッ！　茉愛、助けてくれぇえッ！」

「どうすんのよこれ！　あたしにもかかった！　におい、けほっ！　とれないっ！」

『これで匂においくらいは高級になるといいんですの』的メッセージの込こめられた鐘かねヶが淵ふちえりすのトラップに掛かかってしまったかのような二人は、慌あわてて窓を開あけたりタオルでお互たがいを拭ふいたりするのだが、

「なによこれ！　ぜんぜん匂いきえないっ！」

「あのえりすの野郎！　ひでぇもんよこしやがって……ッ！　けほっ！　むほっ……！」

　依い然ぜんのたうつ真次郎の手を、その時ぱしっと取ったのは、

「茉愛っ!?　なんだ？　どうしたっ??」

「こうなったら、お風ふ呂ろいくわよしんじろうっ！」

「へ……えええっ!?」

　そのままの勢いで、真次郎は誰だれにも見つからないようにキョロキョロ＆ダッシュで浴場へと向かう亜麻色ツインテの少女に引っ張られていくのだった。




　　　　♥




「ほんとうにあんたってわけわかんないわよねー。ほんとに女の子じゃない」

「あ、あんまジロジロ見んなよ……」

　通つう称しよう《アクアの湯》。

　基本二十四時間入ることのできる大浴場の洗い場で、真しん次じ郎ろうはタオルを身体からだに巻いた茉愛まちかに、ごしごしと頭あたまを洗ってもらっていた。

「というか、おまえは、なんつーか、見られて大だい丈じよう夫ぶなのか……？」

「はぁ？　あんた今、女の子なんでしょ？　だからべつに気にしないわよ」

「そ、そういうものなのか……？」

　乙女おとめ心ごころがいまいちよくわからない真次郎。たぶんこの茉愛が特とく殊しゆなのだろうとは思うのだが……。

「ねえ、しんじろう」

「ん？　どした」

　まだ薄うすく腕うでに残っている香水の薔薇ばら臭しゆうを嗅かいでいた真次郎は、正面に映る鏡かがみ越ごしに亜あ麻ま色いろツインテの少女に生なま返事。

「あんた……耳、どうしたの？」

「は……？　なんだ？　茉愛の声はさっきから聞こえてんぞ？」

「そうじゃなくて、あんたに生はえてたオーベロンの耳よ」

「……ん？」

　今はちょうど、髪かみの毛を洗ってくれている茉愛の顎あごの下した。そこに映る真次郎の脳天には今、上うえに向かってぴんぴんと尖とがった耳が生えていたはずである。

「ふぁっ!?」

　それが消えている。

「──ッ!!」

　真次郎は咄とつ嗟さに視し線せんを下に。

　……、──男に。戻もどり始めているッ!!

「（しまった！　時間切れ……ッ!?）」

「どうしたの？」

「い、いや、なんでもねえ……ッ！　つうか、俺おれそろそろ出るから……っ！」

　オーベロンと交わした《野生ライフ》の効果が切れ始めている……！　というか、ほぼ尽つきかけているッ！　だというのに、

「なによしんじろう、あたしのからだも洗いなさいよ。女の子同士でしょ？」

「ッ!?　そ、そんな理由で……!?」

　というよりもそれは理由として成立していない！　なにしろ真しん次じ郎ろうの記き憶おくは、身体からだを変化させても普ふ通つうに引き継つがれるからであり、肉体は変われど本ほん質しつ的てきには今もなにも変わっていないのだから！　ちょっと考えればそんなのわかりそうなものなのに、

「（これは、さすがに……！）」

　しかしそれを告げたところで余計な混乱を招くだけなのは目に見えている。

「ぐぅ……っ！」

　こうなったら一刻も早くオーベロンに《野生ライフ》を分けてもらわなければならない。今のこれがばれたら、客人を迎むかえている今、非常にめんどくさいことになる……！

「よ、よし！　今度は俺おれが茉愛まちかの頭あたまを洗ってやるよっ！」

　真次郎は意を決し、さっと回り込こむようにして茉愛と場所を入れ替かえ、ささっと鏡かがみの前のイスに彼女を座らせる。

「目、つぶっとけよ？」

　そしてたっぷりとシャンプーを泡あわ立だて、亜あ麻ま色いろの髪をごしごしごし……。

　すかさず、ここでっ！

「つうかすまん茉愛！　ちょっと俺、急に……トイレ行ってくる！」

「こ、こんなあわだらけにしておいてっ？　もう、そういうのは最初に行っておきなさいよね……っ！」

「おう、すまんなっ」

　茉愛が間ま違ちがっても瞳ひとみを開ひらいてこっちを向かないようにそうっと浴場から真次郎は移動する。

「はぁぁ……、やれやれだぜ……」

　無事に大浴場の出入り口に辿たどり着き、最後に一度だけ茉愛を振ふり返り、ばれていないことを確たしかめる。

「よし……っ」

　そして真次郎が、さっと脱だつ衣い所じよへ身を翻ひるがえしたその時、




「きゃっ！」

「うおあッ！」




　真次郎は出会い頭がしらに何者かと衝しよう突とつ……ッ!?

「ッと………っッ!!」

　慌あわてて倒たおれかかってくる誰だれかを、真次郎は倒れながらも身を挺ていして支える。

　ごつっと自分は尻しりを強打したが、これでなんとか相手に怪け我がさせることはなかったハズで……！

「あ……危なか──」

「ぅぅう……、な、なんなんですの……？」

「なぁぁぐぅっ!?」

　仰あお向むけに倒たおれ込こんでしまった自分。

　その、ちょうど、なんというか足の付け根って言ったらいいのだろうか……？　そこに、風ふ呂ろに入ろうしているというのに、左ひだり眼めは眼帯で覆おおい、右みぎ腕うではなおも包帯でグルグル巻きにした、お嬢じよう様さま然とした少女の顔かおが、ちょうど、あって、

「あ、こ、こりゃぁ、失礼……」

　真しん次じ郎ろうは慌あわてて立ち上あがり、さっと身を引っ込めようとするのだが、

「な……なんですの……？」

　鐘かねヶが淵ふちえりすの視し線せんは、なおも真次郎に張り付いたままで、

「なんなんですのぉぉおおお……ッ!?」

「えりす様ッ！　なにごとですかっ!!」

　と、執しつ事じ装束脱ぬぎかけで駆かけつけた《忍しのび》、堀ほり切きり零れいも、真次郎の裸ら体たいを前に絶句。

「ちょっと、しんじろう……っ!?」

　もちろん慌てて髪かみを流した茉愛まちかが脱だつ衣い所じよに通じる出入り口に駆かけつけた時、そこには、最悪のシーンが展開していたわけで──

「あ、あれが、本物の、『玩具煮ガングニール』……、ですのッ!?　ふ、封ふう印いんが……解けてぇっ！」

「えりす様！　お気を確たしかにッ!!」

「ちょっと！　な、なにバカやってんのよしんじろう……ッ！」

　さすがの茉愛もこの異変に、身体からだにタオルを巻きながらも駆けつける。

　が、時すでにおそし！

「まってくれ茉愛！　俺おれだって……俺だって、ショックを受けてんだ……！」

　場の混沌カオスはぎゅるぎゅると渦うず巻まくが如ごとく、トップギアで状じよう況きようの整せい理りを拒こばみながらも、

「えりす！　こ、これはちがうの！　こ、この、ええと、しんじ──じゃなかった、まなちゃんは、こういう、びょ、病気で……っ!!」

　意外にもいち早く立ち直ったのは亜あ麻ま色いろツインテの《最年少》、大おお野の原はら茉愛！　さすが混乱慣れしているのか、真次郎を背後に隠かくすかのようにえりすへとまくし立てるが、

「俺の『玩具煮ガングニール』は病気じゃないよ!?」

「うるっさいわねあんただまってなさいぶった切るわよっ!?」

「ひん……っ！」

『玩具煮ガングニール』をひゅんとさせながら、身体の要所を木の桶おけで隠した真次郎は身を小さくして後あとずさる。さらには、

「ま、茉愛ちゃん!?　なにが起こっ──し、真次郎さんッ!?　なんで、こんな……」

　外部からいの一番に駆かけつけた《アクア寮りよう》の《忍しのび》である上かみ熊くま谷がや凜りんも驚きよう愕がくするほかなかった。その後あとに続き、騒さわぎを聞きつけた寮生達たちが集まり始め、場は一層騒そう然ぜんとなり始める。

「見てのとおりよ凜りん……っ！　というよりも、なんでえりすがここにいるの!?」

　頭あたまを抱かかえたバスタオル姿の茉愛まちかが首を振ふりながら逆に質しつ問もんを返せば、

「あ、あの、えりすさん、なんだか知恵熱ねつみたいのを出しちゃったらしくて……、お付きの零れいちゃんが、『こうなったらえりすさんを冷ひやすしかないから、シャワーを貸して』って──」




「ど、どういう、ことですの……っ??」




　周囲の動どう揺よう、当とう惑わくを突つき破るように鐘かねヶが淵ふちえりすの声が浴場に響ひびいた。

「あ、あなた、」

　その視し線せんは──露ろ出しゆつしている右みぎ眼め、そして秘された『魔人眼球ヒユペルボレアス』の先には、今や獣けもの耳みみの消えてしまった、『玩具煮ガングニール』の持ち主に定め続けられ、

「お……、男のこ、だったんですのっ!?」

「く……ぅぅっ……！」

　もう、だめか──




　──放ほう浪ろう少年である羽生はにゆう真しん次じ郎ろうは、ふと、握にぎりしめていた両手の拳こぶしを緩ゆるめた。




　こいつらに、ここに住む《アクア寮》のメンツに、これ以上の迷惑をかけるわけにはいかなかった。なんとかなるだろう。

　なんとかは、してみせる。

　ただそれだけでいいのなら、ひょっとしてたやすいこと……なんじゃないだろうか。

　真次郎は「ふぅ……」と息を吐はき、吹ふっ切る。

　やるしかなかった。

「いや、聞いてくれ。これはな、全部俺おれに責任が──」

　木の桶おけで身体からだを隠かくした真次郎が懺ざん悔げ……告解じみた独白を始めたその時、

「そんなの……」

「んっ？」

　真次郎はとっさに口をつぐむ。なんだ？　えりすは、今、何を──




「そんなの、ずるいんですのーっ!!」




「……、へ？　ず……ずる、いっ？」

「い、いつのまにか、寮りようをこんな風に……、このえりすを、こんなにも惑まどわすような造りに改造して──」

《逆神の使い手ダブル・ロール》鐘かねヶが淵ふちえりすは、禍まが禍まがしい包帯に巻かれた右手、そして生なま身みの左手の拳こぶしをうつむいたままの額ひたいに押し当て、苦く悶もんに肩かたを震ふるわせ、

「あ、あげくの果てには、こんな、男のこ──、男の娘を！」

「……えっ？　はぁぁあッ!?」

「あの『異種族』までをも、用意しているなんて……ッ！　《アクア寮》ばっかり、ずるいんですのよーっ!?」

　零れいまでもが、ぎょっとした表情になっている。

「勝負ですの牡ぼ丹たんッ!!」

　えりすは、この《アクア寮》に足を踏ふみ入れてから初めて、あらゆるものからふっきれた表情を見せていた。

「このえりすが勝利したら……っ！」

　いつのまにか真しん次じ郎ろうの前に立ち、少年をえりすから守るように歩み出ていた《アクア寮》の《寮長》を指さし、

「この『異種族』を──羽生はにゆう真ま名なという寮生を、我が《青せい澪れい寮》にいただきますのっ！」

「よろしいでしょう」

「へぇあッ!?」

　鐘ヶ淵えりすの申し出。そしてそれを即そく、快かい諾だくする牡丹のやりとりに、

「な……ちょ、ちょっと、おいっっ!!」

　戸惑ったのは真次郎だけではなかった。

「牡丹ちゃんっ!?」

「あ、あんた、ちょっとなにかんがえてんのよっ！　し……ま、まなちゃんをえりすの寮に引き渡わたす気っ!?」

「いいえ茉愛まちかさん、この勝負に勝てばよいのです。それですっきりいたします」

《寮長》影かげ森もり牡丹は、周囲に集まる寮生達たちを見回し、ゆっくりと切り出す。

「……わたくしも、このままえりすさんが引き下さがってくれるとは思えなかったのです。きちんと雌し雄ゆうを決することでしか、もう、わたくしたちのこの話はまとまらないのでしょう。それでこそ、禍か根こんのない《アクア寮》の未来を摑つかむことができるかと」

「で、でもっ……！」

「わかっています」

　そして《逆神の使い手ダブル・ロール》、刺客でもある敵てき対たい的てき寮生へと振ふり向くと、




「そのかわりに、えりすさん──」




　牡ぼ丹たんは、さも当然のように、慈しみさえある声音で告げる。

「えりすさんが勝負に負け、わたくしたちが勝った場合には、あなたにこちらの寮りよう生せい、つまりは《アクア寮》の寮生になってもらいます」




「「「ッ!?」」」




「えりすが、この、寮の、寮生……？」

「えりす様っ！　これは、このような──」

　突つき出された条件の意味を飲み込こんだえりすは、申し出が予想外すぎたのだろう。呆ぼう然ぜんと、けれどなぜか周囲を見み渡わたす左の瞳ひとみを、きらきらさせ始め……、

「い、いいえッ!!　こ……ここで負けるわけには、行きませんのっ！」

　しかしそれは、勝負に負けることへの本能的な拒きよ否ひの発動であったのか。はっと我に返ったかのように《逆神の使い手ダブル・ロール》は牡丹と対たい峙じするかのように立ち上あがる。

「それでは三本勝負、二本先取でどうでしょう、えりすさん」

「かまいませんの！　いざ、尋じん常じように勝負ですの……っ!!」

「ま、まてっ！　俺おれはまだいいともなんとも言ってねぇぞ……ッ!?　お、おいっ！　どういうことだおまえらぁぁ……っ！」

　しかし、はたして今までこのような真しん次じ郎ろうの訴うつたえが通ったためしがあっただろうか？

　断じて、否。

　こうして、真次郎の存在を賭かけた『《アクア寮》ｖｓ《青せい澪れい寮》代表、鐘かねヶが淵ふちえりす』の真の勝負、その幕は切って落とされる。










　　　　♥♡♥




　──玄げん関かんホールに、冷つめたく透とう明めいな液体を満たしたかのような静せい寂じやくが訪れていた。

　ステンドグラスを中心に荘そう厳ごんな雰ふん囲い気きを湛たたえるようになっていた空間からソファーやテーブルなどの応接セットが片付けられ、文字通り広間と化したその場に、

「…………、──っ」

「──、……──ッ」

　二人の《忍しのび》が、五メートルほどの距きよ離りを開あけ、対たい峙じしている。

　少年のような雰囲気を醸かもし出す執しつ事じ装束に身を包む堀ほり切きり零れいの背後には、彼女の主あるじである鐘かねヶが淵ふちえりすが。

　そして黒ゴシックなメイド装束を纏まとう上かみ熊くま谷がや凜りんの背後には、《アクア寮りよう》の面々が。

　それぞれが、自分の陣じん営えいに所属する《忍び》の背中を見つめ、固唾かたずを飲んで勝負の行方に息を潜ひそめ──

　オーベロンに再び《野生ライフ》を分けて貰もらい、えりすに対して、彼女の勘かん違ちがいを利用し、『本来は女の子なの！』というスタンスを貫つらぬかざるを得なくなった真しん次じ郎ろうは、寮生達たちからは少し離はなれた場所から両者を──主おもに凜を視界に捉とらえていた。

　いつもはにこにこのんきに、時には涙なみだ目めでも微笑ほほえんでいるふっくら小こ太刀だちメイドの、こんなにも真しん剣けんな表情を真次郎は知らなかった。

　……この勝負には、俺おれの行く末が掛かかってしまっている。

　一度は諦あきらめた人生だが、凜がこうして頑がん張ばろうとしてくれている姿を見てしまったら、彼女を応おう援えんしないわけにはいかない。

「（がんばってくれ、凜……！　たのむ……ッ!!）」

　その期待を背負ってか──

　上熊谷凜は、腰こし後うしろの大きなリボンと一体化したかのような小太刀の柄えに軽く片手を当てたまま、堀切零に対して半身に構え、腰は低く、視し線せんはぶれず。

　執事装束の《忍び》も同じく、躍やく動どうする寸前の猫ねこ科か動物のようなエネルギーをその身に宿したまま、揺ゆらがず。

　──指先一つを動かすのも怖こわいくらいの制止空間。

　けれども《忍び》二人の間に交わされる、戦気とも忍にん気きとも言われぬ気配は、一秒、また一秒と高まり、

「「…………ッ────」」

　見ているこちらが、あまりの緊きん張ちよう感かんに……少しでもいい、まばたきだけでもいいから……その気き迫はくから目を背け、固まった息を吐はき出したい誘ゆう惑わくに堪こらえきれなくなる寸前、

「……！」

　真しん次じ郎ろうは見る。いや、見ることができないッ！




　ぶぅんっ、と零れいと凜りんの姿が、一いつ瞬しゆんで搔かき消え──




「んうゃははははぁっ……ッ！」

「ッ……!?」

　見ている者には何が起こったのかさっぱりわからなかった。

　突とつ如じよ、細いロープで身体からだの要所要所を固定され、天てん井じようから逆さにぶらーんとつり下さげられた上かみ熊くま谷がや凜がホール中央に出現。

　その緊きん縛ばくされた《忍しのび》の脇わき腹ばらを、背後から堀ほり切きり零が執しつ拗ようなまでにくすぐり続けているのだ。

「すいませんっ、すいません真次郎さんっ!!　んやぅっ！　くぅ、ふひひゅひゃふぁふぁ」

「お、おう……いや、それより」

　身動きとれず、しかもくすぐられながらも一生懸けん命めい真次郎に謝しや罪ざいしてくる逆さま緊縛メイドへ、

「……すまん、なに？　この勝負……」

「うぅう……っ！　こ、これはぁっ！　《忍び》どうしの、決けつ闘とうの一つでしてぇっ！」

　気が済んだのだろう、執拗なまでに凜をくすぐる指を引っ込こめた執しつ事じ装束の零は、細いロープの所々に小こ太刀だちを滑すべらせ、くるりとふっくらメイドの凜を床ゆかに降ろすと、その勝利を喜ぶでもなく、すたすたとえりすの元へと去っていく。

　それを横よこ目めに眺ながめる真次郎に、床に降りたってなんとか立ち上あがり、うるうる涙なみだ目めの凜は続ける。

「《忍び》の任務に『隠かくれ潜ひそむ』、それから『見つけ暴あばく』っていう二つがあるんですが、これはその対決なんです。お互たがいが一瞬で隠れ、隠れつつもお互いを先に見つけて捕ほ縛ばくするっていう……」

「で、なんというか、手っ取り早く言うと……凜、おまえ、かくれんぼに負けたのか……？」

「すいませぇぇん……っ！」

「い、いや、その対決が、あの一瞬でつくっていうのはすげーことだけど……っつか、いや、凜、おまえ見つかるの早すぎんだろッ!?　もしかして……おまえは俺おれに、この寮りようを出て行って欲しいのか……？」

「そ、そうじゃありませぇぇんっ！」

「しんじろう、あんた、敗者に容よう赦しやないのね……」

　──一方、

「勝ちましたのね、零。さすがですの」

「いえ、えりす様。凜りんと拙せつ者しやの勝負の歴史は、これでようやく勝率が五分と五分になっただけです」

　……《青せい澪れい寮りよう》陣じん営えいに属する刺客二人の会話に耳を澄すましていた真しん次じ郎ろうは、

「凜……おまえ、腕うでが鈍にぶったのか？　それとも……」

「お腹をつままないでくださぁいいっ！」

　身をよじって真次郎の所業から飛び退のいた凜は、無理にでも余よ裕ゆうを取り戻もどさなくては！　的な勢いを身にまとい、

「零れいちゃん、腕を、あげましたね……！」

　これで勝負は五分と五分──。つまり、真次郎にしてみればちょっと信じられない話かもしれないが、今まではふっくら小こ太刀だちメイドの凜の方が、執しつ事じ装束の零との『勝負』においてはリードしていたということである。

「くやしいですが、今回は完敗です。お見事でした」

　すると、正面から賞しよう賛さんされた執事装束の《忍しのび》は、

「ふ、ふん……っ！　今日はたまたま勝てただけだ。……凜、拙者はいつか、おまえを越こえ、ずっと高みに進んでみせる」

「なあ茉愛まちか……なんであの執事装束の《忍び》、凜に向かって顔かおを真っ赤にしながらムキになってんだ……？」

「ば、ばかっ！　そういうこと聞かないでよっ！」

　同じくぱっと顔を赤くした亜あ麻ま色いろツインテの少女も真次郎からそっぽを向く。

「まあこれで、三本勝負の一本目は終わったわけだが……」

　あまりに高度な勝負だったので事態を飲み込こむのに時間が掛かかってしまい、今いま頃ごろ認にん識しきが追いついて来た真次郎は、

「おい、確たしか……」

　恐おそる恐る《寮長》、影かげ森もり牡ぼ丹たんに視し線せんを送る。すると、

「はい。三本勝負、二本先取したほうが勝ちですので」

「だ、だよな!?　だからこれ、今のたった一敗でリーチ掛かっちゃったんだよなッ！　は……早くも俺おれ、後あとが無いぞッ!?」

　真次郎はぞくんと背筋に寒気、そして内側からは熱あつい焦あせりに、

「お……俺は《アクア寮》じゃないと、いやだ……！」

　思わずそう漏もらす。一敗リーチで現実味が湧わいてしまったのだろう。真次郎は改めて自分自身の立場を思い知る。

「ここ以外で俺、もうちゃんと生いきていける気がしないんだっ！　た、頼たのむおまえら、なんとかしてくれぇ……っ！」

　と、そこに集いし寮生達たちに訴うつたえれば、

「き……君は、なにを言い出すんだ羽生はにゆうのっ！　……きゅ、急に、僕ぼくにそういうことを……」

「し、しんじろうって、たまに、強引よね……っ」

　和装の寮りよう生せい、竹たけノの塚つか結ゆいや亜あ麻ま色いろツインテの茉愛まちかは、正面から気持ちをぶつけてくる真しん次じ郎ろうに突とつ然ぜんあたふたしはじめ、

「そ、そんな、真次郎さんに、きっぱり言われたら……っ！」

「あらあら、いつもそうやって素直ならいいのに」

「助手君って結構、逆境に弱いっていいますかー、見た目より甘あまえん坊ぼうですよねー」

　さっきまで戦っていた《忍しのび》の凜りんやロングメイド服のぬいめ、マッドサイエンティストさを増している純じゆん銀ぎんですら、まんざらでもなさそうな反応で真次郎を見つめ返している。

「な、なっ……!?　そ……そうじゃなくて『じゃあがんばる！』とか、そういう……っ？」

　予想していたのと違ちがうリアクションに戸と惑まどう真次郎。

　しかしまあ、志気的なものは上あがって来たっぽいので、よしとするかー……？　と様子見していると、

「さあ、みなさんも緊きん張ちようして、喉のどが渇かわいたでしょう。色々と用意してありますので、別室へどうぞ」

　玄げん関かんホールの雰ふん囲い気きをまとめ上げるかのように、《寮長》の牡ぼ丹たんは周囲を先せん導どうし始める。

　寮生達たちにも再びそれで緊張感が戻もどって来たらしく、ぱっと表情を改め、ぞろぞろと次なる場に移動。真次郎もその中に混じって、

「そ、そうだな。とりあえず腹ごなししてから、また考えればいいか……」

　自分に言い聞かせるように納得する。正直、牡丹の言ったように喉が渇いている。

　やがて一行が辿たどり着いたのは、

「ん？　戻って来ちゃったぞ？」

　巨きよ大だいな鳥とり籠かご部屋となっている《西側談だん話わ室しつ》である。

「さささ、真次郎殿どの、ここへ」

「へ……？　な、なんだよ牡丹っ」

　不意に真次郎は背中を押され、鳥籠の中、大きな水牛のごときソファーの真ん中に導みちびかれる。

「お座りください、真次郎殿」

「い、いいけど、なんだ……？」

　異様に座り心地のいい、もちもちしたソファーに身を預ける真次郎だが、彼は不安げに周囲を見回す。

「な、なんでおまえらは座らないんだ？　それと、このテーブルの上うえの、ごちそうだが……」

　今もせっせと寮生によって運び込こまれているのは、

「なんで、肉ばっかり……？」

　いつのまに作り上げたのか、フライドチキンや焼肉の盛り合わせ、棒々鶏バンバンジーやローストビーフなどなど、肉肉しいメニューばかりなのだ。ちょっと休きゆう憩けいにしては、異様に豪ごう華かで場ば違ちがいな気が……。

「おいやですか？」

「い、いやじゃねえよ!?　最近、肉なんかまともに食ってねぇし、というか、好物ばっかりなんだけど……」

　真しん次じ郎ろうは目の前の楽園に生なま唾つばを飲み込こみながら、牡ぼ丹たんに告げる。

「これ……みんなで食べるにしては、なんつーか、重たくねぇか……？」

　女子ばかりでこのメニューは偏かたよっている気がしてしまい、ついそう言ってしまうと、

「真次郎殿どのはご存じ無いかもしれませんが、わたくし達たちのお茶会は、いつもこのようなものなのです」

「そ、そうなのっ!?　ちょっとイメージ……通りな、気もするが、ふぅむ……」

　素直に関心し、真次郎はそわそわと周囲のみんなの用意が整ととのうのを待つ。

　しかし、テーブルの上うえがあらかた肉料理で埋うまり、野生に近い少年の気持ちが「さあさあ！」と最さい高こう潮ちように達する寸前で、

「あ、そういえばちょっとよろしいですか？　みなさん」

「ん？」

　声を掛かけられた寮りよう生せい達が、なにやら牡丹の元に集まり始める。

「なんだ……？」

　出鼻をくじかれた感のある真次郎も、もたもたしながら立ち上あがろうとするのだが、

「真次郎殿はそこで待っていてください。料理に先に手をだしたらだめですからね？」

「へ……っ？」

　期待していた次の展開とは違う流れに驚おどろく暇ひまもなく、目の前の肉料理に次々と、あの高級レストランでおなじみの銀色の丸い蓋ふたがぱかぱかと被かぶされ、

「ふぇぇぇ……」

　真次郎は途と端たんに意気消しよう沈ちん。しかし、そんな場合ではないと、無理矢理、真面目顔がおで足を組む。

「ああ……、もちろん俺おれはみんなが戻もどって来るのをここで大人しくまってる。おまえたちの信しん頼らいを裏切る俺じゃない」

「はい、わたくしどもも、真次郎殿を信用はしておりますが、でもやはり、念の為ためですから。ぬいめさん、よろしくお願ねがいいたします」

「まかせて牡丹」

　いつの間にか真次郎の背後に回り込んでいた《織り姫オーダーメイド》、今やメイド長の如ごとき漆しつ黒こくのゴシックロングな給仕服に身を包んだ曳ひき舟ふねぬいめが、ひゅんっと、真次郎の首元のヒモを引っ張った瞬しゆん間かん、

「ふぉあッ!?」

　あたかも弾はじけるように軍服獣けもの耳みみの寮りよう服ふくが変形！　両りよう袖そでがびゅるりと伸のびたかと思うとそのままクロスするように背中へと回り込こみビタッと固定！　しかもズボンの内側が一いつ瞬しゆんで縫ぬい付けられたように一本の筒つつとなり、

「し、沈しずむぅぅう……ッ!?」

　さらには、真しん次じ郎ろうが座っていたもっちり水牛ソファと寮服が一体化！　真次郎はあっという間に黒い岩に埋うめ込まれたようにピクリとも動けなくなる。

「って、待て！　俺おれはここまで信用されてないの!?　信しん頼らい関係だけで充じゆう分ぶんじゃん!!　ぐぅッ！　まじで動けねぇッ！　……つうか、だったらここまで信用ない俺におまえらは、一いつ緒しよにいてくれってどういうことなのぉぉぉお……ッ！」

　完全固定化された真次郎が確たしかに身じろぎもできないことを確かく認にんし、ぞろぞろと別室に移動を開始する寮生達たちに軍服獣耳は訴うつたえる。

　しかしもちろん、彼女達がここですんなり戻もどって来てくれるわけがなく、こうしてなぜか、銀の蓋ふたがされた料理の並ぶ《西側談だん話わ室しつ》に一人、取り残されてしまった真次郎。

「ったく、こんな時だってのに、のんきなんだか、よくわからんヤツらだな……！」

　彼女達の気まぐれな行動に呆あきれてしまう浮ふ浪ろう少年だったが──




　しかしこの時、次の勝負はすでに始まっていたのだ！




「さて、準備はできていますか？」

　──他の寮生達が集まっていた別室に、《寮長》の牡ぼ丹たんも合流する。

「はい、ばっちりですっていうかー」

　振ふり向くマッドサイエンティスト然とした純じゆん銀ぎんの前には、なんと複数のモニターが並べられ、そこには色々な角度から隠かくし撮どりされている、あの鳥とり籠かご部屋の拘こう束そく真次郎の姿が映し出されているのだ。

「なんか、とんでもないことにならないといいですねー」

　彼女達は、いったここでなにをするつもりなのか──

「では、改めてルールを確認したいと思います。よろしいですか？　えりすさん」

　既すでにモニターを食い入るように見つめていた《逆神の使い手ダブル・ロール》に了りよう解かいを得るように切り出す牡丹。

「真次郎殿どのが、あれら肉料理の前で、あのまま五分間ステイ状態であったならば、えりすさんの勝ち」

　鷹おう揚ように腕うでを組んだままこくりと首を縦たてに振る鐘かねヶが淵ふちえりすに《寮長》は頷うなずき返し、

「しかし、その五分の間に、真次郎殿がテーブルの上うえの料理に手を出してしまったら、わたくしの勝ち。これで間ま違ちがいはありませんね？」

「はぁ……けれど本当によろしいんですの？　手を出すもなにも、あのようにがっちりと拘こう束そくされているんですのよ？」

　さすがのえりすも当初、ここまでやるのは逆におかしいと怪あやしんだが、羽生はにゆう真ま名なにほどこされた拘束を、どさくさに紛まぎれ《忍しのび》の技術でチェックした執しつ事じ装束の従者の報告によれば、あれはかなり完かん璧ぺきなものらしい。

「はっきり言って、勝負にならないのではなくて？」

　しかるに、今ではここまで言えてしまう。えりすにはもはや《アクア寮りよう》に自殺願がん望ぼうがあるとしか思えない。

「よろしいんですの……？」

　隻せき眼がんにして隻せき腕わんの《逆神の使い手ダブル・ロール》は、モニターから目を離はなし、牡ぼ丹たんへと相対し、

「ましてやこのえりす、人を見る目には自信がありますの」

「この勝負には、わたくしも自身があります。真しん次じ郎ろう殿どのは、ケダモノですから」

「それはそれは……。しかし牡丹？」

　奇くしくも、真次郎を中心とする宿しゆく敵てき同士の対決となったこの『代理勝負』。

　本来、《アクア寮》の寮生ではなく、《第二種リラクゼーション案件》である浮ふ浪ろう少年を知らないはずのえりすは、しかしまったく臆おくすることなく、

「あなたはあの『異種族』、羽生真名さんの一体何を知っているというんですの？　まあ、確たしかに同じ屋根の下したで暮らしていたのですから、それでも多少は理解はしているのでしょう。けれど……」

　そこでえりすは、眼帯で隠かくした瞳ひとみを左手で覆おおうようにして、ふふふ……と、胸を張り、

「あの方の目には、高度な知性が感じられますの。あの『異種族』は、そう……このえりすと、同どう類るいの力……『魔神狩猟機関フオツサ・マグナ』の……」

　セリフの最後の方は囁ささやきになってしまい、傍かたわらに立つ《忍び》である執しつ事じ装束の少女にしか届かない。さらに、

「ほら、ご覧らんなさいな。あの方はテーブルの上うえにまったく興きよう味みを示していませんの。このまま五分は、たやすいかと。ふふふ……」

　ざわっと室内の空気が乱れた。

「ほ、本当に、真次郎さん、動きませんよ……？」

　あまりにも自明の理。真次郎ならなんとかしてしまうのだという、《アクア寮》の面々に有利すぎるこの勝負に緩ゆるみきっていた雰ふん囲い気きが、一いつ斉せいにモニターに注がれた視し線せんの勢いそのままに変化する。

「ちょ、ちょっとなにやってんのよしんじろうっ！　あ、あなた、ちょっとくらい抵てい抗こうしなさいよっ！」

　寮内の常じよう識しきでは有り得ないことが起こっていたのだ。

　あの真しん次じ郎ろうが、自分の好物であり、しかもここ最近ご無ぶ沙さ汰ただという肉料理の数々に、まるで関心を示そうとしない。

　相変わらず軍服の狼おおかみ少年は──命じられたのだから、あたりまえと言えばあたりまえなのだが──特とく殊しゆな拘こう束そく状態でソファーにめり込こみ、あまつさえ、視し線せんをテーブルから引き離はなすように天てん井じようを見つめてぼーっとしていて、

「造り置いていたものだとは言え、僕ぼくの料理だぞっ！　くそっ！　羽生はにゆうの！　ちょっとは興きよう味みを示せーっ！」

　そんな結ゆいの言葉も虚むなしく、まるで静止画像のように動かない真次郎。

「まさか、真次郎さんが動こうとする気も起きないほど、がんじがらめにしちゃったんじゃ……」

　なおかつ、えりすの言う通り、彼女の方が本当の真次郎を見み抜ぬいているのか……!?

　──そして、

「そ、……そんなっ!!」

「どうして、しんじろう……？」




　タイムリミットの五分は、無情にもそのまま過ぎ去ったのだ。




「あっけないんですのっ！」

　凍こおり付いているモニタールームの気配に微み塵じんも動じる様子もなく、

「それでは、約束通り、あの『異種族』はこのえりすが連れて帰りますわっ！」

　恐おそるべき刺客、《逆神の使い手ダブル・ロール》鐘かねヶが淵ふちえりすはくるりときびすを返してモニタールームから退室する。彼女を追えたのは、もちろん《忍しのび》の堀ほり切きり零れいだけ。

「ぼ……牡ぼ丹たんちゃん!?」

　寮りよう生せい達たちの壮そう絶ぜつな焦あせりを含ふくんだ視線は、一いつ斉せいに《寮長》である牡丹へ。

「行きましょうか、みなさん」

　しかし牡丹はうつむき、前まえ髪がみで表情に影かげを落としたまま、えりすの向かったあの《西側談だん話わ室しつ》へと移動し始める。

　一方、別室でえりすや寮生達によって行われていたやり取り、勝負の行方を露つゆともしらない真次郎は、突とつ如じよ扉とびらをばーんと開あけ放って現れた装そう飾しよく過多な制服の少女に、

「うわぁあ!?　な、なんだ遅おせぇぞ!!」

　驚おどろきながらも、ほっとしたような表情で、ずんずんとこちらに向かってくる左ひだり眼め眼帯、右みぎ腕うで包帯のお嬢じよう様さまを迎むかえるのだが、

「『異種族』の方、確たしか羽生真ま名なさんといいまして？　このえりすは信しん頼らいしていましたの」

「は、……はっ？」

　突とつ然ぜん、今までとは打って変わって親したしげなその態度にぽかんと表情を固める。

「実はこのえりすは別室にて、あの牡ぼ丹たんと勝負していましたのよ？」

「しょ、勝負っ!?　……って、あの三本勝負のか？　……え？　待て！　なんで、俺おれをこんな状態でのけ者にしてっ!?」

「いいえ、あなたをのけ者になんてしていませんの。勝負はあなたがこの料理を食べてしまうか、我が慢まんすることができるか。いわばそれを賭かけていましたの！　そしてもちろん、このえりすは羽生はにゆうさんがこの料理を食べない方に！」

「ふぇっ？　あ、んっ……!?」

「さあ、ですから勝負は二対〇でついてしまいましたの。ふふふ……、もう少し楽しめると思ったんですのに……。まあ、いいんですの。それだけこのえりすの能力が勝っていただけのこと。ゆえに……あなたはこれでこのえりすの、《青せい澪れい寮りよう》のものですのっ！」

「ちょ、ま、待てッ！　ぼ……牡丹っ！」

　あげく、えりすにぐいっと身を寄せられてしまった真しん次じ郎ろうは、ようやく室内に戻もどって来た牡丹に助けを求める。

「これはどういうことだよっ!!　え？　俺がなにっ!?　いつのまにっ！」

「真次郎殿どの……」

　すたすたと巨きよ大だいな鳥とり籠かごをくぐり、えりすと並ぶようにして立つ牡丹。

「勝負がついたってなんだっ!?　ちゃんと説明してくれよっ！　というか、いい加減これをほどいてくれよっ！」

　今度こそリクエスト通りにソファーからぐにぐにと解放され、ぬいめの操そう作さで寮服を通常モードへ。自由を取り戻してほっと息をついている真次郎に、

「ここに、なにかついています」

　突とつ然ぜん《寮長》は、自分の口元をちょこんと指さす。

　それを見た真次郎は、

「……っ!?」

　慌あわてて口元を拭ぬぐう。けれどしっかり拭ふき取れず、茶色いソースが一度はびびっと頰ほおに一筋の縞しまを作ってしまい……。

　室内の空気が、再び変へん質しつする。

　つまり、つまり……──っ!?

「ど……どういうことですの!?」

　えりすも《アクア寮》の面々と一いつ緒しよに、その一いつ瞬しゆんを見ていた。

　確たしかに、

　──確かに、真次郎の口元には、肉料理のソースがほんの僅わずかに付着していた気が……ッ！

「それでは、先ほどの映像をスローで見てみましょう」

　その牡ぼ丹たんの一言に、室内の全員がハッとし、一同は先ほどのモニタールームへとぞろぞろと取って返す。

「うおっ！　な、なんだこれ！　なに!?　俺おれ隠かくし撮どりされてたのっ!?　やめろよそういうのっ！」

　しかし、みんなの後あとに付いてきた真しん次じ郎ろうがモニタールームに気付いて上あげた驚おどろきと嘆なげきの声に耳を貸す者はこの場におらず、純じゆん銀ぎんが操そう作さするノートＰＣから繫つながるモニターを全員が食い入るように見つめている。

　だが、画面の中に映るさっきまでの真次郎は完全拘こう束そく状態、やはり天てん井じようを見つめたまま呆ほうけたように振ふる舞まっているばかりで……。

「ここです。ここから、超ちようスロー再生で」

　不意に牡丹が指示。純銀がマウスを操作し、一〇〇分の一秒に迫せまろうかというコマ送り状態にした時だった。

「し、真次郎さん……ッ！」

「な、なにやってんのっ!?」

　スローでもコマ落ちする勢いだった。

　巨きよ大だいな水牛ソファーにめり込こんで身動き一つできないかと思われていた真次郎が、やおら蠕ぜん動どう運動。あたかもイモムシのようにウネウネと身を捻ひねると、

　すぽーん！　と、

　下着姿に首くび輪わ一丁という姿で、まるでワープしたように料理が並べられたテーブルの前に出現。銀色の蓋ふたを片手で開あけ、もう一方の手で次々と中の料理を、吸い上げるが如ごとく食べ始める。

「な、なんてはしたないんですの!?」

　しかし、決してただ急ぐだけではなく、もぐもぐという咀そ嚼しやくも異様に高速なれど、丸まる吞のみせず、よく見ればじっくりと味わいさえしているのが彼の作法なのか。ただし、全てがものすごい速さで行われている！

「じゃあ、あの料理の蓋ふたのなかって……!!」

　これでもまだ信じられないのか、茉愛まちかは《西側談だん話わ室しつ》にとって返し、銀色の蓋をぱかっと持ち上げるのだが、

「し、信じられない……！」

　奇き術じゆつのように肉料理は消えていた。銀色の蓋の中身は、どの料理もどれも全て、空からっぽになっていて……。

「す、すまん！　我が慢まんできなかったんだぁぁっ！」

　真次郎はそれら空になった皿の前で真っ赤になり、恥はじ入りながら謝あやまった。

「これっ！　だって……！　俺が食べちゃったから勝負に負けちゃったんだろッ!?　ううう！　つい出来心だったんだぁ！　だってみんな早くこないから！　冷さめたらもったいないからっ！　自業自得だ……！　俺おれは、俺は……っ！　なんてことを……」

「よろしいのですよ、真しん次じ郎ろう殿どの」

「よ、よろしくなんかないだろっ！　勝負に負けて、俺は、この寮りようから……ッ！」

「いいえ違ちがうのです」

「は……っ？　な、なにが違うっ!?」

　真次郎はたちの悪い賢けん者じやから必死に誑たぶらかされまいとする村人のようにもごもごと足搔あがく。

　けれど《寮長》は至って涼すずしい表情で──いや、いつにないくらい上じよう機き嫌げんな瞳ひとみの色を浮うかべさえして、

「わたくしは、はしたない真次郎殿がケダモノのごとく肉料理に手を出してしまう方に賭かけていたのです。よろしいですか？　ゆえに、勝負はご覧らんの通り、わたくしの勝ち。これでスコアは一対一のイーブンとなりました」

「……っ!?　な、なんか、よく……わからんが、いいんだなっ!?　勝負はまだ続くんだなっ!?　よし、えりす！　どんなもんだっ！」

「な、なんてことですの……っ!?」

　一方、鐘かねヶが淵ふちえりすは、この大逆転劇げきにしゅんと落ち込こむどころか、煽あおられた火花のごとく、さらに眼帯に覆おおわれた左の瞳ひとみと包帯に包まれた右みぎ腕うでを中心に気き炎えんをあげている。

「よろしいですの……。このまま勝負がついてしまったら、あっけなさすぎて、さすがにつまらないと、このえりすは先ほども申しましたの……」

「んんん……っ？」

　その気配、えりすの負け惜おしみにしては、言葉の芯しんに本当の悦よろこびに近い感情が滲にじんでいる気がして、真次郎はおもわずぴくっと構えてしまう。

　いったい、この自信は……ッ！

「こうなったら、このえりすが直々にっ！　《アクア寮りよう》にトドメを刺さしてさしあげますのっ！」

　そのただならぬ気配を《アクア寮》の寮生達たちも感じ取ったのだろう。勝利ムードが引き潮しおのように後退し、恐おそれに近い警けい戒かいの色が室内に生うまれる。

　そう、次の勝負で全てが決まる。

　今の一勝は命を繫つないだに過ぎないのだ……ッ!!

「最後の勝負は、この鐘ヶ淵家に伝わる由ゆい緒しよ正しき決けつ闘とう方法、『ゼロ・デュエル』で勝負ですのっ！」

「『ゼロ・デュエル』!?」

　思わず真次郎がそう問い返したのと同時、どよっ……！　と室内にさらなる不ふ穏おんな空気が膨ふくらんで弾はじける。

「なんだよ、おまえら知ってんのか!?」

　真しん次じ郎ろうが見回せば、室内の寮りよう生せい達たちは一様に不安げな表情を浮うかべ、その動どう揺ようが軍服の少年の足あし下もとからひたひたと感染し始め……、

「むだな足搔あがきなどせず、さっさと素直に負けていればよかったと後こう悔かいしても、もう遅おそいんですのよ……？」

「な、なんだよ、その『ゼロ・デュエル』って……」

「ふふふ……『異種族』である我が同どう胞ほう、羽生はにゆう真ま名なさんには説明が必要ですのね」

　狼ろう狽ばいする真次郎の前に、シュバッ！　と立ちはだかる鐘かねヶが淵ふちえりす。彼女は勢いも鋭するどく左の腕うでを突つき出すと、

「これが『剣つるぎ』……」と人差し指、中指を揃そろえて立て、他三本は折り畳たたむ、いわゆるチョキ。

「これが『魔ま方ほう陣じん』……」全ての指を立てた、いわゆるパー。

「そしてこの構えが『詩うた』ですの」握にぎり拳こぶしを見せつけるようにグー。

「これを勝負者は同時に提示し、『剣』は『魔方陣』に勝ち、『魔方陣』は『詩』に勝ち、『詩』は『剣』に勝つことができますのっ！」

「お、おう……」

「そしてさらに、この勝負に勝った者は、敗者の防具を打ち砕くだくことができますの。そして防具を全て打ち破ること……つまり、着ている服を一勝ごとに一枚ずつ脱ぬがし、脱ぐものが無くなった者が敗者となる決けつ闘とう！　これが我が鐘ヶ淵家に伝わる『ゼロ・デュエル』ですの！」

「おいそれただの『野球拳けん』じゃねーか！　なんてもん伝えてんだおまえんち!!」

「ち、違ちがいますの！　これは『ゼロ・デュエル』ですの……っ！　あんな『野球拳』とかいう野や蛮ばんなゲームと一いつ緒しよにしないでくださいますのッ!?」

「いやどう見ても『野球拳』だから！　しかもだれがやるんだよそんな勝負ッ！」

　真次郎は《アクア寮》の面々を見回すのだが、視し線せんがあった側そばから皆みな、目を背けていく。

「いや、無理もねぇ……。よし、ここは、俺おれ自らが……ッ」

　決断し、真次郎がえりすへと名乗り出ようとしたその時、

「ここは、私にやらせて」

「な……っ！　おまえは……」

　スタスタと前に歩み出て来たのは、いつものブラウスに黒いリボン、そして下したにはいつも通り小さなパンツという、

「って白はく亜あはだめだ！　おまえ常時その二枚しか着てないだろぉぉ！　つまりＨＰは２しかないってことだ！　いいか？　これは『野球拳』なんだぞ!!」

「『ゼロ・デュエル』ですの！」

「うるさいよ！　くそ……なんで《アクア寮》からは既すでに背水の陣じんの勝負者を出さなきゃなんだ……！　こうなったらえりす！　おまえも白亜と同じ恰かつ好こうになれ！」

「いやですの！」

「なんだと!?」

「いいの真しん次じ郎ろう。私、勝てるから」

「勝つって、おまえなにを言って……って、ん……？　白はく亜あ、まさか……！　そ、そうか！　そうだった……！　……勝った！　勝ったぞこの勝負ッ!!」

　真次郎は思い出したのだ。それはもうだいぶ昔の話のようにも思えるが、白亜に一度もじゃんけんに勝つことができず、一歩も進むことができなかった、あの辛つらい想おもい出を！　やばい！　また涙なみだが目ま蓋ぶたの裏にこみ上あげてきた……！

「ふふふ……甘あまいですの！」

「な、なにぃっ!?」

　見れば、鐘かねヶが淵ふちえりすはくるくると──くるくると、右みぎ腕うでの黒く汚れた包帯を解いていて……ッ!!

「はぁぁぁ……封ふう印いん、解放……ですのーっ!!」

　その右手を突とつ如じよとして露あらわにしたのだ……!!

「な、なんなんだぁ……ッ!?　別に見た目は普ふ通つうだぁぁッ！　怪け我がすらしてねぇええ！　しかし、なんか知らんが雰ふん囲い気きだけはやばいっ！　白亜！　気合い入れていけ!?」

「もちろん、負けるわけにはいかない。……真次郎」

「ど、どうした白亜」

「家族は、私がまもる」

　純じゆん粋すいに、ひたすら純粋な瞳ひとみで告げる白亜。その意味が把は握あくしきれず、真次郎が問い返そうとしたその時、




「では、ゼロデュエル。スタートですのっ！」
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　えりすが動いた。

「んんッ!?」

　自分から離はなれて行く白亜よりも、軍服獣けもの耳みみの少年はお嬢じよう様さま然とした刺客の振ふる舞まいに言葉を途と切ぎれさせる。

　それはあたかも日本舞ぶ踊ようのようだった。右腕を解放した《逆神の使い手ダブル・ロール》は、ばっ！　ばっ！　と、その場で両腕両足をひらめかせ、ステップを踏ふみ、




『時空の狭はざ間まに産み落とされし！　世界終焉ワールド・オメガを告げる魔ま獣じゆう！』




　びしりと白亜へ向かって両腕を突つき出す。

「な、なんだっ!?　なにやってんだえりす！　なんなんだそのポーズは……！」

　真しん次じ郎ろうが戸と惑まどい、しかしシリアスな表情をくずさぬえりすに絶句していると、




『久く遠おんを照らす鏡きよう剣けん！　極光を証明せし機き構こう天使は凶きよう月げつを知る！』




「ッ!?　は、白はく亜あっ!?」

　突とつ如じよそんな《逆神の使い手ダブル・ロール》に呼応するかのように《おっぱい風紀委員》も身を捻ひねり、踊おどるかのような足取りでえりすと対たい峙じしたのだ。

「白亜まで、おまえ……！　え？　なにこれっ！　『ゼロ・デュエル』ってこれやる決まりなの!?　ひょっとして寮りよう生せいがみんな俺おれから目を反らしたのは、本当はこれをやりたくなかったからなのかっ!?」

　しかし、真次郎のそんな声をまるっきり無視するように二人の勝負者は声を揃そろえ、その舞まいをリンクさせ、




『『天上の嬌きよう声せい！　我ら両存する地平に並び立つ征せい服ふく者しやなり！　ゼロ・デュエル！』』




　ついにその勝負手を繰くり出すのだ！

「…………ッ！」

　鐘かねヶが淵ふちえりすの腕うでは『剣チヨキ』。

　そして三みつ峰みね白はく亜あの腕は、『魔方陣パー』。

「な、なにやってんだよ白亜ぁぁああ……ッ！」

　真しん次じ郎ろうの叫さけびに、ゆっくりと白亜が振ふり向く。

　表情に変化が無くてもわかった。三峰白亜は、手を『魔方陣パー』の形にしたまま、明らかに困った顔かおをしており、

「そりゃお困りだろうよ！　おまえそれしか身に着けてねえもんな!!　背水の陣じんだもんな！」

「さあ、防ぼう御ぎよを一枚、脱ぬぐんですのっ！」

「は、白亜……ッ！」

「ん……」

「は……、へっ!?　最初にそっちからかっ！」

　勝負は厳げん格かくであった。白亜は最初に一枚しか脱げないならと、いそいそとブラウスのボタンを閉しめ、ぱんつを足から抜ぬき取る。

「心配しないで真次郎」

　そして綺き麗れいに折りたたみ、それを真次郎に握にぎらせ、

「今ので、だいたいえりすのことがわかった」

「わ、わかったって……でも、おまえ、あと一回負けただけで……っ！」

　思わず受け取ってしまった真次郎はしかし、そこでたたらを踏ふむ。

　白亜から発せられる気き迫はくに、真次郎の足が思わず止まったのだ。




『『天上の嬌きよう声せい！　我ら両存する地平に並び立つ征せい服ふく者しやなり！　ゼロ・デュエル！』』




　──言葉ではもう足りなかった。真次郎はそこで白亜の背中を見つめ続ける。

　続行される勝負、『ゼロ・デュエル』。

　その戦いに全神経を注ぐ二人の勝負者を止められる者は、もうここにはおらず、

　──そして、

「は、白亜……おまえッ！」

　一敗からの、




「も、もう無理ですの……！」




　全勝……ッ!!

　今やブラウス一枚の白亜と同じ恰かつ好こうになってしまった《逆神の使い手ダブル・ロール》、鐘ヶ淵えりすが、そこにはいた。

「か、勝てる気がしませんのっ！　な……なんなんですのこの娘むすめッ！」

　薄うす着ぎのえりすはワナワナと震ふるえていた。寒いわけではあるまい。

　ありえないコトが目の前で起こったことによるショック状態──。

　それはちょうど、『ぐりこのおまけ』で真しん次じ郎ろうが一度も勝てなかった様相に酷こく似じして、なにをしてももう無む駄だなのだという恐きよう怖ふであり、奇き々き怪かい々かいにオカルトじみた理解不能がゆえの畏い怖ふである……！

「ま、まさか、あなたも『魔神狩猟機関フオツサ・マグナ』の『使い手エージエント』なんですの……？」

　精神の漲みなぎりごと燃もえ尽つき、うわごとのように呟つぶやくえりすのもとへ、

「しかし降参となると、えりすさん」

　ゆっくりと近寄るのは、《アクア寮りよう》の《寮長》、影かげ森もり牡ぼ丹たん。

「あなたは勝負に負け、この寮の一員に加わることになりますが……」

「く……ッ！」

　瞬しゆん間かん、ぱっと頰ほおに赤みが戻もどるえりす。彼女は眼帯に覆おおわれた左ひだり眼めを苦しげに押さえつけ、

「しょ、しょうがないんですの……っ！　これは約束、ですのっ」

　しょげ返るのはプライドが許さないとばかりに、表情を火ほ照てらせたままいっそ堂々と言ってのける。

「しかたないんですのっ！　このえりすは、《アクア寮》に転寮してさしあげますのっ！」

「く……ッ！　アイツ、負けたのになんで嬉うれしそうなんだ……っ！」

「よかったね、真次郎」

「お、おうっ！　なんというか、これで、うまく行ったのか……？　すまん、ありがとう白はく亜あ……！」

　真次郎は改めて白亜に礼を告げる。彼女の力を借りることができなければ、運命はきっととんでもない方向へ転がってしまったはずである。

「な、なんていうか、その、白亜……」

　感かん謝しやの気持ちにも似た、溢あふれてくる想おもいをなんとか言葉にして伝えようと真次郎がしどろもどろしていると、

「真次郎、それ」

「あ、ああっ！　か、返す返す！」

　軍服獣けもの耳みみの少年は握にぎりしめていた彼女の下した着ぎを慌あわてて白亜に差し出す。

「うぅん、それ、あげる」

「いいよ貰もらわないよ！　ほら、風邪かぜ引くからはけって！」

「じゃあ、借りる」

　慌てて真次郎がくるりと《風紀委員》に背を向けると、

「まあ、よかったんじゃない？　しんじろうもここにいれて……！　しょうぶに勝つことが、まずは一番だったけど……！」

　すれ違ちがい様に茉愛まちかが真しん次じ郎ろうの腕うでを叩たたく。そして《アクア寮りよう》の面々も白はく亜あを取り囲み、彼女をねぎらいはじめる。

「ふぅ……」

《アクア寮》のテンションがいつもと同じに戻もどって行くのを感じ取った真次郎。

　彼はそこから一歩距きよ離りを取り、集まってくる森の仲間達たちと、お互たがい無事だったことの悦よろこびを分かち合う。

「あ？　なんだオーベロン」

　今回、縁えんの下したからこのプロジェクトを支えてくれた相棒のシベリアンハスキーの青い瞳ひとみに真次郎がこぼす。

「いや、なんつぅか……あいつらも、おまえらと同じ、仲間なのかもって、思ってな……」

　野生児じみた少年は、自分が妙みようにしんみりしてしまった理由をそうやって説明するのだが、

「んっ……、あぁわかったよ。ちゃんと言うよ」

　ぐるると小さく唸うなった狼おおかみの末まつ裔えいの訴うつたえに、彼は白状する。

「白亜、なんで嬉うれしそうじゃないんだ……？」










　　　　♥♡♥




　その日の夜遅おそく、真次郎の屋根裏部屋に訪ねて来る者があった。

「……ん？」

　床ゆかに設置されている落とし蓋ぶたが下したからノックされた気がして、真次郎は作業台から顔かおを上あげる。




　コン……コン……




　と確たしかに、誰だれかが蓋を叩いている。

「誰だ？」

　真次郎は鼻をくんくんさせるオーベロンと共に立ち上あがり、内側からロックを外して落とし蓋を引き上げる。




「真次郎……」




　そこにいたのは寝ねぼけ眼、寝乱れたブラウスに下したは相変わらずぱんつ以外身に着けていない、

「白はく亜あおまえ、なにしてんだ……つうか、」

　薄うす暗くらがりの中には《アクア寮りよう》の《風紀委員》。そして真しん次じ郎ろうは、梯はし子ごにしがみつくような白亜がいつも以上に茫ぼう漠ばくとした瞳ひとみのまま、その身をぶるぶると震ふるわせているのを発見し、

「ど、どうしたんだ!?　おい、なにがあったッ!?」

「真次郎、いる？」

　梯子から部屋の中に《おっぱい風紀委員》の冷つめたい手ごと引っ張りあげると、今にも泣き出しそうに眉まゆ根ねを寄せ、彼女は握にぎったままだった真次郎の両手に力をこめてくる。

「いるよいるっ！　ほら目の前に俺おれいるから」

　戸と惑まどいよりも先に、真次郎は白亜の今の状態がなによりも心配になっている。手を強く繫つないだまま、首くび輪わの少年が己の体温を分け与あたえるように自分の身を証明してみせると、

「……良かった、夢だったんだ……」

「夢？」

「夢を、見たの。私があの『ゼロ・デュエル』でえりすに負けて、真次郎が他の寮に行ってしまう夢」

　真次郎は、ほっとする。

　息を吐はいて脱だつ力りよくしきり、よろける白亜をソファーまで引っ張って座らせ、彼女を落ち着かせた。

「そんなの全部夢だって。俺はちゃんと白亜達たちのおかげでこの《アクア寮》にいられるし、ほら、えりす達だってこっちの寮に住むことになったんだろ？」

　こくりこくりと頷うなずく白亜。

　屋根裏のカラクリ部屋に住む少年は、今日一日のことを──いや、昨日から続いたこの騒そう動どうの一部始終を思い出し、じわっと湧わき上あがる疲つかれに思わず、

「ふぅ……、茶でも入れるか！」

　立ち上がる。




　──真次郎の移い籍せきを賭かけた三本勝負が二対一で《アクア寮》の勝利に終わったあの後あと。




《アクア寮》への刺客であった鐘かねヶが淵ふちえりすと、その従者である《忍しのび》の堀ほり切きり零れいは一時的に《青せい澪れい寮》へと帰き還かん。週が変わった段階で正式に転寮してくるらしいと、夕食の時に牡ぼ丹たんから報告があった。

　同時に、《アクア寮》は今後、周囲の寮から徐じよ々じよに見直され始めるだろうという見解が《寮長》より発表された。

　なにしろ反《アクア寮》の急きゆう先せん鋒ぽうであった、えりすの《アクア寮》入りなのだ。というよりも反《アクア寮りよう》を煽あおっていた張本人が、あの《逆神の使い手ダブル・ロール》鐘かねヶが淵ふちえりすなのである。

「えりす、ずっと拗すねてたんだと思う」

「……は？」

　お茶の用意をしている真しん次じ郎ろうの背中に、もしくは彼の手元のマグカップに向かって白はく亜あは囁ささやいた。

「牡ぼ丹たんは、火事になって離はなればなれにならなくちゃいけなかった《緑りよく泉せん寮》の仲間の半分を《副寮長》だったえりすに任せたの。でも、えりすはそれが許せなかったんだと思う。どうして自分も《アクア寮》に連れて行ってくれなかったのかって。あんなに、みんなで仲良しだったのにって」

「だからって、なぁ……」

「《アクア寮》がなくなれば、またみんな一いつ緒しよになれるって、きっとえりすは思ったの」

「そうなのかぁ……？」

　きっとえりすもそこまで考えられてなかったんじゃないかと、真次郎には思える。

　あいつはただただ『《アクア寮》憎にくいですの！』で動いていたはずだ。心の奥おく底そこにそういう秘められた想おもいがあったとしても。

「いや……しかしそれだったら、まあなんというかめでたしめでたし……だな？」

　真次郎はそれらを無理矢理『いい話』に突つっ込こんだ。

　なにしろ疲つかれていた。

　この短期間による興こう奮ふんと対たい策さく、そして勝負と安あん堵ど。

　真次郎ですら、今日の夜はなかなか寝ね付つけないだろうと割り切って、細々とした作業をこんな時間まで続けていたのだ。

　えりすの本心は、あとでゆっくり確たしかめればいいだろう。

「……なあ白亜。なんでおまえ、あのじゃんけん、俺おれには一発目から勝てたんだ？　えりすには手こずったみたいだが」

　なにげなく真次郎は尋たずねる。

　白亜はえりすとの『ゼロ・デュエル』時、えりすの心理を把は握あくする準備が必要だったらしく初回は負けていた。あの時はさすがに焦あせったが、そういえば昨日の『ぐりこのおまけ』では、真次郎は最初からいいようにされた憶おぼえがある。

「だって私、真次郎とはずっと一緒だったから、もうわかってた」

　屋根裏の少年は納得できたのが不服なのか、微び妙みような表情で《風紀委員》の前にマグカップを置いた。

「でも私、知っているの。あの時、わかった」

「あの時……？」

「えりすと『ゼロ・デュエル』をしている時、もうこれで私は勝てるんだって、確かく信しんした時」

　真しん次じ郎ろうは見る。

　白はく亜あはその時、悲しみでも諦あきらめでもない表情を浮うかべていたのを。




「いつか私も、今のえりすみたいに負ける時がくるんだって。きっと、いつまでも続くことなんかないんだって。勝ち続けることなんか、本当はできない。終わっちゃう時は、こうやって今のえりすみたいに、いつかは来るんだって」




「白亜……」

　彼女の中の冷ひえた感情がその時、真次郎をも貫つらぬいた。

　また随ずい分ぶんと高みからの感情だ、とも思えなくもない。でも確たしかに白亜はそう直覚したのだ。

　だが、えりすが本当の意味では負けていないように、絶対的な敗北も、また──

「いや、白亜、大だい丈じよう夫ぶだ」

　真次郎は《風紀委員》の隣となりに座り込こみ、肩かたで小こ突づくようにして言った。

「その時は俺おれがなんとかするよ。今日白亜が俺を助けてくれたみたいに、おまえが負けそうになった時には、俺が前に出て仇かたきをとってやる。俺は今回役立たずだったかもしれないけど。でも、その時はきっと俺も一いつ緒しよにがんばるから」

　なにかが染みこむような間があった。

　やがて、すぅっと白亜の表情から硬かたさが消え、彼女はそっと、家族に身をよせるようにして、真次郎の肩かたに寄りかかった。




　そして瞳ひとみを閉とじ、呼吸を深めて首くび輪わの少年に囁ささやく。

「……私、真次郎から、それが聞きたかったのかも知れない」




「そうねーしんじろう。あたしも今度、たすけてもらおーっと」

「なっ！　ま……茉愛まちかッ!?」

　その時、突とつ然ぜん真次郎が座るソファーの傍かたわらにまとまっていたシーツの塊かたまりが動き、

「眠ねむれないのはみんないっしょみたいね、白亜」

　中から亜あ麻ま色いろツインテの少女が顔かおを出す。

「おまえ、起きちゃったのか!?」

「おきちゃったのかじゃないわよっ！　よーやくひとが眠れたと思ったのにっ！　なによ、すぐ側そばで二人でいい雰ふん囲い気きになって……！　しんじろうはちょっとはあたしにもかまいなさいよーっ！」

「さ、さっきまでずっとかまってやってただろうっ!?」

　そして、ちょうど白亜と茉愛にソファーの上うえで挟はさまれる形となってしまった真次郎が、なにやらきな臭くさくなってきた雰ふん囲い気きに逃にげ腰ごし風味で立ち上あがろうとした瞬しゆん間かん、




「いえ、真しん次じ郎ろう殿どのは、もっと身持ちを堅かたくするべきなのです」




　突とつ如じよ何もない壁かべがぎぃっと開ひらき、そこから姿を現したのは、

「ぼ、牡ぼ丹たん……ッ!?」

　抑おさえめながら、もこもこと可か愛わいらしいパジャマ姿の《寮りよう長ちよう》、影かげ森もり牡丹。

「って、なにやってんだ牡丹！　なにその秘密の抜ぬけ穴！　おまえ改装のどさくさで変なところまでいじるんじゃないよ……っ！」

　今までになかったはずのカラクリに目を白黒させ、白はく亜あと茉愛まちかに合流してしまう牡丹をあわあわとただ見ているしかなかった真次郎に、




「『時空観測意思ノ結末エターナル・グランギニヨル』……ッ!?」




　届く咆ほう哮こう。カラクリ部屋を前にしてヨヨヨヨともたれ掛かかるように息を荒あらくしているのは、牡丹の後あとについて通路を抜けてきたらしき《逆神の使い手ダブル・ロール》、鐘かねヶが淵ふちえりすの姿！

「こ、この部屋は、永世中立勢力『機械仕掛ケノ神々デウス・エクス・マキーナ』の端たん末まつですの……ッ!?　やはりあなたは、『魔神狩猟機関フオツサ・マグナ』の『使い手エージエント』……ッ！」

「あれぇっ！　えりすは今日、《青せい澪れい寮》に帰ったんじゃないのっ!?」

　正式にはまだ寮生では無いはずの生徒の出現に、おののく真次郎。さらには、

「や、やめてください零れいちゃんっ！　ここは真次郎さんのお部屋ですよっ!?」

「しかし凜りん！　せっかく同じ寮になったのですから、せ……拙せつ者しやと、朝まで修行を……！」

　ふっくら小こ太刀だちメイドの凜と、えりすの従者で執しつ事じ装束の堀ほり切きり零までもが、新たな抜け穴から姿を見せる……！

「凜に、零まで……っ！」

　たいして広くない上うえに、ガラクタが所ところ狭せましと並ぶ屋根裏部屋はこの時点ですでに寮生が六人。真次郎を入れて七人を支える床ゆかが、ミシミシと不ふ穏おんな音を立てる。その音色は、あたかも真次郎の心情を現しているようで……

「で、では、ごゆっくり……」

　首くび輪わの少年は抜き足差し足、ソファーの周囲でワイワイやり始める寮生達たちから逃のがれるように階下、床板から続く梯はし子ごへと忍しのび寄る。

「（しかたねぇッ！　今日はもう一つの隠かくれ家がにでも……）」

　と、森の仲間達と一いつ緒しよにこっそり脱だつ出しゆつを企くわだてたその時、




「うわあッ！　な、なんだ！　なんでこんなにいっぱいいるんだ!?」




「なッ！　ゆ、結ゆいっ!?」

　梯はし子ごを下したにのぞき込こもうとしたところで鉢はち合あわせ……！　なんだか妙みようになまめかしい感じに作さ務む衣えを身に着けた竹たけノの塚つか結が、梯子を上のぼり詰つめた体勢のまま真しん次じ郎ろうの部屋をのぞき込んでいて、

「まさか、今日も夜食を……？」

　真次郎のその問いかけに、部屋にいた寮りよう生せい達たちの視し線せんが一いつ斉せいに竹ノ塚結へ。

「ち……ちがうっ！　キミはなにを言っているんだ羽生はにゆうのっ！　ぼ、僕ぼくがいつ、そんなことを……って、下から押すなぬいめっ！　だめだ！　今日はおにぎりこれっぽっちじゃ足りない！　いったん戻もどるんだっ！」

「いいじゃないとりあえず、ほらほら……」

「な、な……」

　そして梯子からぞろぞろと……さらに竹ノ塚結、曳ひき舟ふねぬいめ、神じん保ぼ原はら純じゆん銀ぎんらが、上あがって来てしまい……ッ！

「お、おまえら……」

　さすがの真次郎も、

「じ……自分の部屋に戻れよぉぉ……っ！」

　その腰こしが引けてしまっている。声にいつもの張りがない。

　しかしこの時、通常ならざることが起こる。

　いつもなら百倍になって真次郎に反はん論ろんしてくる《寮長》牡ぼ丹たんらをはじめとした寮生達は、なんとこの時、真次郎の言葉に少しだけ怯おびえるように押し黙だまってしまい、

「……？　な、なんだ……？　い、言いたいコトがあるなら、言えよ……」

　いつにないその様子に、真次郎も調ちよう子しを崩くずす。

　そして、寮生達は真次郎に告げるのだ。

「は……？　『なんだか怖こわくて、眠ねむれない……』だぁ……ッ!?　怖いって、え？　この寮が……？　ま、まてッ！　この寮をさらにこんな感じにゴシックで固めたのは覚かく悟ごの上うえじゃなかったの!?　つうか、やっぱりあれはやり過ぎなんだよっ！　まったく、おまえらは加減てものを知らねーからなぁ……！」

「なに他人ひと事ごときどってんのよばかしんじろうっ！　言い出したのはあんたでしょっ!?　そう思ってるんだったら責任とりなさいよーっ！」

「なッ……！　だとすりゃ俺おれは同時にこの寮を救った功労者だぞ……ッ!?　そ、それをおまえら──」

「あ、あのッ！　……玄げん関かんホールのピアノ、だれか勝手になるように細工しましたか……？」

　話の流れから、ついにここで新たな寮りようの恐きよう怖ふに耐たえかねてしまったのだろう。さっきまでリラックスしていた風だった涙なみだ目めの小こ太刀だちメイドの凜りんが、おずおずと周囲に質しつ問もんを投げかけている。やがて、




「……本日は、この真しん次じ郎ろう殿どのの部屋で、パジャマパーティを開かい催さいいたします」




「だめだよ牡ぼ丹たん！　ここは《談だん話わ室しつ》でもなんでもない俺おれの部屋だぞ！　い、いやだよ俺はパジャマパーティだからってそんなパジャマは着ないよ!?　だ……だめだっ！　俺をもう無理矢理女の子にするのはやめろぉぉ……ッ!!」







　──つい先日まで、気の合う森の動物達たちと夕焼けの朱あけ、今にもなにかを語りかけてくるような大たい樹じゆ達だけが友達だった浮ふ浪ろうの少年、羽生はにゆう真次郎。

　彼は今では《清せい流りゆう学がく園えん》にある女子寮、《アクア寮》の《第二種リラクゼーション案件》、つまりは愛玩動物ペツトであった。

　行けるか？　真次郎、ならば力の限りだ……！　羽生真次郎ッ！

　男子ペツトを知らぬお嬢じよう様さま達の要望リクエストが尽つきることなど、おそらくはもう、時の尽きるまで無いのだから──
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　あとがき




　今日もお疲つかれ様です！　おかゆまさきです。

　本作、『俺おれのペット生活ライフがハーレムに見えるだと？　２』は、『電でん撃げき文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥ』ＶＯＬ．32、33に掲けい載さいされた短たん編ぺん二本と、書き下おろしの上下編へんで構成された一冊になっております。

　ともあれ、本作を手に取ってくださり、ありがとうございます。

　１巻に引き続き、この小説は一種の企き画かくモノとしても動いておりまして、読者の皆みなさんから電撃文庫の雑誌である『電撃文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥ』および『うぇぶらじ＠電撃文庫』という公式ネットラジオに投とう稿こうして頂いたアイデアを元にして描えがかれた側面がございます。

　といいますか、それが大部分をしめていたりします。

　一いつ般ぱん的てきにライトノベルと呼ばれる小説ジャンルも、今やあたりまえのようにメジャーな存在になっている中で、読者参加企画は必然の流れ……だと、勝手に思っているのですが、それにしてもたくさんの、しかも『使える』アイデアに正直いつも驚おどろいています。みんなレベルたけぇよ……。なに食ったらそういう発想出てくるの？　そして本当にありがとうございます！

　で、頂いた膨ぼう大だいなアイデアは、メールやお葉書毎ごとに一通づつプリントアウトし、ジャンルわけしてファイリングして整せい理りし、執しつ筆ぴつ中ちゆうにもぱらぱらめくっていたりするのですが……、話は変わるようでアレなんですが、これが結局、パソコンで分ぶん類るいするよりかなり便利なのはなぜなんでしょうか。スイッチ入れなくてもページをめくるだけで即そく検けん索さく、アイデア書き込こみフリー！　フリーズもちゃぶ台返しも無い！　あたりまえだけど！

　調ちよう子しに乗って、書き下ろしに出てくる新キャラには、送られて来たアイデアの中から、俗ぞくに言う厨ちゆう二に病びようキャラのアイデアを全て込めさせていただいたつもりです。はっ！　これが集合知!?　恐おそろしい時代です。

　さらに最近では、ノートｐｃやスマホよりも手帳──オリジナルサイズのほぼ日手帳に、Ａ６ノートを二冊突つっ込んだ──の方が出番が多かったりで、デジタルを知ってアナログの便利さを再さい確かく認にんしている次第だったりもします。んで最近、筆ひつ跡せきも情報だったりするのだなーとか。

　興こう奮ふんして震ふるえた筆跡が、その時の文字以外の情報を持っていたりして。ああ！　あと！　書いて消せるボールペンは神の道具！　これがなかったら半分アナログに移行してなかった！　おすすめです！　いざとなったら手帳に熱湯ぶっかける！　じゃないと交番に届けられた手帳を取りにいくことなんかできない。

　震える字で『いかに混浴へと持ち込むべきか』とか『マシーン的に否いや応おうなく』とか無理！　そう、それがみんなを守ることにもつながるんだから……。

　というわけで、次回お会いできる時には、さらに引き締しまったボディーを皆さんにお見せしたい次第です。では、本日はこのへんで！







■アイディアを採用させていただいた皆様




【キャラクター部門】　『笹倉ぬいめ』（※『曳舟ぬいめ』として採用）ペンネーム／ナオトさん　『美叶』（※『世良田美叶』として採用）ペンネーム／ＫＡＺＵＫＩさん　『桜沢真紀菜』（※大和撫子お嬢様キャラの部分を採用）ペンネーム／四季魂さん　『卜部真樹』（※料理好きキャラの部分を採用）ペンネーム／紅狼蒼牙さん　『長弓結』（※『竹ノ塚結』として採用）ペンネーム／いつでもどこでも人恋しさん　『幽霊のゆうこさん』（※下記三名のアイディアを一人のキャラクターとして採用）ペンネーム／恋人はサンダーストームさん、一年中ゆきんこさん、銀氷華さん　『ツキノワグマの「ワーグナー」』ペンネーム／二次元は裏切らないさん　『鐘ヶ淵えりす』（※下記四名のアイディアを一人のキャラクターとして採用）ペンネーム／海猫さん、紅狼蒼牙さん、せんまさこさん、ゆづるさん　『桜沢零』（※『堀切零』として採用）ペンネーム／ＫＡＺＵＫＩさん




【ストーリー部門】　『溺れた真次郎をみんなが人工呼吸しようとする』ペンネーム／めんたい丸さん　『白亜の胸の谷間に牛乳をためて飲ませようとする』ペンネーム／ナオトさん　『清流学園のライバル校が登場する』ペンネーム／海猫さん　『面白いけどストーリーに入りにくいネタ救済グランプリ企画』ペンネーム／こんな企画やって欲しい（山梨県の男の娘）さん　『真次郎が怪しい薬を飲んで、動物になり、女の子達とイチャイチャする』ペンネーム／銀氷華さん　『上熊谷凛は常に持っている木立を取られると、性格が一変して引っ込み思案なドジッこからクールなアネキになる』ペンネーム／ＫＡＺＵＫＩさん　『「男性から見た理想の女性像は？」と聞かれた真次郎が色々答えていたら、いつの間にかアピール合戦に』ペンネーム／ゆづるさん　『完全全裸を見られた茉愛がそれを盾に真次郎に無茶なお願いをする』ペンネーム／ＦＯＳＴＥＲさん　『真次郎争奪、アクア寮、大ゲーム大会！』ペンネーム／諸葛きんチャチャさん　『みんなに親近感を持ってもらえるようにという牡丹の発案で真次郎が女装する』ペンネーム／ゆづるさん




【その他部門】　『巨大な茸「フェンリル」』ペンネーム／銀氷華さん







　みなさま、ありがとうございました!!







※採用作品に係る著作権（二次的著作物の場合は二次的著作物に係る著作権）は株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ　アスキー・メディアワークスＢＣが保有するものとします。
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おかゆまさき

本が増えすぎて最近、ついにあの噂の貸倉庫とやらを借りてしまいました。けれど僕にはそこに大量の書物を運び込む体力が無い。本棚も自分で置かなきゃだし。あと貸倉庫規約に「ここに住んじゃダメ」って書いてある。でも駅から近いしコンビニもすぐそこ。一泊ぐらいなら、あるいは。
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イラスト／上うえ下した

７月23日広島県生まれで埼玉県在住。好きなものは広島カープ（クライマックスシリーズ進出おめでとう）とタイ料理（パクチー多め）。頑張ってまいりますよろしくお願いします。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「おかゆまさき先生」係

「上下先生」係











初出

第１話／「電撃文庫MAGAZINE Vol.32」（2013年7月号）

第２話／「電撃文庫MAGAZINE Vol.33」（2013年9月号）

第３話、第４話／書き下ろし




文庫収録にあたり、加筆、訂正しています。
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